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発刊にあたって

美瑛町長 安藤友之輔

在住の古老に聴いても『こんな大雨は知らない』『こんな台風は、先の15号台風以来だ』

という。

辛酉の年は60年ごとに回って来るわけだが、紀元 9世紀ごろからの日本歴史に、この辛

酉の年に改元された例がたくさん見られるのは、何か大きな天変地変か、悪霊悪疫があっ

たに違いないからと思う。それだけに年頭の広報紙にも、「ことしは大過なくすごしたい

ものだ」とご挨拶をしたと記憶している。

私には一つの『つき』があって、少年時代の東京大震災の 2日前に山形に婦ったり、戦

時中は初年兵の張鼓峰事件から、ルソン島の大激戦の最中にも、たびたびこの『つき』に

見舞われて、前後の船団が殆んど全滅したのに、我が船団は無疵で上陸したり、中食を全

貝で20メートルほど離れた小屋でやっている最中に、迫撃砲で機銃座が吹き飛んでいたり、

で、こんなことがたびたぴ璽なると何と無く気にかかるもので、町長になってからも、い

つも『私が長期間不在にする時は、充分気をつけてほしい』と、ことさらに注意するように

してきた。

しかし、天災はそんなことに関係なく来るものであり、今回の豪雨は上京中に、台風は

北欧旅行中にと、留守中の収入役、助役は本部長として昼夜にわたって努力され、最も心

配された人身事故もなく、応急措罹がとられたことに敬意を表します。

また、その後の調査・測姻・設計と上部機関との交渉、数度にわたる査定官との交渉な

ど、深夜に及ぶ各課長以下の職貝各位に対しても、衷心より感謝致している。また現地で

は、各地区の町民各位が卒先、防災に協力され、危険を侵しての臨機の処骰にけんめいの

努力を賜ったことも、肝に銘じているしだいです。

このたびの、災害の模様をできるだけ詳細に記録して、後世に資したいと存じ、庁内に

松井局長を長として、この一冊を編簗したしだいですが、ご参考になれば幸甚の至りであ

ります。

昭和57年 3月1日





激しい述続降由9む全町の河！II培水をもたらし各地で

氾濫したか字炎別）11では 5H 8時30分！現地談）、下字第

5地区から没水しだし、逆店<i蜀洸は1司地城50万m'の半

分以上が、下宇全域では謀j也＊宋屈。迅路睾実に 107)j

町の面間が泥水に役された。対策本邸は11時44分地城に

，聡挫命令を発し、人命の安全を確保した， rこんな大印

は、はじめて」の経験だった（現地談）a Ii91地区にあるご

み焼且場 <Ell伶センター9では地下施設即’'1の排水、排
泥作品に乎11りがかかり、 5町111操染を中止した'-写真

左は濁流の第5地区、 5日16時30分写すこ上は 6日II峙

50分現在の同地区。右手の建物は白樺センター一

下は、 1]衛隊のけんめいな洪水応池作業さ土9）う j，000

袋を投入し、的0mの夕iijとを栂染して、民家］0数折の流

失を防止した。一英瑛I;1花園5丁目、 5日18時写す-
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マ下宇市街で鴻躇恥を広報する消
防署員 (8月5日1i時50分写）

， 

昌
I 

己一iふ

▲エキゾチックな旅情を濡わせる白樟も、
8月23日"時こ・ろ焦惨に、倒れた。

昭和56年グ） 8月は長雨栄雨と台風によりかゲて

ない災害を受け，町は対策本部を設け町内外各閲

係機関，団体，自衛隊のご協力とご支援を受け応

急対策、復旧対策にあたリ被也を最小限度にとど

め、大事に至らなかったことは不幸中の幸いであ

゜
f

j

 

心
・
9っ

被喜は全町的に多岐にわたるが、索雨水害につ

いては、土木施設・股地， J災業脆設及ぴ水道の被

災が大きかった。

当初の被害報告によれば住宅の没水45世帯・農

地40ha・農作物被誓1,0的ha・ 土木施設233カ所・

農業施設等45カ所・計278が所の被者で、披也金額

32憶6,100万円にのぽった，

住宅等の被曹は破壊されたものはなく、一時遥

難して水の引いた後にそれぞれ自力と関係者の協

力により跡悠理等を行い町で消iii良し尿汲取りを

し、特別の対策は要しなかったっ

牒業被沓のうちJ畿地の被寓については、特に被

審の激しかった 2カ所6.34baを補助事業で復旧し

その他は土地流失吟で復旧困難又は流入上砂の排

除を自力で行わざるを得ない。）災地災舎として取

扱われた平和簡劫水道の 3カ所は昭和56年度で復

IE/した＃牒作物の被害は、その程度を調在するこ

とは非前に困難であり一時的な巽状気象よりも長

期の各種粂件付により左右されるため被害を特定

することは難し（、最終的には収穂後の出荷状品

とその時期における経済状勢によらなけれは判明

しないがこれとても実体をつかむことは困難である。

結果的には作目によ，，てはマ相当程疫の減収は

あったか価格その他沢金、共済金手当の状況から

農業者個々、或は地域によって格差は止じたが、

全体的には大きな影粋はなかったと判断されるむ

土木施設等は国が復1日率を 5: 3 : 2の3ヵ

とし激甚災害法を適用したため高率の補助となり

復旧は著しく進んだが、その状況は別表のI::おり

で、町（団体鴬を含む）破杏金額臼杞定額）73ヵii）fll

低2,064万9千円に対しな復it1金頷（在定頷）41，ヵ所

5硲5,001万7T円でその復IIJ率は49.1％に述し、町

と道・国を合せると被害金額⑳140カ所32億777万1

T円に対して複出金額詞70カ所14億7,648万9千円

となり、その復旧率は46％となる力八宇総別iII災

害助成事業費を合せると58,6％の復旧となる。補

助対象とならぬものは町単独翡及び町布直機で復

旧した。

5月5日の水嗚と 8月7、8日の水道断水被害

については陸上自衛隊上腐良野駐とん地第 4特科
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美瑛町内公共施設等災害復旧状況
〔註〕被害・復1日とも金額は査定金額 昭和57年2月28日現在

管理区分 Il施河設区分川 被害箇所数被害金額干円復旧箇所数復旧金額 1復旧率％」摘 要

阻施設 1 10 435,655 1 9 391、926i 90 

迅 施 設I河 Ill 52 

路 5 Ji,250ナ 寸 →-
―••丁助成事―•業--を含む-復•---旧•••金一甜

計 I 57 1,65|,461 1 20 1 534,542 | 32
.4 1 931,812千円復1日率56.8%

面土禾施設 1河 ILL 20 370、072

路 19 234,285 

計 F --39'、‘‘9: 604,357 1 -22寸 304,2061 50.3 

和正農叩施設直 路 5 33,318 

橋 梁 5 57,167 

水 路 16 145,219 災害関蓮

頭首工 2 259、795 ~^ 分5割ヵ復所の旧
17、923

18 

被害・復l日とも金額は査定金額とす。

群第120特科•大隊の災害派逍を要請し、延297名の

隊貝が防災活動・給水支援にあたり、 3日間にわ

たる作業に予期以上の援助を受け深く惑謝いたす

ところであります。また給水には旭川市、上窟良

野町、美瑛町内自家水所有者の匝志により、水の

無償提供を受けました。

台風15号の被宮についても町内各関係機関のご

協力を受け対処いたしましたがその被害は住宅の

一部破ilし19世41や）農作物被苫 602ha・文教施設その

他7ヵ所・／裳業施設］20ヵ所・森林 1,077ha、被害

金額5億1,000万円が災曹発生時の被甚状況で、

ほかに軽傷者 2名を出した。

8月23日の午後より、強風のなかに突風を交え

た暴風となり全町的に被害を受けたが特に十勝岳

寄りの山ろく地幣、俵謀布・中・上宇其別、附杵

牛上梢美より奥地、美沢，妙見方面が激しかった。

町内の観測はないが旭川空港では瞬間風速41.5m

が記録され本町においても場所によってはこれと

同等又は以上であったと息われ、森林の被也が大

きかった。

被害の対策については建物施設等は管理者、所

有者が自力又は関係者の援助を受けて復旧し制度

的賽金、或は補助等は必要としなかった。

森林被害は、カラ松が主ではじめての被害のた

めその対策にとまどったが、研究機関の調究指溝

を受け、被者の調在と対策を実施した。この災唐も

激甚法の適用となり、一定の被害に対して国と道

より 3分の2が助成されることになった。

これにより国が在定を行い、特に被甚の激しかっ

た約ZOOhaの団地に対して 1億1,142万 1千円の事

業費が認められ4ヵ年で復1日することになり、昭

和56年度では倒木起し約30haが実施された。町有

林もこのなかで復旧する。

その他の森林被害の復旧は、近単独（国と同じ）

補助で行うもの、補助対象とならぬものは所有者

自身が状態に応じて自力で措附することになるか、

各自のボ梢もあり施業の見通しかつかない。

町有林の被杏は 190haであるが、昭和56• 57年

の2ヵ年で復IE!施業する。

農業被害は、主に豆類・野菜・酪／塁であったか、

水害の農作と同様に被寓を特定することは困難で、

俵真布における大根、沼杵牛方面の施設裁培のト

マト・キュウリの減収又は放梨、倅軍のため出荷

時間にまにあわなかった放爽乳が実質被杏であり、

その他減収被雹はあったが、金額的には確認でき

ない。

この 2つの災害で、税の減免・民生上の措骰を

望む申請はな〈福祉的対策も特に必要としなかった。
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1．災害の名称 .~ .~ ~~ ~~ ~~ ~~ 
5 .• 

•1 ・~、[3災害には名称が冠せられるが、この度の大災害に

ついては諸種の名が付けられて定かでない。遊の

文柑等によると「昭和56年8月3日より 6日にか

けての前線と台風12号による大雨及ぴ台風12号に

よる が正し（、その他はこれを略称してい

るようである。以下本記鉗では 8月前線と台風12

号・台風15号による災害という。

2. 災害の原因

8月前線と台風12号による災害

今回のような大災害は極めて稀である b 古老の

しによると、災瑛・砒杵牛・宇莫別）・朗根内・

の各沢においても大水雹はあったが、当時は河川の

流れが一定でなく乱流の状態であり｀また立木が

多くこれが倒れて流木障害をおこず等若干の雨で

も洪水とな，，，fらまた上流で木枠9)堰を作り貯水

貯木してこれを切り木材の流送をしたが冷これら

の施設が予期せぬ降雨で欠壊し水害の原因となった。

また戦前・戦中・戦後を通じても集中張雨によ

る地域的な被害、或は公共施設等の未整備が起因

するもの等の災害は幾多発生しているが、いすれ

の場合てもこの度のような楽雨と人出水の経験は

無いと鴛きを示している。

近年の大雨査料に晶づく本町の記録は次のとお

りであるが、局地的躯中梨雨は別としても過去に

おける記録は昭和50年 8月22-23日の159.3呻が

最大で、旭川地方気象台の最高記録は、昭和30年

8月17,18日のや ll!llt1における 217mmであった。

8 

年最大日雨量北海順道位開
発局大雨資料による (S38~S56) 

団洞地名 999聖台

噸位 雨龍 1年月廿 順位雨載 年月 H

-IこI 昭50・ 8、2i R | ： I 61心 昭48,1 0, 1 2 ！ 29,1 22 13 

0 130,2 匹 2, 3 14 

- 24 15 

I I -I I I昭99,9曹" 昭印．）．！5
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181 
昭43・ $ • 27 
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14.3 t& 3.2 
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i,3 I 

15.2 20 I量2
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昭54• 8 • 26 
2 5 

” 60, 5 祁

29 

55,I 
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),5 23 
24 

昭43• 9 ・17 

54.2 1a 
0. 4 19 
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昭50・ 9 ・ 3l 21 
s, 7 4 

！ 4,1 5 :9 
R M * 2 ! I 6 
8. l 

87'且I ’ 
,19.:.2 I 

,9 

注観測は午前9時より翌日の午前9時まで



8月5日17時30分、約 150mにわたって破堤。 トウモロコ

シ畑が浸蝕されはじめた。（美瑛川・芙沢19線田村地先）

当時の気象状況は別項で示すとおりであるが、

町内において 7カ所の観測記録はあるが、旭川気

象台の農業研修所における公式雨批は 8月3日よ

り6日までに 231mmに達し、その批は4日5日の

両日に集中するという、これまでの最高記録とな

り、また非公式ながら白金では 320mmの町内最大

雨鼠を示し大災害をもたらしたものである。

気象の概況としては、 3日昼すぎから南下した

寒冷前線が4日夕方まで北海道中央部に停滞して

大雨の前半を形成し、関東の南東海上を北上して

来た台風12号の外緑部の雨雲が4日夜半北梅道に

流入し、前線雨雲と合流したため以後 5日夜半に

かけて後半部を形成した。北海道の学界等では百

年に一度の雨と言われている。

台風15号による災害

8月15日21時ルソン島の東海上で発生した熱帯

性低気圧は、発達しながら東北束に進み16日15時

台風15号となった。

20日3時には風速15"Is以上の強風域は、南束側

1, 000km北西側500kmの大型の強い台風となり、

その後日本の南海上を北束に進み、 23日4時過ぎ

千猫県館山市付近に上陸したが勢力が衰えず、さ

らに加速しながら北に進み23日9時には仙台付近

に達した。

その後も束北地方を縦断し津軽海峡を通って、

23日14時過ぎ北海道渡島半島の南西部に再上陸し

た。この時点でも大型で並の強さであった。台風

は渡島半島を北上して、 23日16時に舟都の北西海

上に抜けた。その後北海道の西海上を北上して、

23日21時に稚内の北西約 100kmの海上で温帯性低

気圧となった。

本町の場合は雨は徴々たるもので、強風による

被害が大きかった。旭川地方気象台長の話しによ

ると、 「あれだけ道南・道央に大雨を降らせた雨雲

が、夕張山地にぶつかったとたん散ってしまって

風だけが残った。旭川地方は暴風雨災害は極めて

少いが、これは夕張山地や大雪山脈がタテの役に

なって片方の力を弱める働きをするらしい。しか

しいったん毎秒20メートル以上の強風が吹き荒れ

ると周りの山から風があふれ、強風が突風という

形で襲い、また弱い風の中で突風が時折襲う何と

もいやらしい風になるd （道新より）

これが本町にもあてはまり、 11時位いより 18時

までの突風を交えた強風により被害を受けたもの

である。 14時より16時迄が最も強かった。

本町の瞬間風速の記録はないが、旭川空港では

5日16時41.5mで、町の場合もこれと同等以上で

あったと思われる。また散杵牛上精美で最も強か

ったのは15時15分であった。

，
 



～記，〗天天9 児こ、

気象概況

1. 8月前線と台風12号

樺太中部にあった998mbの発達した低気圧は、

進路を束北東に向けゆっくリ巡んだ。 3日夜半か

ら、前線が上川地方に停滞したため、気圧の傾き

が急となり、上川中部を中心に強い雨をもたらし

たが、この日は白金で5mm、本町では 1nInIの降雨

批があったのみである。

しかし、 22時20分旭川地方気象台は、前述の不

安定な気圧配附等から上川地方に大雨腎報と雷雨

ll/ll1156if: 8月4日15lIhJ也」．．）くな（［さI

I 0 

洪水、強風注謡報を発令。 4日未明から夕刻まで

本町全域に連続降雨をもたらし、夜半には一時雨

がやんだが、 5日には三陸沖を北上してきた台風

12号と、南面に延びる倅滞した前線か台風により

刺激され、一日中強い連続降雨をもたらし、市街

地の24時間雨屈は145mnl、白金では217mmまでの降雨

が記録さilた。

低気圧は、 6日午前 3時熱幣低気圧に変 I)、5

時20分、腎報は風雨、洪水注謡報に切換えられた。

降りはしめの 3日からの降雨は、本町でi3Immを

観測した。このため、本町全域に及んで各地で河

川が氾濫し、河川、近路、低梁等に披古を与え、

牒作物・建物等にも被苫をもたらした。

II/Hll56iJC 8月5[115時地上ゾぐな（図と台風経路



気象衛星「ひまわり」の赤外画像

（昭和56年8月4H 9時）

(IIB和56年8月5H 9時）

2. 台風 15号

(1) 台風第15号の経過

ア． ll召禾廿56ip8月15日21時、ルソン1似の東洵

上、北緯18度、東経 1301文で発生した弱い

熱俯低気圧は発述しなから康北東に進み、

16日15時に沖ノ島島の西南西約51111kmのi1が上

北緯19度、東経131度30分て台風第15号とな

った。この時の中心気圧は994叶入中心付近

の最大風辿は20％であった。

ィ．台風は17日早朝にかけて複雑な動きをし

たが、その後は時速10kmiltj後のゆっく I)と

した速度で発達しながら北北東進して、 20

日03時には南大東島の東、約350kmの海上に

辿した。この時の台風は中心気圧955nl入1位

大風速35%、風速25％以上の暴風域は 300

km、風速15'%以上の強風域は南東側 1,000

km、北西側 500kmの大型の強い台風となり、

この台風の最盛期となった。

ウ．その後も台風は日本の南海上を時速JO~

15kmのゆっく I)とした速度で北束ないし北

北東進を続け、22日15時には八丈島の南西、

約270lnnの湘上に迷した。この時の台風は中

心気圧か965曲と並の強さになっていたか、

相変らず大型で、最大風速35%、25％以上

の媒／風＼域は 300kmと最盛期の勢力を保って

いた。

工．台風はその後、次第に速度を速めて北北

東に進み、 23日02時ごろ三宅島付近を通っ

て04時過き千雌県館山市付近に時速40kmの

速さで上陸した。上陸時の中心気圧は965mb

最大風速35%、風速25略以上の媒風城は200

km、15％以上の強風域は東側 400km、西側

300kmで大型で並の強さであった。

このため、本州南岸では22日夜半前から台

風の暴風城に入った。

ォ．台風は上陸後も勢力が衰えず、さらに1JIl

速しながら北に進み、茨城県・福島県を通

って、 23日09時には仙台付近に達した。こ

の時の台風の速度は時辿751,mになっており、

中心気圧は964mbであった。

ヵ．その後も台風は時辿75kmの速さで、東北

地方を縦断して、陸奥湾に入り、津軽洵l峡

を通って23日14時過ぎ北湘追渡l,,}半1:,¥の南

西部に再上陸した。この時点でも中心気圧

は9釦山 J1と大／瓜＼辿35％を保つ大型で並の強

さの台風であった。

キ．台風は渡扁半島を北上して， 23日16時に

は非都の北西湘上に抜けた。その後、台風

は北湘道の西海上を北上して、 23日21時に

椎内の北西約100kmの北緯46度05分、東経l40

II 



度55分の海上で中心気圧910m籾）温幣低気圧

となヽ 99た。

台風は、関東・東北地方、北悔道南西部

と列島を時速70km前後で縦断したが勢力は

衰えず、沿岸部を中心に強い風が吹いた。

ク．温帯低気圧になってからは弱まりながら

北上し 24日朝には関宮洵峡を通り、午後

にはアムール川下流域に進んだウ

ヶ．台風の通過に伴って、東日本から北日本

の太平洋岸では推算怜11位よリ、 40-80cm程

度高い潮位を観測したが、顕唸な翡潮は見

られなかった。各地の最高潮位は、叫rn,,（東
京湾）て22日21時30分に東京湾平均泄而

(T. P,)上、 IOlCIn、鮎川（窮城県石咎）

で23日10時10分にT.P. 109Cnl．函館で23日

20時12分にT.P.上89cmなどであった。

(2) 前線の活動

ァ． 8月21日、日本海を東北東進した低気圧

に伴う温暖前線か東北地）iを東西に伸びて

停滞を始め、夕刻ごろから次第に活動が活

発となった0

ィ．東北地方に停滞した前線は22日には台風

第15号の北上につれて、南からの暖湿な気

沢の渚区によと？てさらに活発化し，東北地

）］から北ii,i逍南部にかけて断統的に強い雨

が降ったe

ウ．一方、低気圧から南西に伸びる寒冷前線

は22日早他）から23日にか1九山陰地）iから

北陸地方を通ったc この前線の辿過で山陰

地）］や近殻地方の北部でも短時側に強いi羽

の降ったところがあった。

工． 23日には東北地ガに1序滞していた前線も、

台風と共に北上した。

(3).暴風慨況

I"2 

ァ．台風第15号は S月20日03時｀南大東島の

東約躙I⑳ 7湛上てもっとも発逹して中心気

圧955mb、最大風速35%となり、、25'o/s以上

の暴風域は半径 300km、15鴨以上の強風域

は北西側 500km •南東測 LOOOKIIl に及ん

だ◇

ィ．その後、台風の北上と共に強風域は次第

に狭（なった力八最大風速や暴風城の大き

さはほとんど変らず、伊豆諸励では21日夜

半から風か次第に強まって台風がもっとも

近くを通った22日夜半すぎ、八丈扁で最大

風述23.7%(W)、最大瞬間風速40、3%(W)

を観測したu

ゥ． 22日の11時30分頃、詳馬県箕郷町で突風

（たつ咎）が発生し、民家35軒か令半壊した．

工、台風が23日04時すぎ千蔀県館山市付近に

上陸した頃は関東地方の風は全般に弱く、

横浜で04時から05時すぎまで5％以下、そ

の他も10％以下の所が多かった。:....方沿岸

部では銚子で23'o/s（SSW)の最大風速を観

測するなど強い風が吹いた。

才｀上陸後、台風はスビードを増して北上し

これに伴って雑風城も順調に北へ移動して

し、ったが、東北地方から北湿逍にかけては

最大風速が20％を超えたのは沿岸部が主で、

その他は15％前後の所が多かった。

北洵迎苫小牧では23日15時30分に最大風

速27.7'½, を観測したか、これは同測候所開

設以米第 1位の記録である。

カ、一方、蔽：大隣lii]風速は台風の進路にあた

，，た東北地方と北海道の各地で！肝並み30鴨

を超え、北栂逍苫小牧38.6'%(SE)、鎖

路33,2繁 (SSE)がそれぞれ開設以来

第1位の記録だったのをはじめ他でも上位

の記紐を史新しだ所が多かったa

なおこれらの突風のほとんどは、台風か

通過した後に起ったものであるひ

（以上は気象庁予報部の衣料によ 6)



昭和56年台風第15号経路図

注 1. •印は 6 時間毎の台風の位骰を示し、。印は09時の位骰を示す。

注2.数字上段は09時における中心気圧、下段は日付

注3.太線は台風期間、細線は弱い熱帯低気圧または温帯低気圧の期
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気象衛星「ひまわり」が撮影した台風第15号の裳

昭和56年 8月23日08時32分（可視画像）



地上天気図 時和56年8月21日15時
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(4) 上川地方及び町の状況

本町の台風に関する費科は乏しいが、旭）11気象

台の、旭川空港と芙瑛町牒業研修所の観測結果と

本町に関係するもの るu

本町の場合は b 災害原因で述べたように、雨は

日雨枇29nnlて、さはど影鼎はなかったので、降雨

記録等は省略するシ

なお23日の近くの設大睛間風述は、旭川19時50

分26.3m・富良野16時l9m・幾寅15時15m・朝日

20時］2m・留萌35m節が観測されているも

毎時風向風速調（最多10分問平均風速）
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時間 風向 風速 時 1iil 風向 風速

22 00 
1 9 0 9. 7 22 40 

2 I 0 8.2 s SSW 

10 
2 0 0 8.3 50 

2 1 0 8.7 
SSW SSW 

20 
2 0 0 8.5 23 00 

2 1 0 7.8 
SSW SSW 

30 S2 S1 W 0 10.0 10 S2 SI W 0 6.7 

」

旭川空港風速記録

8月23日16時で瞬間最大41.5m（付を示している。

また10分平均では16時10分に24.5ml/j)が最大である。

時間 風向 風速 時間 風向 風速

23 20 
2 2 0 

6.4 23 50 
2 3 0 

7.2 SW SW 

30 
2 3 0 7. 4 24 00 2 4 0 7.0 SW WSW 

40 2 S3 W 0 7.4 

風向欄の数字は度数を示す
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3.警報等の発令状況

旭川地方気象台

(1) 8月前線と台風12号

〖・訂地方

萌

種類と発表・解除日時

ー大雨・雷雨・強風注 (3.1635)ー大雨警・洪水（北部中部）注 (3.2125)-

大雨替・雷雨・洪水・強風注 (3.2220)ー大雨・洪水警・雷雨注 (4.0705)

大雨・洪水警・雷雨注 (4.1010)ー大雨・洪水警・雷雨注 (4.1700)ー大雨・

洪水警・雷雨・強風注 (5.1030)ー大雨・洪水警・雷雨・強風注 (5.1720)

風雨・洪水注 (6.0520)ー解除 (6.1420)

ー大雨・雷雨・強風・波浪注 (3.1635)ー大雨警洪水・強風・波浪注(3.2135) I 
ー大雨警・雷雨．洪水・強風・波浪注 (3.2220)ー大雨．洪水警・雷雨注

(4.0705)ー大雨・洪水警◆雷雨注 (4.1010)ー大雨・洪水警・雷雨注(4-1700)
I 

ー大雨・洪水警・雷雨• 3狙風・波浪注 (5.1030)ー大雨・洪水警・雷雨・強風・

波浪注 (51720）一風雨・波浪．洪水注 (60520）ー解除 (61420,) I 
例 (3.1635) = 3日16時35分を表わす¢

(2) 台風 15号

rI ~: 署 地 城 種 別 発日表時時刻分 『 解日除時時刻分

強風波浪（海上海岸） （留ii/j) 22・06・20 

大強風雨洪波水浪貨（雨海上（全海）岸） （留0月） ＠ 
I 

22·11•45 

大雨洪水園雷雨強風（全）波浪（留萌） ＠ 22 • 23 ・ 43 

大雨洪水菌雷雨強風（全）波浪（留萌） ＠ 23・10・50 

暴風雨洪水（全）波浪（留萌） 23 ・ 12 • 23 
；旭 Ill 上）11、留萌

暴風雨洪水（全）波浪（留萌）図 23・17・40 

： 暴風雨（全）波浪（留萌）囲洪水（全）R 23 ・ 21 • 20 
I 

波浪（留萌）圏強風洪水（全）R 23 • 23 ・ 50 24・05・45 
（上Ill)

I 

強風波浪（留萌） ＠ 24 ・ 05、45
．． 

強風波浪（海上） （留萌） ＠ I 24. 12. 30 24 • 21 • 20 

18 



4．降雨出水の状況

降雨は本町でかってない長期間、連続の大雨批

であった。戦後昭和22、23年の水審も確かな記録

はないが、このような異常の降雨批ではなかった。

本町は地域が広大であるため、地域によって著

しく気象条件は述う。例年のように水害はあるが

かって、 2名の命を失ったときのように染中索雨

が主で、 1-3時間程度の降雨で局地に突発する

ことが多い。また沢地帯或は大河川においても、

山津波のように一過性の増水で、今回のように、

増水が1日以上も持続することはなかった。

河川も近年整備が進み、被害も最少限に防止し

たと言えようが、上流地域で急流であるが故に、

築堤力喀易に極めて短時間で洗掘欠壊し、破堤の

恐しさを充分に経験させられた。

下流地城にあっては、洪水による冠水被害が多

いが、本町の場合はいったん築堤力哺支れると、本

流が堤内を流下し、土地・道路・建造物を破壊流

失させ、人は避難の余裕がなく、水に呑込まれる

と、流木、土石、激流で助かる見込はない。今回

は幸いにもこのような事態を回避できたか、緊急

に水防作業を実施したところをみると、過去にお

いても没水のした場所であり、河岸が平徹的に欠

壊の多いところである。河川の弱点部分について

今後の対策が必要であろう。

今回の河川災審は、異幣な出水にもかかわらず

河川よりの溢水が少なかったことである。

これは河川改修の結果によるところが大きいが、

朗根内・下宇莫別を除いては、河床の低下が著し

く、水批に比して、水位か上らなかったと思われ

る。上流地域の治山・砂liJjの効果も発揮されたよ

うであるが、今災唐の特徴といえよう。

辺別ill、美瑛川においても警戒水位を突破して

いるか、その状況と、本町に関連する雨批は次の

通りである。

町内で8ヵ所の観測所があり、その雨批は資料

のとおりであるが、白金では最高 320.9mmを記録

した。

資料 ベージ

I.美瑛町日別師時降雨祉調・・......................20 

2. 上／II管内降雨状況・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...22 

3.上／l |管内等雨枇線図・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．， 22

4. 北湘逍降水批分布図•.．.．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．． 22

5.辺別）l l 幸僑水位11!1 線図•·············--··--······· 22 

6.辺別川幸橋最翡水位及ぴ侮時水位表・いい・・・・ 23

7.朗根内幸橋時刻水位図・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 23

8. 美瑛川上流時刻水位・洪水流批表・・・・・・・・....24 

9. 美瑛町内降雨屈観測位骰図• •···•···--·········· 25 

10.西一区時刻水位固・・・・.............................27 

］ ］．西神楽時刻水位図・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．． 27

雨量計は、普通雨批計（人が溜った雨水を

みる） ，自記雨批計（龍池式で自動で表に記

録） ・テレメータ式自記雨批計（龍波で時間

師に報告、呼出し、詳細データも調べれる）

の3種類がある。

本町に設けられたテレメータ式のものは、

地波で1mm毎に記録され 1時間毎に旭川開発

建設部に報告され、さらに委託人が毎朝 9時

に併散された普通雨賊計で観測し、自記と照

合確認し報告することになっている。また気

象台は同様の方法であるが、 0時より 24時迄

の記録で、旭建では午前9時より翌日の午前

9時迄の記録になっている。

この記録では、便宜上雨批の表は、気象台

Iと同じに 0時より 24時迄に統一し、図表はそ

のままの雨批を載せてあるから、数字の述い

がある。

河川の水位は、河川のゲージが取付られ人

で定時で観測するのと、テレメーター式自記

水位計で、地波で1時間侮に定時報告し、異

幣出水の場合は'il'；時報告に切換えられるもの

とあり、本町の西一区観測所（西町 1丁目神

社裏）は、併用のものである。
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昭和56年 8月3日～ 6日 日別鉗時降雨最調（閉m)

9さIfJ
--

08 1 09 
. 

観測所 月日 01 02 船 04 05 06 01 JO ll 12 13 14 ]5 16 17 18 19 20 21 22 23 24 
'・"””~  - しー~ ● ，＋ ふ

葵 瑛 8月3日 l 

(1原野5線農業 4日 4 j0 7 4 4 2 ， 3 2 2 4 l l 12 1 !I 

研修所） 5日 2 4 6 ， 12 8 6 6 5 8 4 13 12 ， 7 8 3 4 4 11 3 I 

6 El l l 

口美瑛哀象庁）
計

＇ 

／ヽ＜ y2~ A 31 
.. •~ ふヽ

湯庁舎前 3日 l 0, 5 L5 

4日 3.5 7 8 2 4 l 8 5 4 0,5 0, 5 10か51 1 ~ 5 Ò 5 
， 75 

5 H 0.5 5 6 8 JO 11 6 4 4 6 4 10 14 5 5 6 3 3 4 6 6 3 3 132.5 

6日 0.5 0,5 l 

〔美瑛町） 計
2ヽ、1、‘0‘ 、

白 金 3日 1, 5 0.5 4 6 

48 4 2 2 3 2 3 l 2 1.5 0.5 5 4 30 

（白金温泉） 5日 l 3 ， 15 19 17 15 11 6 8 7 21 l5 28 21 l? 11 5 4.5 1 5 6.5 7 7 " 5 2 66, 5 
6H 5.5 4.5 5 l.5 0. 5 17 

I 

（開発局） 計 ， 3l9, 5 . -•-
白 金 3 H 5 5 

4日 l 2 l 3 2 3 3 l l 8 25 

（育成牧楊） 5日 I 2 ， I4 11 18 13 l4 8 7 ， J6 13 30 14 J 41 lO 5 5 4 欠 測 217 

6 H 欠 測

I （気象庁l ; Iぃ
I,94、7 

必● ● ~勺 ヒ aし I 
芙 瑛 3日

4 B 2.5 6 ？ 3 3 3.5 3.5 3 1 5 0.5. o.s 2 0、5 0.5 2, 5 39.5 

（美沢共立） 5日 4 " 5 0.5 6 ， ll 14 5 ll 5 6 6 ， 16 20 ， 10 5 3.5 3.5 6 7 4 3 1.5 175,5 
6日 I I 0.5 0.5 0.5 0,5 4 

俵(1111... 発局〕
計3 [i 

219 .... 
其布 0.5 0、5

4 H l.5 3 ̀ 5 6 2.5 2 2.5 4, 5 l. 5 3 ll 綿

（俵真布巾央） 5日 0.5 

l : i 4 9.5 l7 10 5 " 5 l゚日5 I[I 
， ， 12 15 14 ll 5, 5 7,5 3 5 5.5 7 6.5 7 3 l 88. 5 

6日 2 I. l 1 ぶ 9~9~、5勺、.‘5 ；： ‘ 
〔開発」且ーー計 ~. 



観測所 ¥ 月日
OI 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 計

珈主 台 3日 1.5 1.5 

4 8 2 7 10 4 4 3 5 4 1 3 1.5 5.5 1 1 7.5 59.5 

（聖台土地改良
5日 3 5.5 1.5 14 7 6 6 3 5 4 12 1 11 

， 6 5 3 4 4 4.5 3.5 I 1.5 132.5 
区中宇莫別）

6日 1.5 0,5 0.5 0,5 3 

〔開発局〕 計 196.5 

二股共栄 38 0.5 0.5 

4日 0.5 6 10.5 4 3.5 5 7.5 13.5 1 1.5 0.5 I 1 4 9 3.5 12 

（二股富美） 5日 5.5 1 8.5 ， 11 18 12 16 14 10 10 12 17 13 8 11 12 3 3 6 4 5 1.5 2.5 213 
68 2.5 1 1.5 1.5 〇．5 0.5 7.5 

（開発局） 計 293 

辺 別 太 3日 3 8 9時～48 9時 93 

4 El 4日9時～5日9時 109.6 

（旭第一） 5 8 5 8 9時～68 9時 74 

6日

I 
6 8 9時～78 9時 0.5 

〔開発局〕 計 | 277. 1 

旭 Ill 3 B 2 2 

4 8 10 17 24 13 5 6 5 15 7 13 6 4 3 4 3 12 ， 5 I 6 168 

5 8 3 4 3 8 13 12 10 11 5 5 2 
， 5 5 4 6 5 2 I 4 3 1 3 1 125 

6 8 1 1 2 

〔気象庁） 計
297 

町
東 I l | 3日

4日 2 7 15 15 4 5 3 13 5 5 2 3 2 1 8 5 8 103 

5 B 1 5 5 ， 12 6 5 8 2 5 4 ， 7 8 4 2 6 4 3 3 5 3 2 1 119 
6日 I I 2 

（開発局〕 計
224 

外
神居古憚

3 4.5 7.5 

6 14.5 16.5 4 6.5 5.5 6 12.5 11 6 4 12 9.5 5 10.5 3 11 6 
149.5 

6 4.5 9.5 8.5 12.5 14.5 8,5 9.5 5 3 5 5 5.5 3.5 1.5 7.5 3 4 0.5 3.5 2.5 1.5 1.5 1 
127 

l 1 1 1 4 

21 

〔開発局〕 計 288 



上川管内等雨批線図 上川管内降雨状況

990 / 

切`ゞ ＇二｛， 90

/7万，夏］），芝・召

。。四拗2 

阿／9。
ジ0紐

観測所 連 続】i 「日 蔽•大時間雨l,l: 最大24時雨間=--贖贔』縫
降雨lil 時 間：雨iit' 日

旭 Ill 297" 4日 2.00-3.00 24 4日 135言
中 Ill 162 5日 8.00-9.00 14 4日 99言
美 ”けS、 232 5日 6,00-6.00 16 4日 117言
下 Ill 267 4日 6.oo-1.001 23 3日 | 36 9 
士 別 283 4日 8.00-9.00 19 4日 130言

和 寒 297 5日 0,00-1.00「―五 4日 153言
上 Ill 175 5日 11.00-12.00 12 5日 91冒
芙 瑛 231 I 5日 11.00-12.00I 13 4 H 93>
宜良野 230 5日 9.000 0 1 0. 00 19 5日 131 12 13 00 
占 冠 163 3日 17.00-18.00 17 5日 59言
／杓雲峡 278 5日 4.00-5.00 16 5日 149冒

旭地区 IOI戸 355haの農地にかんがいす
る旭頭甘工は導水路・堰体半分を流失

水位Illl線図

水系名

観測所

石狩川 河川名

8月3日ー 6日
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旭川土木現業所

辺別川

日本気象協会旭川支部
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8月3日～6日 最高水位及ぴ毎時水位表

旭川気象協会調

水系名 石狩川 河川名 辺別川

観測所名（量水標名） 幸橋

指定水位 294.30m 腎戒水位 295.05m 
単位： m 

日
3
 

4
 

5
 

6
 

摘 要

294.52 294. 69 295.90 295. 56 最 高 水 位

3

6

9

2

5

8

1

4

 

o

o

o

l

l

l

2

2

 

294.52 

294. 52 
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294.49 

294.48 

294. 52 

294.55 

294. 59 
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294.64 

294. 63 

294.63 

294.66 

294.67 

295. 3G 

295. 60 

295.58 

295.82 

295.56 

295.42 

295.17 

295.12 
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昭和56年 8月洪水美瑛川上流時刻水位・洪水流批表

注こコ太線内はピーク水位ロコ指定水位突破 単位：水位m、洪水量m'

汽i:i1 こ観区分 石 狩 Ill 水 位 忠別川水位 美瑛川水位

旭橋 永山 中愛別 暁僑 西神楽 西一区測所 江卸発電所

計 画 109. 73 139.9,, 247. 69 185.48 359. 94 140.27 235.26 
＇¢タj 戒 107.50 132.40 244. 60 184.00 356.40 137.60 233. 10 

指 定 106.40 131. 70 243.40 183.30 355.60 137.20 232.90 

8月5日

1 104. 77 129.91 242.64 182. 73 355.46 135.55 231.25 

2 104. 76 129.91 242.64 182. 75 355.46 135.55 231.26 

3 104. 77 129.93 242.64 182. 74 355.48 135.57 231.29 

4 104. 74 129.94 242. 65 182. 74 355.53 135.60 231.49 

5 104.84 129.96 242. 69 182.77 355. 71 135.66 231.59 

6 104.86 130.00 242. 74 182. 79 355. 99 135. 75 231. 97 

7 105.01 130.03 242.85 183.09 356.17 135.94 232.62 

8 105.12 130. 10 242.99 183. 74 356.13 136.10 232.83 ， 105.21 130.18 242.23 183. 79 356.12 136.66 232.99 
10 105.27 130.27 242.35 183. 73 356.15 137.II 233.08 

11 105.34 130.36 243.41 183.85 356.19 137.41 233.06 

12 105.42 130.47 243.44 183.89 356.24 137.78 233.07 

13 105.52 120.52 243.59 183.91 356.49 138.09 233.06 

14 105.61 130.57 243. 76 184.24 356. 77 138.35 233.09 

15 105.67 130.66 244.07 184.20 "356. 74 138.75 忍鍔233氾6

16 105. 75 130.83 244.35 184.19 356. 75 忍言認8号961 233.21 

17 105.88 131.04 244. 36 184.58 356.82 138. 70 2:J3.20 

18 106.06 131.16 244.51 184.67 356.86 1 38. 4 2 233.09 

19 106. 14 131.22 244.45 184.56 356.87 138. 22 233.01 

20 10.617 131.26 244.46 184.37 356.84 138.09 232. 94 

21 106.21 131.27 244.40 184.32 356. 74 1 3 8. o o 232.86 
22 ,25 131.24 244.39 184.18 356.69 137.89 232. 78 

23 106.21 131.22 244.44 184. 13 356.68 137.73 232.74 

24 106.14 131.20 244.51 184.09 356.68 137.65 232. 70 
8月6日

I 106. 14 131.22 244.49 184.21 356. 71 137.56 232. 70 

2 106.13 131.21 244.53 184.32 356. 75 137.50 232. 71 

3 106.08 131.20 244.65 184.36 356. 75 137.43 232. 70 

4 106.03 131.21 244.66 184.26 356. 68 137.31 232.68 

5 106.03 131.20 244.45 184.12 356.49 137.23 232.64 

6 105. 97 131.18 244.41 184.02 356.27 137. 12 232.58 

7 105.90 131.16 244.38 183.96 356.17 137.04 232.53 

8 105.84 131.11 244.20 183.90 356.07 136.94 232.39 ， 105. 79 131.05 244.16 183.85 356. 02 136.82 232.35 
10 105.67 130.90 244.12 183. 78 356.00 136. 70 232.31 

11 105.57 130.83 244.06 183.68 355. 97 136.60 232.28 

12 105.50 130. 78 243. 99 183.56 355.91 136.52 232.23 

13 105.40 130. 73 243. 93 183.60 355.89 136.44 232.20 

14 105.33 130. 70 243.89 183.56 355.86 136.36 232. 18 

15 105.26 130.66 243.84 183.54 355. 83 136.30 232. 15 

16 105. 19 130.62 243. 79 183.60 355.81 136.24 232.13 

17 105. 11 130.57 243.68 183.51 355. 77 136.17 232.12 

18 105.04 130.53 243.61 183.49 355. 74 136.12 232. 10 

西神楽 美瑛川・辺別川合流点却橋 西一区 西町一丁目美瑛神社哀

24 

旭JIii開発建設部

美 瑛 Ill 

西神楽 西一区

洪水流批 洪水流批

m' m' 

69.97 7.1 

69.97 7.51 

73.15 8.81 

78.05 20.17 

88.33 27.58 

104. 94 64.51 

144. 72 133.61 

183. 16 161.26 

353.32 184.06 

530.20 197.55 

633.07 194.51 

769. 10 196.03 

893.25 194.51 

1,004.54 199.08 

1,188.50 225. 97 

1,291.27 217,88 

1,164.66 216.28 

1,035,62 199.08 

948.08 187.02 

893.25 176. 77 

856.25 165.42 

812.09 154.44 

749. 94 149.09 

719.80 143.84 

686. 62 143.84 

664. 94 145.14 

640.09 143.84 

608.83 141.24 

571.68 136. 13 

535. 70 128.64 

510.27 122.56 

479.36 106.31 

443.53 101.88 

409.09 97.20 

381.46 89.37 

360.05 77.06 

339. 26 70.11 

315. 68 65.66 

298.47 59.26 

281.74 55. 17 

262.82 53.18 

249.72 49.32 
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西一 区時刻 水位図
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こ沼‘ 亨たマ対策鴨姿罰 ， ぞ惜動］灼虚児旱

1. 災害対策本部の設置 2. 主な活動と記録

8月4日ば梢報収集、雨批の調在等を行い一部

待機としたが、翌日 5日に至り全町的に災憲発生

が予想されたので、同日 8時30分に次の機構で美

瑛町災杏対策本部を設附し、応急対策がおおむね

係冬っ tこ8月14日17時に廃止．した。

また台風15号については、本部を設附しなかっ

たが、水署時の本部機構に拙じて対処した。

美瑛町災杏対策本部組織

| | I I I I I I I 
食教水土耕農保民総
育 健
糧施道木地林衛生務
設 生
jj王jjI Iり王 jjI lリIlリ王 jリ王 jリ王 jji 

本部の活動と記録は各項目に記載したので、脱

漏：）江項を記録する。

~
 1

2

 

~
~
~
~
 

I) 

2) 

3) 

避難命令とその状況は下表のとおりである。

課長、管理職会議は次のように行った。

8月5日17時

協議

梢報収集）文ぴ対策状況の

8月7日8時30分

策について協議

8月24日8時30分

ぴ対策状況の協議

」こ*迂IIIJi7J(;|｝；i兄と対

台風15号9|i’i報収媒及

(3) 災害状況報告は、速報・中 llll• 最終と地話連

絡等を除いて9回にわたり行ったか、最終は 8

141 

月19El 11時現在で取甜IIめ上｝II支庁に報告した。

8月9El被災対策本部員（助役外13名）は、

地の調任及ぴ被災者に対する見舞をした。

(5) 行政区長会議を8月］3日に開催し、被甚状況

の説明を行い、各区釦こ状況を聴取りすると

避難；状況調

避難命令 遥難人 li 遥難解除
遥難の状況避難地区名 避 難 楊 所

月 8 時刻 世 111 J、rl 月 H 時刻
字下宇秘 111第 1 美瑛町立芙巡小学枚 12 49 8.6 12. 00 ,L；: A；豆iけlllililじt沿{,J~のため8.5 11. 44 5092 給fl

悶！il 本 勝 寺 43 151 8.6 12. 00 ＂ 8.5 11.44 " じ,/Jil50枚lt（寸給立と l1炊

理 教 会 7 24 8. 6 12. 00 ＂ 8.5 11.44 99 第5 天 j'l 炊

大村、花園、英沢9線 美瑛町民センター 3 7 8. 6 8. 00 はかに 2l 時文沢橋＇北換．―r.,J~現楊従梨8.5 13. 15 lt約20名じJiilHJ' 給i{

字朗根内全城 美瑛町{fIll1徳小中学校 17 弼 8. 6 8. 00 )!1別JJI私裕堤欠J泉'}l！lり）恐れあるため炊`  じ8.5 16. 40 A』.301k 袋25 1r付給ftl'I

英 沢 全 城 美瑛町立災型小学校 18 70 8. 6 8. 00 災瑛）II裕堤欠J内の恐れあるため、fiiii 8. 5 16. 40 i(l i'i女付，20名Ch'8(）枚Ir付給

9年旭第 2 ・ 3 美瑛町立旭小学校 6 19 8.6 8. 00 辺111)1111'ぴ枚又瑛R"i ・! ',<1I;'↓l の恐れあるた8. 6 0, 40 
め̀ [;.(lilO 炊

美瑛町農業協同紐合旭支所 14 40 8.6 8. oo 
,, 

8. 6 0. 40 字旭第3、北見、中央 t和3t)枚貨付 l’i炊

旭 第 会館 4 15 8.6 8. 00 
99 8.6 0. 40 字 旭 第 4 4 H 炊

字白金（白金1応随牧楊I 白 樺 荘 2 12 8.24 10. 00 台風15り・によ付る強l’l風のため8.23 19. 00 
哀具12~lll'i: 炊

合 計 10 カ所 126 445 
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ともに今後の対策について協議した。

尚別途に調査漏れの被害力所、及ぴ応急対策

に要した査材、労力・炊出し、費用等について

文書で報告を求めた。

(6) 自衛隊災害派遣要請を、次のように行った。

8) 8月3日～ 6日にかかる災害

要硝 8月5日 12時20分

撒収 8月5日 23時50分

2) 8月7、 8日の給水

要，；ii 8月7日 9時15分

撤収 8月6日 16時15分

(7) 町議会に対しては、 8月11日正副議長及び

常任委貝長会議招l}f•1 を要拍し、災者の状況、
及び対策について説明し、協力を要狛した。

(8) 食糧等の対応は、下表のとおりである。

(9) 町見舞金、及び日本赤十字社北海道支部よ

りの見舞金、日用品を、 8月7日に床上浸水

住宅で特に被害の大きかった、 10戸に対して

贈った。

(10) 災害の視察調査並びに見舞のため、来町し

た主な方は次のとおりである。

8月7日 ）i!l川市水道事業管理佐々木富雄氏

8月8日 自民党道議会議貝 西尾・田苅子

藤井・野村・村上各議貝

渋谷•岡本・村上各委貝

（道） 我孫子上川支庁長ほか 3名

川田正則議院議貝

8月13日 北修二参議院議貝

(Ill 町長は次のように、現地の視察と見舞を行った。

8月6日 美沢・粧杵牛・下宇菜別地区

7日 下宇奨別・旭•その他各地域

8日 美沢・罰杵牛・水道施設

13日 俵真布•その他各地域

9月8日 旭地区頭首工

道開発庁中村政務次官が被災地を視
察 (8月15日13時20分、下宇で）

3.本部廃止後の町の対応

1) 8月19日 北梅道開発庁中村啓ー政務次

官が災害調在のため来町し、町及び関係機

関の代表者等により、災害状況の説明・被

8月11日 道議会農務委貝 吉野副委貝•長· 災現地案内及び被災地の早期復1日について

炊出し関係 炊事場所音羽食盤（栄町4丁目）

8 月 5 日 8 月 6 日 8 月 7 日 8 月 8 日 合計 備 考

朝食 ー食 474毀 27食 100食 60!食 炊出し食数は

食 数
仕食 165 151 100氏 120 536 部落の分は含

夕食 1,031 200 1,231 まない。

計 1,196 625 327 220 2,368 

本部 21人 17人 11人 10人 59人 町女子職貝

炊出に従事した者 部落 86人 42人 6人 134 8部落会

計 107 59 17人 10 193 

（仕） （朝） （朝） （朝）

町職貝 ） 消防関係 70人 町職貝 27人 町職貝 90人
消防閾係 165人 応急現場 144人 （仕） 応怠現場10人

炊出対象者 避難者 260人 町職貝 100人 （仕）

（夕） （昼） （夕） 町職H 90人
自衛隊 253人 町職貝 21人 町職且 87人 応急現場30人

町職貝 ｝ 避難者 130人 応急、現場 113人
消防関係 216人

応急現場 331人

避難渚 231人
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要望を行った。

2) 8月23日 川田正則代議士が来町したの

で被災状況の説明を行い、被災地の早期災

害復旧等について要望を行った。

3) 8月23日 15号台風接近により被害も予

想されたところから、関係職貝が役場に待

機し被害状況の収集を行い、路上に倒伏し

た立木の除去等の緊急作業にあたった。

4) 9月3日 議会議貝協談会において、被

害状況とその対策等について、報告を行っ

た。

5) 9月3日 管理職会議を行い、被害状況

と災害復旧工事の状況について説明し、今

後の対策について協議を行った。

6) 9月11日 第6回定例町議会を招集し、

交通確保の状況

区 分 個 所 彼 害 状 況

農業用施設災害復旧工事の施行と、災害関

連予算補正について提案し、議決を得た。

7) 11月9日 第7回臨時町議会を招集し、

農地・農業用施設災害復旧工事の施行と、災害

関連予算補正について提案をし、議決を得た。

8) 12月16日 第8回定例町議会を招集し、

11月臨時町議会と同様の提案し、議決をした。

9) 昭和57年 1月21日 第1回臨時町議会を

招集し、天災資金の1tt務負担行為につき提

案し、議決を得た。

4. 交通対策

欠壊、）用没、冠水等により鉄道 1カ所・国道 1

カ所道道4カ所・町逍17ガ11/iが交通不能となり各

機関と連絡して対応したがその状況は、次のとお

りである。

対 応 方 法 開辿月日

鉄 道下宇葵 !IJ冠水及び路床法面〈ずれによる一時巡1人 | 8月5B 

1国 道 ＂ 冠水による一時不通 " 
道 道

美馬牛神楽腺 旭 第 6 1冠水による一時饂 8月5B 

五稜～芙怜l逍路欠壊，浴｛，による不通 濯9Ji揺顧Ii/9 57年4月

松 ill 笑／,11 楳下字伐月1i 冠水による一時不通 ＇ 18月5E 

上宇岱別災瑛1夕車場浪 99 

＂ I II 
町 道

朗根内J:I&其布稼 ）し線 1届地先 九緑I臥；［！取1寸部分，ん＇たによる不辿 補助ボ足による全応急，役litI'i' 8月118

及瑛 il．稜楳 夕弘谷射地先 ii~路欠J/1:: よる不辿 11暉 lHで交通確保すると共に全応急復lfl工事 8月8B 

新栄新見線 新栄下 Ill地先 ＂ I 99 内応紅恨lflエ111 | 8月13日
l'I 令災 Ji¥ 祝 両泉橋地先 99 憚I!!l91で交通確1が 57年度補助災復IEE 8月15日

箕 J笑 l•I 満楳 災Ill江花地先 ＂ " 9月 " 8月128

中本橋～ 1号橋1111 ＂ 3カ所不述I 補助災による復lfl56年度l力所 58年度2カ所 58年度

1号低地先 橋取付部分尚I!,1，た失による不辿 町車両で土盛復lB 8月78 

美[ilルペシペ線 須 Ill 地先 枷虹．は法による饂 単独1！で復旧 8月148

字莫別 Iり1治線 ii iu ~ 1 i} 1誌1111 追蹄流出による不通 町車両により仮復旧で交通確保51年度補助災で復II9月128

森山 j'.'r'I開拓線 逍ii～り哨／jえん堤l991 ＂ 単独れで復1[I 8月238

閥杵牛協英椋 l ;,J • 橋1店ii:i：失による不通 仮復191で交通確保56年12月～3月農業災害で1[|［l8月7B 

2 号 橋品失 ＂ 仮橋設設57年度農業災芯で復10 I 9月7B 
えん堤捻～1号橋1111逍路北＇たによる不 iill 氾IIKの砂filおして1見iUl[i57年度('1111災む復1廿：Jぴと 8月7B 

旭も知安線 全 線路lilむ）＜ " 町車両で復l[l 8月10B 

Ill Ji,J !II 8 l号線 99 " ＂ ＂ 
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防災活動

1. 災害派遣の要請

災害対策本部においては災審の状況により人命

に危険があるので、町及ぴ消防団、地域関係者の

みでは対策が困難であると判断し、 8月5日12時

20分に、上川支庁長を通じて、陸上自衛隊の災害

派逍を要硝した。

上窮良野駐とん部隊は早朝より非常勤務につき

第120特科大隊では、偵察を行うとともに救援の

態勢を整えて、午前中には出動準備が完了してい

たようであるが、別項記録のように防災活動を行

い同日23時50分に撒収した。

この陸上自衛隊に関する記録は、上宜良野駐と

ん地第4特科郡第 120特科大隊長山口正雄二佐よ

り、提供を受けた査料にもとづいたものである。

2. 上富良野駐とん部隊の動き

8月5日8時上窪良野駐とん地では、駐とん地

朝礼を体育館で実施した。その際に駐とん地司令

（吉崎格ー佐）は災害発生を予測し、災審派逍準備

について全隊員に訓示している。即ち『4日米の

栄雨による降雨iitは近年になく大批であり隊区内

の河川が氾濫すると予想される。駐とん各部隊及

ぴ各貝は、その心づもりで行動し災憲派遣の要睛

があれば速やかに出動してその任務が完遂できる

よう準備せよ』と述ぺている。

しかし、多くの隊貝はそんな事はあるまいと息

っていたが、数時間後に現実のこととなった。第

120特科大隊の本部では、司令訓示を体し朝礼終

了後直ちに第 2係森本二尉が美瑛町役場に龍話を

入れ、また第 3係中1話一尉が当直幹部から出動可

能人貝、車両等の説明を受けていた。その時『命

令受領者集合』の放送があった。時刻は 8時20分

である。

群命令は、R非‘常勤務態勢への移行 ＠出動巡

1iiii R偵察 連絡班の派遣による梢報収集等を律

するものであった。その 2時間後に群命令が下達

され非‘ili勤務態勢が更に強化され、休暇，代休の

者も呼集された。また、 9時58分には今次災沓派

遣の第一陣として第 2戦車大隊主力が上窪良野ベ

ベルイ川束中地区に出動している。

3. 第120特科大隊の出動

111 出動まで

JO時30分硲僚会同が開かれ型台ダムが崩壊した

場合の様相と濁流に流される住民の救出方法や、

堤防強化方法が検討された。そして救命衣、救命

ボート等の必要性について群に報告した。その後

救命衣、救命ボートは旭川の第 2師団が装備して

いるが、既に師団が使用を予定しているとのこと

であった。

J1時大隊長山口正雄二佐は、出動準備に関する

最終命令を中隊長に下達した。この命令は枯本編

成と装備を示し、人貝は大隊長以下 169名、装備

は車両24両無線機のほかロープ、円匙、掛矢、土

のう、鉄せんきよう、水缶等の土工具類であった。

それまで型台ダムの水位の上昇や、下宇莫別の小
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河川の培水、氾濫の状況が判明し、群長・大隊長

は型台ダム決壊を特に憂應していたようである。

11時44分町役場総務課長は、自衛隊の出動につ

いて大隊長と調整し、大隊長は上富良野地区の被

災地視察中の群長に無線で調整結果を報告した。

(2) 出動及ぴ防災活動

大隊の出動が当初1個中隊、以後大隊主力とニ

段階になったのは、下宇莫別は自衛隊、他の危険

地域は町で対処しうると判断し、最初の調整では

約30~40名程度を要請したことによるものである。

しかし逐次I'/)報が入り、田畑の冠水、家屋の床

上没水等被害の増加、住民の避難や美瑛川の急激

な増水、同河川の築堤欠損の状況が判明するに従

い、先遣中隊と町関係機関だけでは無理と判断し

て増援を要請し大隊主力の出動をみたのである。
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ア 第2中隊の下宇莫別における活動

美瑛町災害派遣に関する群命令を受領する

や大隊長は、無線中継班を美瑛町市街地西側

台上（大村）に開設を命ずるとともに、連絡

幹部を町役場に、また先逍中隊として第 2中

隊（中隊長吉田一尉以下35名、車両 3両）を

被災地に派逍した。第 2中隊は美瑛町市街地

入口から町職貝の誘溝により、下宇奨別の小

河川の氾濫による被災地に到箔し、町の要訥

により、神社境内南側約40mに土のう 800袋

の柏みあげ作業に滸手した。作業はII黍を没す

る泥水の中、順調に進渉し15時］5分にはほぼ終

了したが、河川の水位が更に高くなり、この

結果作業現場南側地区の住宅への没水が床上

を越し、その住民から自衛隊が梢み上げた土

のうを取り除くよう要求があり、中隊長は町と

住民との板ばさみに苦應した。町と住民との

話し合いの結果、梢み上げた土のうは一部を

取り除くこととなり、約 200袋を解体し河川

の流水の一部を北方に向け水位を下げた。

この間隊員は黙々と作業に従事した。

第2中隊が作業を実施している頃、付近住

民はほとんどが町の指定場所に避難していた

が、一部は家屋内に残っており住民避難の援

助を町職貝と協力して実施している。

イ 大隊主力の進出

大隊主力は群命令により 14時14分、駐とん

地を出発、下宇菜別地区に進出し同地区に媒

結した。大隊長は第 2中隊の作業状況を確認

して、第 2中隊に対する増援は最大1個中隊

と判断し、第 3中隊を予備として残罹し、主

力を美瑛町役場に移動集結させた。

役場の対策本部では、龍話のベルが嗚り止

まず、また応対する町職貝の声とで1植騒を極

めていた。

そこに大隊長が到箔し、町収入役を中心に

善後策が練られた。諸附報が入り乱れており

正確な俯報特に、聖台ダム及びその下流の状

況把握が重要と決して、本部中隊長小原一尉

第2係をそれぞれ長とする 2個の偵察班を紺

成し、 16時頃偵察に出発させた。偵察結果は

無線により逐次報告され、懸念された壁台ダ

ムは大批の水（毎秒 130m’)が越流し、激しい

勢いで流出していたがその築堤に異常はなく

またその下流数粁の築堤は欠損が生じている

ものの消防及ぴ町職貝等で対処し得ることが

1811寺には、はっきりした。

型台ダムは満水に近い越流状態でありなが

ら、堅固であることが判明して、一同安堵し

た。

ウ 第 1中隊の緑橋下流（花園）に

おける活動

型台ダム及ぴその下流地域のほか、美瑛川

築堤に伴う対策も検討された。増水による危

険地域のうち最も被害が大きく緊急を要する

箇所としては、花園 5丁目、美沢 9線、美沢

19線の左岸築堤の破堤が列挙され、取りあえ



ず花園地区に一部をもって対処させ聖台ダム

地区の状況を確認後、美沢地区対処に関し判

断することにし、大隊長は第 1中隊（中隊長

原一尉以下55名）を花園町緑橋付近の築堤強

化のため、 17時15分出発させた。

緑栃下流左岸は増水により民家10数軒の流

失の恐れがあったので、 200mにわたり土の

うによる仮堤を構築した。これらの作業は町

民と協同して行われ、土のう 1,000袋、杭木

¢ 15cm X 2 m 150本を利用した作業は19時に

終了し、第 1中隊は19時25分役場に再集結。

（美瑛Ill・災i/(19線 ll1村地先）

流れるように類を伝わる雨の中、応急
水防作業にけんめいな自衛隊・開発局
・地元住民ら I8月5H221l炉印

工第 2中隊、第 3中隊の美沢 9線及び

美沢19線における活動

聖台ダム方面の状況が判明し大隊の美沢地

区への運用は19時頃決した。それまで下宇葵

別での作業を終了して瞥戒に当っていた第 2

中隊と予備の第 3中隊（中隊長安本一尉）は、

19時頃には役場に移動集結しており、中隊長

も美沢地区の対処要領の検討に加わり 19時20

分第 2中隊が美沢 9線へ、第 3中隊が同19線

ヘ町職貝の誘溝で出発した。雨は激しく降り

続き周囲はうす暗くなっていた。

美瑛川は名に負う急流河川で危険水位を突

破し、たちまち築堤は破れ、逆巻く濁流は土

石を呑み轟音をあげて流下する様に関係住民

は鷲怖のためなすすべもない状態であった。

その中を隊員は先頭に立ち栞雨の夜半に発電

灯を穎りに、刻々と増水して激流渦をなす破

堤現場に立ったのが20時頃である。

第2中隊の 9線の現場では照明用資材、杭

針金、ロープ等の資材が町職貝の手により禅

備されていた。堤防幅貝の約半分が崩壊し、

かつ堤防下部は激流にえぐり取られ上部が宙

に浮いた状態であり、そこでの行動は非常に

危険であった。時折ドドッと足下で堤防の土

石が崩落する音が聞え、堤防の浸蝕はみるみ

る進行し作業は一刻を争う状態であった。

町職貝が技術指瑞し、中隊長の号令で規律

正しく木流し、土のう梢みが続けられた。組

長（和的二曹・杉山二曹・持安三曹•田中三

曹）は、命網をかけて堤防上を行動させてい

たが、中隊長には命綱がなく、崩壊部の突端

から下方をのぞく時など冷汗ものであった。

そこに大隊長が現場指禅に来て中隊長に厳

重な注意があり、中隊長専任の安全係が命課

され 2次災害防止に努めていた。土のう 1500

袋により堤防を補強するとともに¢ 15CmX3, 

5 m ・ 300本の杭木と河川敷から伐採した柳

・白樺・タモ等により、約 150mにわたり、

「木流し」作業を実施し流水による没蝕防止

を図り、同現場の欠壊を防止している。これ

らの作業には町職貝が照明等を担任し協力し

た。

第3中隊の19線の現場は、堤防が欠壊して

いた。ただ堤防に連接するとうきぴ畑は水位

より高く冠水は幅10m長さ 250mの地域であ

った。しかし激流により畑部がえぐられ、崩

落音i1が拡大しつつあった。第 3中隊は第 2中

隊と同様に2000袋の土のう梢み、また杭木¢

J5cmX 3.5m • 500本を関係住民の伐採搬出

した木流し作業を実施し冠水面梢の局限と本

流の農地内流下を防止した。
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本部中隊は、指揮・連絡・偵察で、また管理

中隊は給食等で、衛生隊は現場の守り神とし

て彩ながら活躍した。特に中継無線班（長佐

々木一曹）は、崇雨の下とうきぴ畑の台上で

終始確実に大隊本部と群本部及び作業現場と

の通信を確保し、指揮連絡を容易にした。大

隊のずぶ涸れ泥まみれの身命を賭した作業に

場 所 美瑛町束部及ぴ南部地区並ぴに市

街地周辺

（美瑛町字下莫別同字中宇奨別

同字上宇莫別、同美沢及ぴ市街地

周辺）

派遣部隊 第4特科群第 120特料大隊

指揮官 第 120特科大隊長

住民より深い感謝と強い信頼・貧讃を受けている。 二等陸佐 山口 正雄

派遣人員 指揮官以下 169名

8月5日災害派遣記録
第 120特科大隊 派遣車両 24両

状 況 8月4、5日の躯中索雨により美 与えられた任務

瑛町の河川が氾濫し民家の流失の恐

れあり

美瑛川築堤決壊防止及ぴ宇莫別川

理 由 美瑛川及ぴ宇淡別川の増水による

氾濫を防止するため

要請及び撤収

大隊本部

昌
庫両 小型X5 
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要硝昭和56年8月5日12時20分

撤収昭和56年 8月5日23時50分

救援活動を検討中の第 4 特科群作戦室~

車両

小型X1 

中型X2

大型X2

第 120特科大隊災害派逍（防災）編成

駐とん地司令

ー等陸佐吉崎 格

美瑛担任区部隊長

二等陸佐山口正雄

車両 車両 車両 車両 車両

小型X1 

中型Xl 

大型X2

小型X1 小型 X1 中型 X1 大型X1 
中型X1 中型X1 

大型X2 大型X2 



第120特科大隊災害派遣（防災）行動概要

予2大村地区
8.5 13.05~23.20 
無線中継班
本部中隊佐々木一咽
3名車両 1両 o-15.15 

吉田一尉
4両
800個
全長50m

9 線地区
8.5 17.20-23.20 
2中隊吉田一尉
延35名 4両
杢流し、土のう 1、500個

8.5 15.40-23.20 
120大隊山口二佐
35名 3両
（予備隊本部中隊基幹）

8.5 17.15-17.00 
1中隊（十）原一尉
延55名 6両
土のう積 l、000個
全長 70~80m 

19線地区

8.5 19.20-23.20 
3中隊（＋）安本一尉
延44名 II両

土のう積み 2,000個
木流し

第120特科大隊災害派逍（防災）行動表

時間

5日

8'" 20分
8 30 

9 30 

10 20 

10 30 

11 00 

11 33 

11 44 

4
7
2
0
2
0
2
0
3
6
0
5
2
0
3
5
1
4
 

ー

2

2

2

2

3

3

3

4

5
0
5
5
1
5
2
0
4
0
0
0
 

4

4

5

5

5

6

 

行動内容

第2種非‘常勤務態勢へ移行（駐とん地）

第2種非常勤務態勢へ移行(120大隊）

人貝、装備品等報告

第3種非常勤務態勢へ移行

偵察班出発禅備完了（下大沢2尉）

10. 40偵察測批幹部出発

大隊長命令下達

出発準備完了報告（大隊→群）

螂町役場総務課長から出勤要iiりの調

整

上記の件について群へ報告（大隊長）

逍知事（上川支庁長）から災杏派逍の要請

型台ダム補強工事に関する 120大隊長

命令下達

無線中継班出発

2中隊輿英町へ出発

無線車中継車として配骰完了

2中隊到箔配協完了 (198-298)

2中隊作業中

120大隊美瑛町へ出発（大隊長第 3係

第2係本部中隊、 1中隊、 3中隊）

大隊主力美瑛町下宇葵別到滸

大隊長、 2中隊の現場に進出

第2中隊作業中止

大隊は下宇莫別にて待機

大隊長美瑛町役場に調整出発

本部中隊、 1中隊は役場に前進待機

時間

17時15分

17 30 

18 05 

19 00 

19 00 

19 20 

2
5
3
0
4
5
1
0
1
3
4
0
4
3
4
5
2
0
2
5
4
5
0
0
2
0
2
2
5
0
3
0
3
0
 

1
9
1
9
1
9
2
1
2
0
2
0
2
0
2
1
2
2
2
2
2
2
2
3
2
3
2
3
2
3
S
E
O
O
 

行動内容

第1中隊花園町緑橋付近にて渡岸工事

に出発

第1中隊工事開始

第2中隊役場に前進待機

第3中隊役場に前進待機

第1中隊作業終了

第2中隊、第3中隊19線 (255~205)

付近の河川護岸工事出発

第1中隊役場に帰隊、待機

伊藤2尉以下3名駐とん地へ出発

大隊長，第 2中隊、第 3中隊の渡岸工

事視察

大隊長、第 3中隊工事現楊到滸

第1中隊駐とん地へ出発

大隊長第 3中隊から第 2中隊の現場へ

第1中隊駐とん地到滸

第2中隊、第3中隊作業終了予定

3中2205、2中2300

第3中隊役楊に帰隊

本中筈衛要貝出発（内1'’111'[長以下14名）

第2中隊駐とん地へ出発

本中普衛要貝耽とん）也到滸

3中馳とん地到滸

2中作業終了し役場到滸

大隊長、第 2係、第 3係、本中 2中美

瑛町役場から駐とん地へ向う

駐とん地到箔

大隊長、群長に報告
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第120特科大隊災害派逍）作業実施内容

日 時 場 所 担任部隊

第2中隊
下宇莫別

人貝 35名
(198-295) 

車両 4両

花園町緑橋
第 1中隊

本部中隊
下流左岸

人貝 55名

5日
(181~261) 

車両 6両
1320-2320 

美瑛川9線
第2中隊

(218-247) 
人貝 35名

車両 4両

第3中隊

美瑛川19線 本部中隊
(255~205) 人貝 44名

車両 11両

給水支援

1. 災害派遣の要請

作 業 内 容 作業の効果 使用資器材

壁台ダムの越流批が大きく (130

t/sec)宇莫別川が氾濫、町内 流水批が大き

は約30cmの浸水となり、引き続 く期待する効

き増水の恐れがあった為、土の 果は得られな

うにより流水方向を宇莫別川本 かった。

流へ溝こうとした。

疇川増水により堤防の欠壊が

予想され、民家JO数軒流失の恐
土のう 1,000袋

れがあったので、現有の堤防を 欠壊を防止し

補強すると共に、約 5m後方に た
杭木¢ 15cmX 

新たな堤防を約50mにわたり構
2 m 150本

築した。

美瑛川増水により 9線付近の堤

防欠壊が予想されたので土のう
欠壊を防止し

土のう 1,500袋

により堤防を補強するとともに
た

杭木等 ¢ !5cmX 

約150m"木流し、により流水の 3.5'11 300本

浸蝕を防止した。

美瑛川増水により 19線付近の堤

防が破堤し幅!Om、長さ 250m 冠水而梢の拡 土のう 2,000袋

にわたり畑が欠壊したので土の 大と本流の流 杭木等 ¢ !5cmX 

う‘'木流し、、により流水の浸蝕を 下を防止した 3.5m 500本

防止し、被害を局限した。

（）は部隊座標値

速かに大隊長に報告するとともに、可動水トレー

ラ及ぴ使用可能水缶数を掌握し、各中隊に支援準

美瑛町水道の取水施設、及ぴ平和簡易水道の消

水管が被災し、 7日8時30分断水したため、両水

道区域の緊急給水が必要となったが、町のみでは

対処困難であるため、 8月7日9時15分上川支庁

長を通じ派遣を要睛し、次に記録する支援を行い

8日16時15分に、 2日にわたる作業を終了し撒収

した。

備を命じた。大隊長は直ちに指揮官会同を催して

各中隊長に状況を説明し、誰備の促進を命じた。

8時40分連絡幹部森本二尉を美瑛町に派遣し、細

部の調整にあたらせるとともに、給水所要最の掌

握に努めた。この間、水トレーラ 2両が駐とん地

給水点から取水していたが、水の汚濁がひど〈、

車長が飲用不適と判断して 1両は排水した。

9時15分上川支庁長より災害派遣要訥があり、

4群行災命が下令され、大隊は給水活動を開始し

たが、駐とん地給水点が断水してしまった。これ

は水源地が埋没したもので駐とん地からの取水は

不可能となった。群と上富良野町役場との調整に

より、東中給水点での取水が可能となり全車が束

中給水点に直行した。しかし役場職貝よりも早く

到着したため給水点（消火栓）開閉ハンドルがな

く、隊長が付近商店より駐とん地に地話し群補給

2.出動まで

8月7日6時30分頃、美瑛町役場総務課長より

第120特科大隊当直幹部に「町水源池の取水施設

が今回の崇雨により土砂で埋没し、町内約2,800戸

が断水中である。自衛隊による給水支援を上川支

庁長に要睛する」旨の地話があった。当直幹部は
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幹部（岡田一尉）が、町からハンドルを受領して

駈けつけ取水が開始された。 1両目が満水になっ

たところで町職貝が水質検査を実施したところ、

「飲用不適」であったため排水するなどの混乱が

あった。 2両目からは合格して水トレーラ・水缶

に取水した。水トレーラ満水には 3~ 4分しか要

しないが、水缶の注水にはホースの長さ、及ぴ足

場の悪さ等の障害により 10分を要し、第 1次支援

隊が現地到箔から取水完了するまで約 1時間も要

した。

10時5分第 1次支援隊（長下大沢二尉）が、 10

時20分第2次支援隊（長松本三尉）が、水トレーラ

•水缶を満タン満缶にして美瑛町へ出発した。

3.給水活動

10時30分第 1次支援隊は美瑛町役場に到箔し、

町職貝の先尊により新星平和地区に転進した。食

後の洗いもの等で水を待望していた主婦達はバケ

ツを両手に下げて給水を受けて、約 3m'の水は40

分程で空となった。続いて10時50分第 2次支援隊

が美瑛町に到箔し、市街地の給水を開始した。各

給水地点には既に町職貝がオレンジ色のポリタン

クで給水していたが既に殆んどが空になっており、

町の広報車の広報により新たにポリ容器・ヤカン

等を被災者が持って駆けつけ長蛇の列ができた。

中には自分では運搬できないような大きなポリ

出ました。夜を徹した応急復l日が完了。 8日
15時15分蛇口を開いて通水を確認する町長と

大隊長（役場庁令i)りで）

バケツを持った子供・主婦がおり、支援隊貝の手伝

う姿が所々に見受けられ、また主婦から「これで

御飯がやっと炊けますoJ と感謝の言葉をうける

給水組もあった。約30分後には各車とも空になっ

ていた。両支援隊は取水・給水を繰り返し、丸山

町・寿町・本町・西町・錦町・中町・花園の約500 戸

に給水した。新星平和地区には 1回のみ部隊が担

当し、町との調整の結果自衛隊は市街地を担当す

ることとなった。雑貨屋ではポリパケツ等が飛ぶ

ように売られたらしい。

ごくろうさま。断水の不便さがよく

分りま～す、と給水を受ける住民。

11時30分群行災命により第 2補給水車、及び第

2 戦車大隊•第 117 特科大隊から計 5 個給水組の

配属が得られた。耽とん地自身が断水状態であり

辮 ljの配應であった。 11時55分第 2補給隊給水車

（長新堀二尉）が美瑛町に到箔し、大隊の指揮下

に入り需要の最も多い大通りに配樅。 13時25分配

属された 5個給水組をもって第 3次支援隊（長伊

藤二尉）を編成して美瑛町へ出発、 13時54分到箔

して、旭町、南町・栄町に配附。 11時30分～13時の

間は昼食のため最も需要の多い時間帯であり、支

援隊貝が昼食をとったのは14時以降であった。

15時17分より第 1.第2次支援隊は 3回目の取水

のための東中給水点を往復し町民の夕食の準備に

間に合うよう各車満タン満缶にして備えた。 15時

20分大隊長は現場視察して町役場で一戸当りの給

水批について協定するとともに、水道設備の回復

の見通し等について承知した。群長が15時30分頃
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支援現場を視察し、町民及ぴ支援隊員を激励した

が16時までに39m'を給水している。 17時以降は美

瑛町と旭川市の調整により、給水点は美瑛町白金

及ぴ旭川市東神楽浄水場の 2カ所となった。この

ため往復の所要時間が約10分程短縮されることに

なった。共稼ぎ家庭及ぴ早朝からの労働者等の便

宜を考應して21時頃まで給水活動を実施している。

また翌早朝の給水のため、取水して満タン滴缶で

駐とん地に婦隊しているが、全車（最終車は無線

中継車）が帰隊したのは23時30分である。 7日総

給水倣は約70t、給水戸数は約 1,750戸であった。

明けて 8日、支援隊は 5時25分駐とん地を出発、

5時48分美瑛町役楊に到落して町役場専任車付の

先導で市街地にくまなく配骰され、給水を開始し

た。 7時42分大隊長が視察し、需要に波があり、

給水の効率化のため、定時給水等について支援隊

を指溝した。 7時45分～ 9時50分第 2回目の給水

のため白金、及ぴ束神楽給水点にて取水を実施し

て、全車昼食時に一斉に給水し得るよう役場前に

第120特科大隊災害派逍（給水）編成表

待機した。 11時35分第 1回目の配骰位骰と同じく

配附を完了して給水を開始した。この頃から各家

庭とも所要水批を確保したらしく、各車とも空に

なるまでの時間が長くなった。 13時32分全車役場

前に集結し待機する。

15時、町の水道配水池より送水され、役場全職

貝ならぴに支援全隊貝が見守るなかに、役場正門

入口の水道の蛇口を町長と大隊長がひねると、最

初空気音がしてその後勢いよ（通水し、ここに給

水支援任務は終了した。支援隊は役場前広場に整

列し、大隊長は今次災害のお見舞と支援任務終了

を町長に報告され、次いで町長は水害とともに 3

日間にわたる支援に対し感謝のことばを申し上げ

15時30分、役場全職貝及び町有志の見送るなかを

支援隊は美瑛町を出発した。 15時55分全車駐とん

地に異常なく帰隊、 16時15分群行災命（撤収）に

より 2日間にわたる給水支援は無事終了した。 2

日間を通じて総給水批は、 124m’、給水戸数は延

べ 3,250戸であった。

駐とん地司令

ー等陸佐吉崎格

美瑛担任部隊長

二等陸佐 山口正雄

6
 

2
 

2
 

2
 

喜
翫

缶ニ
第2師団

補給隊水タンク車

120大隊
4個組

104大隊
3個組

群本部中隊
1個組

117大隊
3個組

戦車大隊
2個組
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8月 7、8日災害派遣記録 美瑛町市街地及び市街地周辺

策 120特科大隊

状 況 8月4日5日の集中索雨により美瑛

町上水道施設（水源池取水施設）に

場所

派遣部隊 第 4特科群（群本部中隊 第 104特

科大隊第 117特科大隊第 120特

科大隊）

土砂が流入し取水不能となり断水 第 2戦車大隊旭川第 2師団補給隊

理 由 断水による市街地及ぴ市街地周辺の 指揮官 第 120特科大隊長

給水活動 二等陸佐山口正雄

要請及ぴ撤収

要硝昭和56年8月7日9時15分

撒収昭和56年8月8日16時15分

給水支援人貝・車両・装備品等

区＼分 大第 120特科隊

幹 部 4 

人 陸 曹 16 

貝 陸 士 10 

計• 30 

小 型 4 

! |i. 中 判土 I 

大 判」 4 
両
計 ， 

坪サで・ 水トレーラー 3 (＋散水車）

水 缶 159 

給水所要見梢及び給水実紹

1.給水所要見梢

給水対象戸数

給水分担
自 衛 隊

美 瑛 町

必要給水所要批

必要人貝

車 両

中4群本部隊 第大 104特科隊

1 6 

1 3 

2 ， 

1 3 

1 3 

1 3 

11 53 

2,800戸

1,960戸 70%

740戸 30%

1,960戸X40e =78m' 
64名

小型X6 中型X2

派遣人員 指揮官以下 128名 (64X2日）

派遣車両 27両

与えられた任務 給水支援

大第117特科隊 大第2戦車隊 第2補給隊 合 計

I 1 1 7 

4 6 I 34 

6 3 23 

11 10 2 64 

I 5 

I 

3 2 1 14 

4 2 I 20 

3 2 13 

61 87 371 

大型Xl4

自衛隊 水トレーラー (1m') Xl2=12m' 
計 26m'

散水車 X l = 3m' 
能 力

水タンク車 X l = 4m' 

水 缶 X3.71=7m' 
26m'X 3回＝78m'

2.給水実紹

7 日 8 日 計

自衛隊
給水対象戸数 1,750戸 1,350戸 3,100戸

給水批 70m' 54m' 124m' 

美瑛町
給水対象戸数 550戸 370戸 924戸

給水批 22m' 14.Sm' 36.Sm' 

計
給水対象戸数 2,300戸 1,720戸 4,020戸

給 水 批 92m' 68.8m' 160.Sm' 
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通水確認後整列して支援任務完了を報告。
町長から感謝のことばが述ぺられ、町全職
員から慰労する惜みない拍手が送られた。

(8 815時20分、庁含ji/jで）

給水支援時程表

時刻

7日

6時30分

7 00 

8 40 

9 15 

内 容

0

0

5

 

2

5

0

 

9

9

0

 

0

0
ー

10 20 

3
0
5
0
3
0
5
5
5
0
 

0

0
ー

1

2

5

4

 

2

5

 

3

3

 

7

8

 

2

5

 

5

5

 

0
0
1
0
1
5
2
0
5
3
5
3
5
9
 

1
6
1
7
1
8
1
8
2
1
2
2
2
2
 

美瑛町より断水状況通報

大隊は給水支援準備を開始

連絡幹部（森本二尉）を美瑛町に派逍

道知事（上川支庁長）より災筈派逍要請

4群行災命下令駐とん地断水

水トレーラ束中給水点にて取水を開始

無線中継車美瑛へ出発

無線中継局1itJ設
第1次支援隊美瑛町へ出発

（水トレーラX4 散水車Xl) 

第2次支援隊美瑛町へ出発

（水トレーラ X3) 

第1次支援隊給水開始（新星平和地区）

第2次支援隊 ,, （市街地）

4群行災命により第2ネili給隊給水車(4

m') 2次大隊 1、レーラが配属

第2補給隊給水車 (4m'）美瑛町到滸

指揮下に入る。

美瑛町市街地約 500戸給水(12.30現在）

第3次支援隊美瑛町へ出発

（水トレーラ X5) 

,, 給水開始（市街地）

大隊長駐とん地出発 美瑛町へ

大隊長美瑛町役場到済、調整及ぴ現場

視察

総給水批39m'(16:00現在）

白金給水点からの取水開始

東神楽給水点からの取水開始

大隊長美瑛町出発焔隊

第1次支援隊給水終了美瑛町出発、帰隊

第2次支援隊 ,, ,, 

第3次支援隊 ,, ,, 

時刻 内 ゞ

rサ

23貼30分

23 40 

8日

5 10 

5 25 

8

2

2

5

0

0

 

4
ー

4

4

0

ー

5

7

7

7

8

8

 

1
5
2
2
3
4
5
0
3
5
3
2
0
0
 

9

9

9

9

ー

3

5

5

5

5

5

 

|

2

5

_

 

5

5

5

6

 

支援車両全車駐とん地到滸

無線中継車駐とん地到苅

7日の総給水批70m',戸数 1,750戸

無線中継車 美瑛町へ先行

本隊駐とん地出発（水トレーラ＞＜12、

散水車Xl) 

本隊美瑛町到滸 給水開始

大隊長耽とん地出発、美瑛町へ

II 美瑛町到滸現場指揮

第 1次支援白金給水点にて取水開始

第2次支援隊 II 、 II 

第3次支援隊東神楽給水点にて取水liil

始

第1次支援隊取水完了 美瑛町到苅

第2次支援隊 II II 

第 3次支援隊 II II 

全車取水完了 役場前に待機

全車一斉に 2回目の給水開始

全車給水完了

水源池不良箇所排除完了 水道通水成

功

支援終了報告、美瑛町長より謝辞

町民、職貝の見送りのなか美瑛町出発

全車両駐とん地到済

第 2補編隊給水車、旭川駐とん地に到

滸

道知事（上川支庁長）から撒収要諮

任務終了

総給水iil
給水戸数

使用車両

124m' 

3,100戸

23両（小型X7

2 大型Xl4)

中型X
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被吉一二の恥兄と刈）心永

1. 被 害 報 告

災古発生と同時に関係住民・行政区長•その他

からの情報と雨址等をもとにして、牒作被塞につ

いては、直ちに町と関係機関によりII班を編成し、

他の被せ；と合せて地区鉦に調森を行った。

また農地、牒業施設及び土木施設等の被沓は、

5日6日の19hi日町関係課が現地調査を実施した。

これをもとに上川よ庁に速報を行うとともに、

被轡の程度が判明次第、電話等で遂次追加訂正を

し、さらに行政区長会談を開催し被沓状況の報仏•

を求め、現地再調査を行い、各団体、行政機関の連

絡協議を進めながら中間報告を行い、最終的には

8月29日II時現在で、次表のとおり被害状況を取

掘め道に報告した。

被占状況：ili;'i(i紺終）

災'，.,::の IJ;(IEI 8月4日． 5日梨中栄i91,i 災：，仔発生日時 8
 
月 日 時 分

災ヽ占発＇上場 1i)| 芙瑛町
ーi 
I1 j 

報告の時限 8
 
月 29日11時現在 発受 i註日時 月 日 時 分

発信機関 美 瑛 町 役 楊 受信機関

発

項

タじ

信 者 受 紺 者

目 件 数 被出：金額 (f•I り）

者

J
 

↓
.
 

a

-,1 
、

,J,＇
ノ .‘
 
1
 

明

爪
•L“ 
i
 

氏

性

年

原

．

．

．

．

 

1

2

3

4

 

名

別

齢

困

非

住

家

被

害

瑣 目 /!I 数 礼と祖；：くu:¥¥/i(HIJ

全 壊

L
1
 
斗 壊

．．．．
 

＂ 
又
L
ム
花 偏

農

業

被

塞

股 地
,,!・ 

棟 数

全 壊 世
,99 9: 
9 1 9 数

牒作物

人 具 河 Ill 132 1,190,000 

棟 数
土

半 壊 世
、999:,,, 数

人 li 
木

被

道

工

事
道 路 3

 
100,000 

橋 梁

小 ,l-1・ 135 1,290,000 

破

,
 

Hり

北
＂

棟 数

世
,999: 
r1 9 数

人 且
占
L
'
i
 

市
町
村
エ
ボ

ii,J Ill 34 463,181 

追 路 73 370,614 

橋 梁 10 76,454 

コヽ月 上 棟 数 15 
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世僻数 15 
没水

人 ll 48 

棟 数 30 
床下
世帯数 30 

没水
人 貝 114 

棟 数 45 

計・ 世僻数 45 

人 員 162 

二
土木披也

土 木

河 Ill 34件 463,181千円

道 路 54 258,114 

橋 梁 3 454 

計”、”/
‘、
I、/‘/、ぐ、、ヽぐ9、1 /‘ベ~~、、/、ヽ 721,‘‘7‘4‘9 / / 

＼ 区分
そ の 他

水 迎

／此業用被甚 件 千1月

衛生施設被也 1 10,000 

山林被忠

計
/ ＜、

10,000 ヽヽ //、1.

土木被也報告（市町村工事の部）

旅坦！
工種 iii町村 大字 河川路線名

No 

1 芙瑛町 明治
（前川地先）

゜ 宇淡別明治線
トー

（九線橋地先）

計 252 2,200,249 
10,000 

畠誓
沈没

漁
流失

船
4,000 破 /Jl

牒業用被甚 20 463,433 
そ
衛生施設被忠 5 30,000 

の
14,000 山林被甚 I 1,500 

他 、/

計 3,261,477 

（市町村工事） の内訳

牒業土木 都市計画

件 T-l9] 件 T・Pl 

12 108,500 7 4,000 

7 76,000 

19 184,500 7 4.9000 ‘’ 

(/) 内 訳

牒業：l: 木 殷 林

20件 463,433-T• Pl 件

4 20,000 
ヽ

1 1,500 

、 24 483,433 1 l 1,500 

米牒作物被曲の内訳は1裳林業被苫と対応策の項に掲載した。

※山林披杏は治山施設被也の瑣に掲載した。

T・円

凡例 。~・・逍路 x..• 河川△・・・橋梁

工法概要及ぴ披古喩iifl'国内訳 被古報告額 摘 要

L=120m W=5.5m 
r• Pl 
15,000 

L =55m W =5.5m V =3.000m' 
2 

゜
,, 朗根内

朗根内上俵其iii線 （全応急）
10,000 -3 X 

＂ 謀山
（稲川地先）

宇菜別川
L =300m 蛇忍護／.;,（左1}!） 75,000 

4 X ＂ 
,, （盛地先）
,, L =220m ,, （両料） 45,000 

5 X ＂ ;tt杵牛
（協英橋上流地先） L =300m 

45,000 
;i9i杵牛川 述結プロック A=3,000m' 

6 0 ＂ 中本
（大曲地先） L-100111 

20,000 
美瑛阿満線 柏プロック A=300m' 
（土井地先） L = 140m 

7 

゜ ＂ 
,, 

99 A =420m' 
30,000 

” 
8 夕 ij乏

（谷民地先） L=23m W=5.5m 
3,000 

゜ ＂ 美瑛五稜線 （全応危、）

， X 
＂ 
,, （太田地先） L=71m 

14,000 
夕 il↓ JII 梢プロック A=210IIl'（iifiilit)

10 
（東地先） L =600m 

96,000 X 
＂ 
,, 

A= 1,800m'(11) " ” 
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和 111工．I,t| 9|i町村 I*＇t: I 河川路線名
N99~ 

11 

工法概要及ぴ被9,1渾i!/i鈴内訳 被•:t報告額 I 摘 要

ーり

X I災瑛町 I文 lll | 
（岩田地先）

災 Ill 川

（水口地先）
X ,, ＂ ,, 

L~l20m 

梢プロック A ~ 360m'(i,hj 1ド）

L~lOOm 
連結プロック A~1,000m'(,,) 

T・l'l 
25,000 

8,000 

13 I o 

14 I o 

,, 

" 

91, 45 | 
（江花地先）

芙瑛阿満線

（中本橋(I)i也先）

＂ ＂ 

L-115m 

依プロック A-345m' 

L~90m 
,, A ~270m' 

23,000 

18,000 

15 | 0 ＂ ＂ 
（英瑛JljKP芯地先） I L-167m 

" I " A-5D0m' 
35,000 

16 I o ＂ 
,, （芙瑛川 Kp％地先） I L-210m 

" I " A-630m' 
50,000 

7r' 
ー X 

＂ 
俵J',:Ai| 

（稲辺地先）

俵）＇i布）l|上流（その I)
L-75m 

述結プロック A~600m' 
8,000 

18 

19 

X 

X 

＂ 

＂ 

”
 藤 Ill

II 

＂ 下流（その 2I 
（入江地先）

藤山川

20 X ,, 邸界1°1
（佐藤地先）

必馬牛中の沢川

L ~ lOOm 

" A ~800m' 
11,000 

27,000 

15,000 

21 

22 X゚ " 

＂ 
ルペ

シペ

23 

26 

X 
＂ 

俵）＇（．布

24 

゜
,, 
r
 

／
し9

.
 

,~ 

25 X 

X 

＂ 

＂ 

iti杵牛

,, 

（下J111也先）

新栄新星線

（西出地先）

ルペシベ三線JII

（畑野地先）

俵l'iイlilll 

（両泉橋地先）

白金災瑛線

（餌取、砲台橋地先）

ii','./-,1: 21 : ｝ 1 | 

（桑尾地先）

＂ 

L ~ 180m 

禎プロック A~540m' 

〔I!.］転属C~8,321T-P1 56災 1次第
:m号 L~76mli'iプロック A=l85m'〕
L = l3i m (li:Ii!） ！liプロック A=325m’ 
Caa7bm W~5.5m (7.0) m 

（内応急．）

L-233m 

梢プロック A-050m'

L-78m 

梢プロック A-JZom•

L-9Dm 

法ihi:r.（,；I,芝エ） A ＝200m’ 
L-160m 

述粘プロック A-OGOm'

9,000 

L=300m 

" A-1 800m' 

9,000 

33,000 

11,000 

9,600 

18,000 

27 

28 

X 

X 

＂ 

＂ 

旭

又 Iiil

L=130999 
柏プロック A=330m• 

14,300 

2,000 

29 

30 
゜
゜

99 

＂ 

1レペ

（石井地先）

ボン）1!!111

(I号橋地先）

オマン Ill
（横山地先）

31 

゜ ＂ 

シ ペI知！坪ルペシペ線
みどり

（滝沢地先）

みどり線

新区．Iill i 1 
（嵯城地先）

新区19hi下’j・漢別線

邸坪I（竹内地先）
新栄新兄線

（周束地先）

L-2om 

" A -3Dm' 
L-I3m W-4.0 I 5.0) m 

法ihiエ（段柿に1,..) A =170m’ 

L -20m W-5.0 I 6.0) m 

フトン泡A= 15m＇ 法面：r．A= 100m’ 
L-9Dm、歩道w-2.5m

法l（1仁l：（段栂IX.) A-C10m' 

3,000 

2,000 

4,500 

32 

゜
L =30m 

フトン泡A-23m' 
3,000 

33 

゜ ＂ ＂ 99 

L-20m 
99 A =15m? 

2,000 

34 I o 
”
 

,, （佐藤地先）

＂ 

L-50m 
99 A =32m: 

5,000 

径
34ヵ所 Io道路17ヵiiJt241,5(）0fIII 

Xi#IIl1 17ヵ所 456,900 " 
69s,4oo I 

国ult負担
91I睛予定

X I災瑛町 i町ー1:’J 17ヵ所 IiuI III J:·’Ii~ 6,281 

゜
町ー1り 37ヵ所 I追路Jこ9li・ 16,614 

△ ＂ 
,, 454 

5::喜□
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ミ 牒地農業施設被轡報告内訳

伎 災 補 助 分 単 独 分
区

緊、な実施分｛対決） 年内尖抱分 翡1年以砕分災芯ヵ所及び数絨 t復 lfll
頷 緊ヵ事所放金（専決額） 

年内実飽分 Iり1年以降分
分 ヵ面数 令 孤

ヵ所数 金 額ヵ所数 金 額ヵ所数 金
額 力9所数 金

金 額 ヵ所数金額 ヵ所数金 額

藤9t第1地区右[9222.5卜11，}ド165791 16,878 I 16,878 l l 6, 878 

藉肝第2地区打岸139.0M加；136OM 5,347 I 5,347 I 5,347 

藤計第3地区右1;i416.1M左痒416.lM 24,908 I 24,908 I 24,908 

用拓殖地区舅99及排水L=14.75 1,500 I !,500 l 1,500 

旭1地区 II (｛il切 L""i2 800 I 800 l 800 

北斗第 1地区排水路L=25 5,000 l 5,000 l 5,000 

排北斗第2地区 ，, L=25 5,000 1 5,000 l 5,000 

北斗•第 3 地区 " L=60 12,000 l 12,000 l 12、000

北斗第4地区 ，， L=70 14,000 I 14,000 I 14,000 

水 1t斗•第 5 地区 ，， L=60 10,000 l I O,000 I 10,000 

北斗•第 6 地区 ，， L=60 1 0, 0 00 1 !0,000 l 10,000 

北斗第7地区 ，， La250 30,000 I 30,000 l 30,000 

路西芙第 1地区 " L=60 12,000 I 12,000 l 12,000 

西美第2地区 ，， L＝60 12,000 I 12,000 l !2,000 

西芙第3地区 ，， L=60 12,000 I 12,000 l 12,000 

夕板旭区，， L＝220 18,000 I 18,000 l 18,000 

旭第 6地区，， L=60 7,000 I )，000 I 7,000 

小
ち / 9 炉

:/ “-なVな＜/ 1／3ぶ/: う 三 、夜I :‘" □ 浸ヽ 炉-ペツ'・’“' マヽ9；/くく‘/ヽ‘ ‘ :/ ＞1/、/‘/ / ,/ 0”、OO / < 匁/オキキ 1地区1播地先・道路工La200説失 10,000 I !O,000 10,000 

オキキ 2地区（j¥尾地先）逍路工L=50沈液 5,000 l s, 0 0 0 5,000 

道 オキキ3地区（餌取地先）道路工Lc50説失 5,000 l 5,000 l 5,000 

オキキ 4 地区（伊藤地先）道路工 L~60浚失 6,000 l 6,000 l 6,000 

オキキ 5地区（坂Ill旭先）道路工L=80淀失 8,000 l 8,000 I 8,000 

北瑛3地区（吉本地先）道路L=300M 4,500 I 4,500 I 4,500 

美瑛原野第2地区路月崩壊4ヵ所L=SO !0,000 I 10,000 I 10,000 

明沼地区路月崩壊2ヵ所L=20 5,000 l 5,000 I 5,000 

路 災瑛地区路月崩壊lヵ所L=30 !2,000 l 12,000 I 12,000 

ルペレペ 3 地区（横山地先）道路工 L~30
12,000 I 

法面崩壊祁Om'Vトラ7600型L=l4
12,000 l 12,000 



区

分
災害ヵ所及び数位

助分

:::「:（専決；1:所：1：庭:I：所：［； 砕:1カ所数1令
乳 独分

禎ビニ:I：iif：¥力二『：分額＼；；1しj：分額
ルペレペ4地区（佐藤地先）道路工L=7
道1
法面崩壊

芙開地区（利用促進ボ業）逍路L=30

按 災1 籍

（復旧）
額力所数 金 額

金

3,000 I 3,000 

18,000 l 2s,oool 

路
29．鴎

下梧芙農逍僑（寺島地先JL=12IV=4.0 

オキキll|I{，l1号橋（硲橋地先)L=12 IV=4.0 
橋I
ォ々 キIIII’9]2号橋（下司地先)L=12IV=4.0 

オキキJIiii，)3号橋（i[取地先)L=ll IV=4.0 

オキキ）11,,，j4号橋I " IL= 1 W=4.0 

オキキLLL向協英橋（培井地先)L=12W=4.0 

梁I芙沢lll向農道橋(rn姐地先IL=8 ¥I’=40 

13,000 l 13,000 

12.000 l 1 2, 000 

I0,000 I 10,000 (I) 1,884 

11,000 l 11,000 

8,000 l 8,000 

i 2,000 

10,000 

3,000 

28,000 

ヘヽ /‘く/‘// ‘ '/ / ‘ / ‘ 1/ / 9 , 000 , 

3、0001 I 
12,000 

8, ! 16 

I!,000 

8,000 

12,000 

10,000 

11,000 

10,000 

11,000 
/‘ 

4,000 

4、OOO

仝
一
仝

4
5
 



2.被害の概況と対応策

被害は全町的でそのすべてを詳述することはで

きないが、特に被塞の激しかつた箇所を、地元住

民が行った対策、作業等を中心に記録する。

46 

111市街地

8月4日17時10分幸町4丁目の道路IIIIlii/1、用

水路の溢水がはじまり、ごみ、流木を除去し、

土地改良区が取水樋門を11-Jじた。 16時15分に扇

町小野地先畑の没水がはじまり、 2号幹線都市

下水路の両り負業者が出動した。

8月5日5時］0分扇町小野地先の没水が増加

東町公堂住宅地浸水による排水掘さく作業
I 5 H 8時、現地）

して消防署と土地改良区で、原野頭首工のゲー

ト拗げ その他の処附を行った。

また錦町杉山地先、東町公住地先の取付逍横

断エが目詰りし、没水の恐れあり大LI径秤に伏

設替えを行い、東町 5号線中村地先のごみ、流

木除去と法止工を実施したはか、市内の低地僻

で3戸程度の1未下没水があり、この処附を行っ

たが、市街地主要部においては大きな被甚はな

かった。これは市街地の都市下水路整備の効果

が発揮されたものと思われる。市街地で最も被

害の大きかったのは、扇町より大町迄の附杵牛

川と、花園 5丁目から同 4丁目の美瑛川沿いで

ある。

扇町小野地先は、工事中の樋門でii'杵牛川の

増水著しいため内水が排除されす冠水激しく、

11時42分に家財を2階に移し、下流北町植松地先

に内水が流下し、同宅も床上没水となり 13時15

分避難命令を出して、小野家は町民センターに

一時迎難したが、夜は自宅2階で過したようで

ある。植松家は近くの糾戚に避難した。下流大

町の中橋家も床下没水となり砂利盛等で流れを

止めた。

冠水は 6日より減りはじめ 7日朝には引いた終

花栂14丁目 1番線花園橋上・下流に没水し、近

くの住宅が危検で、 17時30分頃より町職貝、自

衛隊・業者・地）じ住民で土のう梢みを 120mにわ

たり実施、 19時30分に完了、没水をくい止めたg

化1点15丁1,1、災瑛川左船は、化l;il従堤のエ）JI

中で、藤原行政区長が6時に河川を見廻ると、

増水I^~l:I でみるうちに水かさが増すので、近くの

訊i負業者に通報した。 7時30分より重機で土盛

りをしたが増水で効果な〈中止した。正午過ぎ

町職貝も現場に米たので応急対策を要硝した。

町と協議して、とりあえす木流しの材料は民

地より町内住民約20名で伐採搬出した。 Itilもな

く数業者の人夫が30名程度妍員され、自衛隊、

消防団も現場に到）,';して本格作業がはじまったc

緑橋下流約 200mに土のうを梢み、前面に木

流しを行い、三枯枠30j店を設附した。

夕食は町で炊出し90食分で不足したようで、

土のう約 1,300袋その他多数の賽材を使い19時

頃完了した。この頃より減水しはじめ最高は16

時30分頃で河岸近くの渡部家の風呂等一部が床

上没水したほかは大きな被署はなかつた。

見物人・見舞等の車で橋の前後か交通渋滞と

なり、その照理に苦労した。その後築堤工事は

11月に完成し今後の岱いはな〈なった。

(2) 美瑛川

|）旭地区

5日6時30分大雨が続いたため、中村行政



美瑛川の洪水で 4.6haの畑が流失された旭第 6
中地先。年間の収穫は早穫りの芋 0.6厖と高台
(1)0.7油のみだった。 18月6H'fJ・）

区長代理（入院中の行政区長は、状況を見る

ためタクシーで一時帰宅した）が状況を見た

ところ、各所の増水が激しいので、ただちに

消防団第 3分団長と区役貝に連絡をとり幹部

が集合し、区域を一巡した。この時旭第6中宅

には林道入口から既に 1m以上の水深で本流

化して孤立し行けなかった。第 6の寺林地先

畑は 1ha流失・後藤地先田 1ha冠水，田代地

先が没水しそうであった。

事態が急なので11時町へ連絡し重機と土の

うの現地搬送を要；；,'iした。

13時30分に消防団貝22名・ 14時に区内住民

を招集して、美瑛川他の対策にあたったが信

岡，田代地先に約20名で土のう 100袋を利tん

だが、ますます増水し処附の仕様なく切り上

げた。旭第 6古川地先より、 14時頃美瑛川か

ら投水して、同川と道の間か冠水し、岩根謙

三宅が床下没水、地区と団貝13名で家財を移

し替えたが、かろうじて床上没水を免れた。

おなじころ高林地先田畑に本流が分れて流

入し約 1.7haが流された。また中地先は狐立

のままで方法がなく、龍話で連絡をとりあっ

たが、ぎりぎりで床上没水に至らす約 4.6ha

の畑が流失され、収穫皆無で予定した秋大根

の蒔付もできず、わすかに昂桃りの馬鈴啓0.

6 haと邸台の惑 0.7haのみの年収穫で、最も

被専が大きかった。

16時に至り遂次減水し翌日 6日に冠水地の

跡始末を約20名で行った。

2) 美沢地区

美瑛川 9線左岸は、藤野鴻上氏が自宅より

望見していたところ正午過ぎより欠壊がひど

く、 16時頃町に虚話通報し、 17時頃町が現地

を調べたときは、天端が欠けはじめていた。

ここが破堤すると、原田家、白土工場・美

沢橋工事宿舎等が危険となるため、自衛隊、

消防署貝の出動を求め応急措附を実施したが、

この状況は、別瑣で記述したので省略する。

iili記I見1連者20名程度が、町民センターに避難

して一夜を明かした。

美沢19線左岸が最も危険であった。 20線地

先の欠壊も激しかったが、後背地の丸Illか高く

破堤しても流水の没入がないと判断し19線の

対策に．集中した。大正3年の水杏、大正15年

の十勝岳爆発のときも、ここから洪水となり

小学校より美沢橋迄一挙に没水する低地であ

る。

破堤力所で浸水防止の土のうを積む住民・開

発局・自衛隊ら（及瑛Ill・災il(l9線"]村地'A.I

美沢16線！！；l，4＜氏は、大雨が続き河の方向で

石の流れるようなごろごろと異様な音が1訃lえ

るため、ジープで日の出栃に行き美瑛川を見

ると、河幅が晋通の4倍もあり、みるみる培

水するため20線の用水1'りをみるため築堤をジ

ープで逆のはうたe
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19線の堤防は3分の 1ほど欠けて、水面は田

村地先畑の高さと同じくらいであった。ジ一

プを傾けやっと通り20線に近づくと河一杯が

水で滝のように押し寄せ、洪水を車ごとかぶ

ると、駕いてバックで退避し、 19線より道道を

回り20線の床止めのある美瑛川に廻った。

見ると河幅が3分の 1となり床止工のすぐ

下に流木が生木で3-4本重なり、河幅一杯と

なり 20線左岸付の流木堆が3分の 1程流れて

深く洗堀され、そこが激流となっていた。こ

の間20分ぐらいの出来事で先の大水が嘘のよ

うである。これは床止下流に流木が梢み璽な

り、水かさが増したが、 3分の］が流れ急にタ

ムアップが減じたものらしい。急ぎ）僻り 15時

頃町と関係者に連絡した。 15時30分頃美型橋

では水が河中一杯で堤防の天端迄水跡があり、

約 0.5m下っていたが、水面が外カープに盛

り上り乍ら水面が傾斜して流下する激流に、

水の作用の不思識さを感じたそうだ。

一番出水の多かったのは、 14時から15時ぐ

らいのようだ。

両区長より部落全貝の集合命令が出され、

18線現場に、約100名トラック］0台程度が出動

したのは16時頃である。その後町職貝の指示

により、美沢）Ii向で土のう作り、美沢16線で木

流材の伐採運搬を行い、地元労力では間に合

わないため自衛隊を要請し、そのうち自衛隊

旭川開発建設部職貝も到箔し、危険をおかし

て木流し、土のう梢み等を実施した。幸い作

業が一段落したころ若しく滅水がはじまり、

11時30分保安要貝を残して解散し、各人は自

宅又は会館待機にした。夕食は握りめし夜食

はパンが町から給食された。このほか美沢会

館で同婦人部］0名による炊出しを受けた。作

業の状況は他項に記述したので省略するか、

賽材は土のう 3,000袋立木 500本、開発でプ

ロック50箇、その他多数が使用された。

保安要貝 5名は、 6日5時まで警戒にあた

り開発建設部作業貝が現場に到落したので撤

収した。町より避難命令が出て、美聖小学校

に避難したが、現場ではこれを知らず、作業

途中で箔替えに帰り、施錠してあるため窓を

破って自宅に入り、後で家族から大目玉を喰

った者もいた。

(3) 辺別川

l)旭地区

中村区長代理は見廻りの結果、旭頭首工の

危険が予想されたので、小路氏に連絡した。

西神楽土地改良区役貝 3名は現地へ行き替

戒にあたったが、禅水路が欠壊の危険が生じ

14時総代6名を招集し、住民20名・消防団5名

の応援を得て、 16時までに土のう約 200袋を

梢んだ。このことについては別項で記載した

ので省略する。

旭第4背島地先が最も危険であった。ここ

から昭和22年と23年にも洪水となり、旭小学

校・旭中学校から旭中央石崎地先より辺別川

に戻る、大面梢が冠水したところである。

地先の背島氏が5日昼頃河を見ると増水中

で、流れが普通と変って堤防に向かっていた。

15時から16時にかけて、高水敷が欠壊しは

じめた。 22時頃築堤の欠壊がはじまったので、

隣の部落会長に連絡をとった。水位は高水敷

がかくれていた。

行政区長代理・消防団らは美瑛川・旭頭首

工等の対策、町との連絡・警戒にあたってい

たが、昼20食・タ70食の炊出しで腹ごしらえ

をして夕刻、消防団と役貝は消防番夜待機、

一般住民はいったん婦り自宅待機していた。

22時荒川部落会長より、青島地先欠壊の通報

あり全貝出動する。この時旭第4の旧道で山



崩れがあり旭川が埋塞したが、この処附は後回

しにして町に資材、重機類を要睛した。刻々

増水し欠壊が進むので0時全戸動員し、 6日

1時に約90名が集結した。

一方町本部では、地元よりの通報により技

術職貝を派遣した。現場に到落したのは17時

頃で堤防法足半分が欠けていた。状況を本部

に報告するとともに機械等の手配を連絡する。

町よりユンボが来たので近くのポプラの大木

を倒して運搬木流しをしたところ、効拒が大

きかった。

6日1時には地元住民も出動、午後から美

瑛川などの対応にあたり大変であった。

この頃は築堤の半分が欠壊して、ハンドレ

ベルで水位を測ると堤内の田面より河の水面

が1m以上高く、破堤すると下流全城が水没

し人命にも危険があるので、本部に連絡して

3カ所を指定し 0時40分避難命令を出した。

旭第 1金平地先河川敷、旭第 7元石井地先

より柳を伐採運搬し木流しを実施したが、破

堤した場合に堤内没水を阻止するためプロッ

クを梢むことにした。 2時地元トラックで共

和コンクリートよりプロックを運搬し、欠壊

箇所の堤内排水内側に、河の水位と同じ高さ

約lm延長25mにわたり梢み上げ、町トラッ

クで運んだ砂利で土のうを作りさらに補強し

た。

破堤が始まった旭第4青島地先で木流し作業を進める地

域住民 (8月6日写）

5時頃築堤は天端が欠け法のみとなったが

幸い小雨となり、水批も多少減ったので作業

を打切り、後は旭行政区役貝と消防団4人で

替戒にあたった。他にも被災はあったが手は

廻らず見廻り警戒を行った。

6日朝町本部は交替して職貝を派逍し、辺

別川下宇莫別鉄道橋下流、旭青島地先、旭小

学校裏を見廻り、業者とプルによる締切と木

流しを指示した。

旭行政区では 6日8時より区と部落会役貝

12名が木流し用柳を伐採運搬して、町より派

逍された業者に渡した。続いて消防団ととも

に交替で見廻りし 7日朝、業者が来たので団

貝は解散し幹部は14時まで見廻りした。区長

代理、青島分団長、平田副分長の 3名は 2日

間不眠の作業であった。

6日正午に河川事務所課長と現場で会い、

中村区長代理は、町職貝とともに早期復旧を

要望し被災写其を渡した。

業者に指示した応急作業は 7日午前までか

かり、午後から河川事務所により災忠測批が

行われた。 8日に再度事務所課長と会い陳惜

した。

旭川市側の）i!l岡橋の上・下流も本町で応急

措置を行った。

6日は町より炊出しもあったが、旭でも朝

50食、昼 100食程度炊出しを行った。

避難命令解除は 8時でそれぞれ焔宅した。
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2) 朗根内地区

5日8時俵其布友田氏から 8線大渕地先が

欠壊中だと白川区長に地話があった。

早速車で俵其布側からみると低水敷法が欠

け、築堤は健在であった。このとき九線橋は

橋脚工事の矢板が折れIlllり栂台側の新1．いプ

ロック；ji/i岸がぶら下り欠けはじめていた。エ

事の矢板が影籾して本流が二つに分かれ朗根

内側に激しくぷつかっていた。

10時各部落会長に堀話連絡して13時全貝大

渕地先に集合した。消防団貝も同時に出動し

た。一部を河川の見廻りと晋戒にあたらせた。

13時30分九線栃が危いというので見ると、

プロックは流失してしまい橋台の矢板はもって

いたが、栃の下流 100mの築堤法が半分かけ

朝の倍くらいの水かさで高水敷より 0.3mぐ

らい高かった。

俵其布15線に役場職貝が米ていたので直接

連絡して、）し線稿現場で協議し木流しを行う

ことにした。

柳は地元で採取して堤防上に梢み、鉄線・

杭等の沢材を町に要，；l'i。この頃(15時30分）激

しく橋下流の仮堤（橋台工事中）が50％ぐら

い欠け、近寄ることかできない状態となり、番

線、抗等が届いたが、堆柏してあった粗染柳

は流失し、木流しはできなかった。

17時町本部にダンプ・プルドーザーを至急

要請し築堤内に盛土を行い没水を防止するこ

とにする。現場にあった佐藤林業の小型プル

を使用するも効果なく、町のダンプが3台到

滸したので、九線橋架換業者の現場にあった

ュンボと市街地よりユンポが湘いたので、堤

内河川敷より土取りしダンプで運搬盛土に17

時30分頃より消手した。

間もなくプル 2台、ショベル 1台も到滸し

たので、 3台で堤内を堀り築堤に腹付盛土を

〔俵真布九線橋〕左から上流右岸の被災・流
失した朗根内側の取付道路・下流右岸の被災

開始した。 19時頃下流築堤が破堤する。栃の

上手は、イタヤの大木が流れて米て低水敷護

岸に引っかかり、水流が変って高水敷が洗堀

され、俵其布側の川底に砂利が溜り出し、 20

時頃上流の築堤も破堤した。 21時頃迄にプル

3台が相次いで到滸し、上下流で同時に、盛

土作業を続けた。九線橋取付道路は20時30分

頃より欠けだして、 6日1時完全に欠壊し通

行不能となる。朗根内大用水路に洪水が流入

すると、市街地迄が直撃されるので懸命の押

土作業を続けたが、下流側はついに流れが浸

入し機械を迎路に退避させた。水は堤内を流

れ田畑に没水しはじめた。

20時頃町本部より住民避難の協議があり、

様子をみていたが、このような状況になった

ため、本部に連絡し 7日2時10分に明徳小中

学校を指定し全住民に避難命令を出した。広

報はサイレンを嗚し、消防車のスピーカーを

使うとともに、現場に集結していた住民のう

ち責任者7-8名を残して帰宅させ、家族の

避難にあたらせ、 150名程度明徳校に集結し

朝8時解除になるまでIll(れぬ一夜を明かした。

水批は 6日1時から 2時迄が最高であった

と思われる。大用水に流入せぬよう橋の取付

道路の半分を切り様子をみたが、結果的には

全部を切らなくて済んだ。橋の下流より堤内



に流水した水は、水深 lm以上となり下流に

冠没水か拡大され宮島・亀井地先に逹し、放

附できない事態となった。

2時30分に橋の下流 600mの8線道路にユ

ンボを廻し、没水の中をようやく渡り 3時頃

約 Zm輻に築堤を開さくして、没水を堤外に

流したところ大きな効呆を発揮して、下流の

没水をくい止めた。築堤は 6日昼に修復した

が、これもやむを得ない緊急措附であった。

2時頃より小雨となり若干減水の兆しかあ

り、 4時頃よりプルで堤内に小堤作りを進め

6時から 7時ぐらいに没水を止めた。

河は朗根内に寄り俵其布側と本流は砂利原

の中洲となり、築堤は橋の上下流で 120m取

付道路55mが完全欠壊の状態となった。

再ぴ増水した場合は、大災甚をおこす恐れ

があるので、流れを本流に戻すことにした。

流れが深く急流であるため、プル 1台は俵

真布へ廻し、残る 3台のうち 1台は 7時30分

頃、勇敢にも朗根内il11）より流れに突入。運転

手は腰迄水につかり排土板を上流に向けて波

を防ぎ、ようやく中洲に渡った。残る 2台も

9時頃中洲へ渡り作業開始。折から飛米した

福原氏のヘリコプターで、町職貝を中洲に運

び、瀬替え作業の指導にあたった。程なく俵

6日午前 1時遂に右岸取付道路を流失。 7日から全応
急で工事を進めた。国鉄バス朗根内線は 5日5便から運
休、 9日から14日まで九線橋で折返し運行となった。

真布廻りのプルも到済し、 4台で朗根内付に

砂利を押し仮堤を盛り、下流より水路を堀り、

15時に最上流を開さくして切換えを終り、災害

前の流れに復した。

7日午後より行政区全貝（約35名）が出役し

て没水田畑の流木等の除去と、用排水を渫い、

プルとユンボで頭首工の流木除去等の跡整理

を実施した。

水は普通の 3倍ぐらいあり、見廻りの結呆

舟木地先築堤欠壊を発見した。

8日に頭首工のゲート（転倒堰）を交互に

上げて、水流を利用して堆梢砂利を除いたか、

水利組合貝10名のヒザまでつかる水中作業で

あった。

食事は 5日夜食を20食現場に出したが、あ

たらない人もいた。 6日の朝食はllIJ本部より

も届いたが、朗根内婦人部］0名が寿の家で炊

出しを行い、200食を用謡し、隣りの横牛から

も炊出しが届き、現場の昼食分も間にあった。

この作業には終始、横牛消防団貝が協力して

くれ感謝している。

几線梱取付逍路は、 7日より全応急で滸エ

し、俵襄布と朗根内河川敷の双方より盛土運

搬し、 9日にはどうにか通れるようになった。

51 



国道と町道交差点の冠水
（下宇第5地区、 16時30分写）

(4) 宇莫別川

下宇莫別地区の浸水被害が、今回の災害のう

ちで、最も大きかった。急激で予悲もしなかっ

たために、不蹂打ちをくったかっこうで、消防

団以外の行政区、部落会は、組織だった活動は

できず、連絡・ 1i,J報と現場をみて、その箇所に

応じて地城住民が出動し、町職貝・消防団・自

衛隊とともに対処したのが実梢である。

5日5時、久保倉消防分団長が型台ダムから

三番橋迄見廻りをした。6時同じコースで見廻り

をしたが増水が激しく、型台ダムは若干越流し

だしていた。 6時30分に分団幹部を招集し、 7

時に聖台ダムと下宇莫別消防詰所に連絡所を設

けるとともに、河川の増水状況を美瑛消防署に

報告した。

第5分団全貝を招梨し、現場に配骰して警戒

に当らせた。

8時30分下宇第 5吉岡地先に浸水がはじまり、
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9時すぎ下宇朝日の菅戸地先の本流が溢れ、柳

しがらを組んだがますます増水して方法なし。

流木が聖台頭首工に引っかかり、型台用水路を

乗越えて市街地に浸水し、さらにトンネルをく

ぐって下宇第 2石川地先より山崎地先に浸水し

葛・樫田地先に及ぴ辺別川に達した。

町本部に状況を知らせ土のうを要睛し、下宇

市街地が没水の恐れあるため、 9時30分危険で

あることを消防車で予報した。 JO時床下没水が

はじまり、 11時44分町本部より、本勝寺・美進

小・天理教会の 3ヵ所を指定して避難命令が出

され、消防車で広報し12時ほぽ避難が終り、本

部に炊出しの要請をした。この頃は町職員も集

結し、主として郵便局前で連絡に当り、 16時30

分浜田鉄工所に移り 17時30分浜田家に全員集合

し、夜の担当職貝と交替し、その後弗の家に連

絡所を設けた。

12時過ぎ自衛隊が到箔し、町職貝の指迫で、

神社前の土のう梢みを実施したが、防ぎきれな

かった。

また町職貝で国道入口、朗根内分岐と本勝寺

前の 3ヵ所で交通を遮断し、終日交通の整理に

当った。 14時頃一番橋下流で鶴巻地先及前川地

先が欠壊した。前川地先は手のつけようがなし

田0.Shaが流失、鶴巻地先は家屋があり欠壊する

と下流全域に浸水するので、ここに消防団貝を

移動し全力で防止することにした。町職貝と地

域住民も加わわり木流し、三基枠 3基を投入設

骰し 6日1時に作業を終り、その後部落貝が椴

夜替戒を行った。

21時聖台ダム直下流鈴木地先が危険となり、

第1分団の応援を得て、木流し等を実施し23時

30分頃小康状態となり切上げた。

5日の15時から17時ぐらいが最も水砒があり、

市街地の道道交差点では約 1mの水深で、鉄道

も水深0.2~0.3m溢れさらに旧国道を越流して



葛．樫田地先に至り、田畑を冠水し辺別川にぬ

けた。

本流は国道より宇菓別川の間、河より 5、60

％が没水し、土砂立木の流入、水田冠水で、大

きな被害となった。

浸水は除々に滅水し 7日朝にはなくなったが、

用排水の埋塞で水溜りは残った。

6日部落60名・第 5分団18名が出動し、流木

等の大ものと、建物廻りの片付、水路の浚渫を

重点に作業した。

7日行政区全貝と被害者の親類等も加わり、

トラック・トラクター等も総動貝し、約 140名

で水田の流木とごみ等を集め運搬し捨てた。

下宇莫別地区は、昭和22年と23年の水害にも

没水し、また過去木材流送を行っていた大正 3

年にも大洪水となり、 20数名の人命を失うなど

永害を繰り返し受け、また今回の災害となった。

8月30日、神社境内の消掃を行政区全貝で実

施した際に総会を開き、この災害を二度ぴ繰り

返さないため、河川の全面改修を要訥すること

を決議して、復旧期成会を設けた。この経緯は

別項に記載したので省略する。

下宇莫別市街地伊東氏（道道角地）の話しによ

れば、 5日の 8時頃水が道路に流れていたが、

だんだん増えて10時頃急に増水しヒザまで没す

市街地褒の農地は濁流冠水で総なめ
になった。（下宇朝日、 5日13時写）

るようになった。

12時頃より 14時迄が最も多く腰まであり 17時

には 0.3m程に滅った。住宅と向かいの事務所

の行き米に、家の柱から龍柱にロープを張り、

これにつかまり流れの速い水中を渡った。

いよいよ増水し床上浸水の恐れあり、 9時頃

より 2階に家財を運ぴ上げた。タンス類は引出

しを抜いてそのまま、他の小物・涸れものを大

急ぎで運ぴ2階も階段も一杯になった。

2階のない家は、タンスの引出し（中を出し）

机，椅子等を台にタタミをのせて物を上げたが

間に合わぬ家はそのまま逃げたところもある。

増水が激しいので家の監視を 1人残して10時頃

本勝寺に身体一つで避難した。

その頃は、路上がヒザまでの水で、乗用車は

走れすに、ダンプとジープで避難した。なかに

は、水につかり歩いてくる者もいた。車両等は

築地の広場に避難した。本勝寺はii苅貝で13時頃

町本部から炊出しが届き、毛布が配布され落箔

いた。夕の炊出しで食事が終った頃現地からの

連絡で、路上で 0.3mぐらいに減水したので、

働けるものは19時頃より焔宅し跡片付。半数ぐ

らいは残り泊った。］名ずつ残った者は、減水

しだすと家の中の水を竹婦木でかき回し、泥と

水を一緒に流したが、自然に水の引いた跡には

約10cmの泥が床の上にたまって後の1袖除が大変

であった。住宅内外の跡片付、消掃に 3日ぐら

いかかり、しまい場所が解らず今も所在不明の

家財がある。

昭和23年の水害のときより約20cm水が多かっ

た。

(5) その他の河川

閻杵牛川の被沓も大きく、河川災害18ヵ所と

いう箇所数で一番多く、随所で冠浸水の被災も

あった。小河川ではルベシベ、藤野地区に多発

したが、紙面の都合で省略する。
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3. 住宅・飲料水等の被害と対策

全半壊の被害は無かったが、床上・床下の没水

が多く、特に下宇莫別が大被沓を受けた。

また、没水にともなう自家用地下水の汚染が心

配され、飲料水の供給と事後処理に配應したが、

その状況は次のとおりである。
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(1) 住宅等の被害

被害は下宇莫別が最も多く、次いで美瑛町市

街地で扇町・北町・大町・花園に多く、そのはか各

地に発生した。その状況は次表のとおりである。

住宅等の被審状況

住宅泌水 事務所工楊等

地区名
床上 床下 床」こ 床下

れ束

直
人 ＋束

虞
人 れ東 l束

数 l l 数 l l 数 数

大 町 l I 4 2 

扇 町 I I 6 
北 町 I I I 2 2 ， 
花 1111 3 3 7 2 2 10 

南 町 l I l 

東 町 l l l 
)，j＼ 町 l I l 

中 町 2 2 8 

下宇第 1 l l 6 
,,第 3 l l 3 6 6 26 2 5 
II,；り1日 l l 4 l l 6 I l 
,,第 5 5 5 15 6 6 26 2 3 
旭第 6 l l 2 

北瑛 3 I I 3 

朗根内 l I 4 

上宇災別 2 2 ， 
itt杵牛 I l 2 

水 沢 I l 4 

股 I 

新 星 l I 2 I I 2 

計・ 15 15 48 ;〈30:、30 I、14 5 :、 10
註）床上没水20棟 9よ下没水ヽ 10棟 計・ 60棟
軋滞数45戸人J↓162名

(2) 被害の対策

住宅については緊急避難をさせ、毛布・日用

品の貸付支給をするとともに、炊出し給食・給

水を実施した。事務所・倉廊等については自力

で防備排水するほか、倉替え等を行ったところ

もあるが、放附して避難したものが多かった。

|)住宅等の対策

全半壊等がなかったため、復旧費に多額
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対策本部の衛生班は 6日から出動。被
災地の消毒と個別の面会指導を実施。

（下宇朝日、 6日14時9；・）

の代用を要するものはなく乾燥、後片付に

時間と労力を1じすにとどまり、融沢等の措

骰は必要としなかった。

町は 6、7日と10日の3日lli]1：：わたり被

杏家屋等の消枇と石灰散布、及びし尿の汲

取り、消裾薬の支給を実施した。

2) 飲料水等の対策

水が引いた後に、被杏者の要望もあり、

町では旭川保健所と協議して、没水地域の

自家用水利用者の水質検壺を、保健所が無

料で8日一斉に行った。

結果は、総検在数36ヵ所のうち飲料適合

が6ヵ所、不適合か30ヵ所で、不適には全

音I；大II品歯群が検出された。

これがため、町ではチラシ等を配布して

沸かした水を飲むこと等を指禅するととも

に、町の水道水、或は最寄りの飲料適合水

を「もらい水」するよう周知した。

また下宇莫別保育所は、飲料適合であっ

たため屋外に水道栓を新設し、被審者の利

用に供した。

8月24日に被杏者個人で下宇葵別等9ヵ

所の水質検査を実施、適合4ヵ所、不適5

ヵ所であった。いすれも浅井戸等の原因と

思われる。

下痢 •,1次便が 2 名程度発生したが、水と

の因果関係は不明で、梨団的疾崩・伝染病



等の発生はなかった。

131 その他の建物

その他の建物で特に没水の激しかったのは、

災J英町外 2町iliiilドIば［業組合の下宇莫別しん介処

理楊、道路建設KKの下宇莫別lアスファルトプラ

ントと材料（被害30,000千円程度） ・大町の美瑛

IIII農業協同組合のライスセンター・選呆場・介

hli等の施設で、それぞれの管理団体等の職貝が

徹夜で1りjilii排水作業と後始末に当った。

14) 災害見舞等

町では 8月7日被災者を訪問して、お見舞を

するとともに住宅の床上没水で特に被也の大き

かった10戸に対して、 1戸1万円の見舞金を次

のようにIii,iった。

また日本赤十字社北海道支部より、前記10戸

に対し救難物森として 1戸当り日用品 1箱，毛

布2枚，家族数に応じて 1戸当り 3,000円から

10,000円が支給されたので、町と同時にII,；9 呈し

た。

l) 町の見舞金

下宇業別地区…… 7戸

北IUJ3 丁目・・・・・・・．• | 戸

扇 町・・・・・・・・・ 1戸

新星緑ヶ丘・・・・・・・・・ 1戸

,f| • I 0戸

2 I 日赤の見舞金

3,000円・・・・・・・・・・・・ 2 戸

5,000 円・・・・・・・・・・・• 4 戸

6,000円・•.．．．．．．．．． I 戸

8,000 円•........... 2戸

10,000円・・・・・・・・・・・• l 戸
/ ／ 

計 I 0戸点

どの地区よリも浸水が早く、どの地
区よりも水引きが遅かった下宇第5
地区．ごみ焼却場の浸水は、 5日問

の受入れ停止を余儀なくされた。

(＇’li,i'センターボ務
寮、 5日15時91}）

4. 警察・消防・病院等の対応

111 美瑛町立病院

水害時には、水道断水の事態が生じたが、自家

用水に切換えて対処したので支障がなかった。

台風15号の際は、 9時から14時まで作業停軍が

あり、同時刻より続いて21時30分まで、断続的に

強風による倅軍事故があった。

当日は日曜日で、日直と勤務者では対応できない

ため、 16時より中島病院長ほか14名が緊急出勤し

て、重症息者用の治療器具使用のため自家発地機

2台を運転し、医療器具の使用と院内照明、息者

の監視にあたり病院機能維持に務めた。

(2) 美瑛消防署と美瑛消防団

8月4日夕刻より現地替戒に当ったが、翌 5日

5時10分、美瑛川増水と市街地の出水状況を判断

し、美瑛土地改良区とともに原野頭首工のゲート

を全IJf）して流木の除去を行い、防火用水路と用水路

に流入するのを防止した。

下宇奨別地区では、宇秘別川の増水が激しいた

め、第 5分団幹部が7時30分

に招集され、ついで旭第6中地

先に第 3分団が出動。署では

8時30分に町の災杏対策本部

が設骰されたので述絡をとり

ながら、 10時30分非番署貝を

招集し、逐次状況に応じて、

署貝及び第 1分団より第 6分

団まで全貝が出動し水防活動

にあたったが、その状況は次

のとおりである。

消防本部は、無線により町本

部と現地との連絡、全体の指

揮、警戒に当った。

台風15号被杏では、街路樹の

倒木処理を行ったが、署貝 1名
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の軽い負傷者を出した。

美瑛消防署水防活動状況

災杏
発生の場所

~
 

動

貝

出延

人
日
分

散解
時

関機J
 
j
 
．
 

古
日.t 

日
分
集招
時

日
分

生発
時

活動概要

扇 町小野地 5日 1 5日
9:50110:00 

下宇菜別全城 5日 1 5日
7:1017:30 

美瑛消防署

ルベシ ヘ
共和須田地先

＂ 

5日

13: 15 

白 金 温 泉 > ＂ 

7名I床上没水排水作業、家財移転
避難命令、誘遅

I 
下宇淡別第 2を除く全域に避雅命令

14名 及ぴ誘導、替戒・述新 一番橋鶴咎地
先、二番栂鈴木）也先木流し作業

II 

5日

22: 00 

5日

17: 00 

5日

17 : 30 

2名 I替戒と連絡及ぴ流木除去

白金センタ-ホテル、白金温泉ホテ
5名 Iル前追路屈及ぴホテル十勝岳入浴場
前に土のう梢で没水防止

美沢9線原田地先

美沢19線田村地先 > ＂ 

＂ 

5日

22 : 30 

5日

16: 30 

10名 I照明と述絡及ぴ自衛隊と木流し作業

4名 I替戒と連絡

被杏調査
6日

16: 00 

/1/1/IL 

6日

9 : 00 

き
＂

＂ 
9名I扇町、下宇葵別、ルベシベ共和、旭、
美沢9線、美沢19線、俵真布九線橋

51名 I5日 42名、 6日 9名

美瑛消防団水防活動状況

災 沓 発生日 招集日
消防機関

解散日 延出動
活 動 概 要

発生の楊所 時分 時分 時分 人貝

下宇菜別全域
5日 5日 美瑛消防団 6日

40名 消防署と同じ
7 : 10 7 : 30 第5分団 14: 00 

5日 5日 II 5日
20名

＂ 第1分団
II 

7 : 10 10: 30 21 : 00 

旭第4 脊島地先 5日 5日 II 7日
60名
避難命令、誘将、菩戒、連絡、土の

旭第6 中地先 7 : 50 8 : 00 第3分団 12: 00 う梢み、木流し作業

俵其布九線橋
5日 5日 II 6日

40名 警戒と述絡
14 : 00 14: 40 第4分団 6 : 30 

ルベシペ共和 5日 5日 II 5日
20名 消防署と同じ

須 田 地 先 14: 00 14: 20 第2分団 17: 00 

美沢9線原田地先
5日 5日 II 5日

10名
第1分団 ＂ 18: 10 18: 25 22: 30 

白 金 温 泉
5日 5日 II 5日

23名
第1分団

II 
12 : 30 12 : 50 17: 30 

5日 5日 II 7日
12名＂ 第6分団

II 
12: 30 12: 50 17: 00 

計 ／ ／ ／／  ／ 225名 5日 137名、 6日64名、 7日 24名
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無線配骰図

(3) 旭川警察署美瑛警察官派出所

旭川普察署では、 5日12時に災害菩備本部を設

骰し、 6日16時に解散した。美瑛警察官派出所で

は、全貝を招集し 3班を絹成して、人命、家財等

の危険を防止し交通の安全確保のため、 •I脊報の収

集・調究・対策・警戒・報告の活動を行った。美

馬牛大成川氾濫の住民通報により 11時に現地調査

を開始した。昼食をとる暇がなく、途中でパンを

買い車中で食事をしながら調査をしたが、美馬牛

は被害が軽微で安心した。梢報により二股、ルベ

シベ、美田、五稜、美沢、附杵牛、宇葵別、朗根

内、俵真布方面の実情を調査し、町災害対策本部

に通報協議するとともに現地で町本部貝と交通規

制の打合せを実施した。

所長は、町本部で1脊報を収集したが、全町的な

被害であるため、本部での情報批が多く不確定で

雨屈．洪水紙の確認等も困難であったので現地を

重点に調査した。 17時頃千代ケ岡地内で道路横断

エが詰まり、国道 237号線が交通不能となり、こ

れが対策が終ったのは23時であった。

また市街地西町、花園 5丁目の美瑛川沿いが危

険となったので、本署に応援を要請し、パトカー

2台 (6名）の派逍を得て交通整理、河川の警戒

にあたり、署本部に焔ったのは 6日6時であった。

6日も前日に引続いて、現地の再調査を行い、

この整理報告と一般事件も加わり、夜間も事故処

理、警戒・連絡等で3日間の張付勤務となり、）僻

宅する予裕がないため、自宅より食事を運ぴ、腹

ごしらえの不眠不休の務めで、家族も大変であった。

この水害で壁台ダムの欠壊が一番に憂應したと

ころで一時は危険ということから、これが対応と

調査に大忙しであったが、調べた結果と滅水によ

り安全と分り安堵した。台風15号については、 23

日14時10分に出動し、白金育成牧場の被害、美沢

の作業現場の軽傷者、 15時50分に発生した、倒木

障害による国道交通整理その他の対策を行なった。
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1.予算措置

応急対策・応急工事を緊急に実施するため、 8

月7日付をもって関係会計の追加補正予多店の←＼り決

処分を行い 9月第 6回議会定例会で3件、 12月第

8回議会定例会で 1件の承認を得たほか、災審0)

調壺、在定、国・道の補助金配分の状況を考廊しな

から、逐次補正を行ったか、その内容は次の通り

である。

(1) 追加補正予算の総額 493、874千円

内 訳 単位：千1月1△は減）

議 会 会計及予籾措骰区分
財源内訳 I 

I予料金額，J;!~ 11ii1 1l金位 起 偵その他一般財源 I 摘要
9月第6匝l一般会計補jE予t)：第3号 Is月が決） 53,079 14,665 3,100 35,214 

9月第61ill II 第4号 242,074 191,668 35、000 900 14,506 

11月第7匝l " 第5号 200 200 

12月第8匝l ＂ 甘； 6号 I11月り［決） 86、434 62,488 15, JOO 8,246 

12月第8匝l II 第7号 98,565 85,696 11,400 △ 651 2,120 

一般会計 小 .11 480、352 354,517 65,300 249 60,286 

9月第6回 水道事業特別会計hli」il'予籾第1号(8月導決） 4、715 2,144 2,571 I 9—il名股繰会1Ĵ1 
9月第6回 平相価水 ＂ 第1号1 // ） 2、333 2,333 

9月第6回 白金開発 ,, 第2号（ ＂ ） 300 300 

11月第7回 平和捕水 ＂ 第3号 7,838 7,677 161 

12月第81ill 平和簡水 ＂ 第4号 △ |,664 △ |，151 △ 412 

(2) 補正予算費目別内訳 単位：千円

区 分 予籾金額
財 源 内 ,11( 

摘要
国道・支出金 起 偵 その他 一月支財源

災 也 対 策 1t 11,832 11,832 

特別会計繰出金 2、333 2,333 平和捕水

特別会計補助金 2,571 2,571 水道ボ業

公共土木施設災也復II:11t 363、105 258、864 64,700 39,541 

11i業施設災忠復旧 1,i 90,717 88,343 600 I, 774 

牒地災 ：,l:： 復 II:1 1f 6、631 5、972 249 410 

町 有 林 ｝H六I 理 1! 3、163 1,338 1,825 

白金 1}り発特別会社 300 300 

平和簡易水道事業特別会，1|• 8、507 6,425 2,082 

水逍事業特別会計 4、715 2,144 2,571 

ノ＂入 計・ 493,874 363,086 65,300 249 (6605,、228369) （、tiii•一J14般けれ
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(31 事業費内訳 単位：千円

事業翡
工事請負 'l'/

原材料費 使貨用借料料及 調査戟 摘区 分
金 頷内補助内単独翡

要

公共土木施設災杏復旧翡 344,900 335、300 314、300

牒業施設災虚復 1H費 87,579 86,629 86、629

股地災忠復旧費 6,440 6,040 6,040 

町有林管理牝（倒木起し） 3,013 3,013 3,013 

白金開発特別会計 300 300 

平和簡易水道事業特別会計 7,438 7,438 7,198 

水道事業特別会計 4,135 4,135 2,870 

2.応急対策の機械・労力等

応急対策については、町災審対策本部と行政区

•町内部落会が一体となり、陸上自衛隊•町内外

関係機関及び美瑛町建設業協会•その他各建設業

者・商社の協力と援助を求めて実施したものであ

る。

その1!i用は前項の予算措附のうち災宮対策骰の

とおりで、機敏に対処するため専決を行ったもの

である。

(1) 一般災害対策費

この予尊は4,707千円で、町職貝の超勤手当・

旅牝・需用骰・行政区交付金等全般にわたって

いる。

賽材については、道及ぴ国で調達したものも

あるが、ほとんどは町で備裕査材のほか町内の

商社、建設・木材業者の在叫をかき集め使用し

たもので、その主なるものは次のとおりである。

杭丸太類長l.5~3.65m径9~1Qcm 997本

タル木等長3.65m 300本

鉄線類 8#-12# 1.76( 

ワイヤー等 IOOm 

土のう等 土のう・麻袋 12,880袋

砂利等切込・砕石・土砂 2,450m' 

以上のほか行政区において調達したもの、器

21,000 2、600 1,000 6,000 

950 

400 

300 

240 

|、265

具・容器・流し木立木等多岐にわたるので省略

する。応急対策として出動した概数は次のとお

りである。

災害出動人貝 単位：人

月 El 町駿且

8月4H 

5 H 135 

6日 131 

7 8 87 

8 8 90 

9日 86 

消防翌 消防団 自衛椋 民 1iII 計

74 74 

42 137 169 959 1,442 

， 64 604 808 

24 64 184 359 

64 58 2 1 2 

86 

注）調却Iliれの民1111出動が約 3,600
名程度ある見込みで、これを含

めると総計で6,756名となる。

また、各行政区においても応急対策を実施し

たが、炊出し材料、機械借上げ、原材料、燃料

骰等の実費に限って、 14行政区に対し最低5,000

円•最高 137,800円、合計で 1,047,627円の1,i

用を交付した。また、町で使用した資材につい

ては、激甚災害法の指定により補助対象となる

ので申請中であるがまだ決定されていない。

床上没水家屋10戸に対しては、 1戸当り 1万

円の見舞金を贈った。
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(2) 現場災害対策

現地における災害対策は、町本部指揮のもと

に、町職貝・自衛隊・美瑛町建設業協会•町内建

設業者が主力となり、地元行政区と地域関係者

の協力を得て実施した。

この予鉢は 7,125千円。修紐料（重機・運搬

車両・労力）と原材料費で、現場の応急対策の

ため、町内16建設業者の協力を求め、重機類を

総動員して実施した工事費と、町内13商社から

調達した材料費である。実施箇所は美瑛川緑橋

下流ほか約50ヵ所で8月末にほぼ完了した。

(3) 道の対策

道では北海道災害対策本部と上川支庁管内災

害対策本部を設附し、その指揮にあたったが、

本町では特に農地． I災業施設災杏の指導を受け

た。

旭川土木現業所では 8月3日の注惹報発令以

後、関係課の主なるものが待機に入って夜は交

替で仮Illはし菩戒に当ったようである。 3日は出

水は特になく、 4日は旭川市内の道路側溝等が

溢れ出して活動が始まった。本町の場合5日か

ら被轡が発生したのて、現地梢報により道施設

の状況連絡をしたが、土現は現地対応は困難で

あるから応急措骰は町に任せる旨の指示を受け

た。事業課長ほかの現地状況調在もあり、土現

と連携をとりながら町て森材、労力、重機等の

手配を行い対応したが、特に辺別川上流、宇災

別川・骰杵牛川が各所で欠壊没水したので、-

国の応急処理概要

被災個所名 実施額 実

の3河川を重点に、重機による応急対策の河道整

正を 8月6日より 8日にかけて実施した。

附杵牛Ill約15ヵ所で92時間、辺別Illは朗根内

九線柚上下流 116時間、宇莫別川下宇葵別地区

115時間等で、計 323時間のプル等借上料、約

3,000干円を道で支出した。

さらに10月より］1月にかけて骰杵牛川の河道

整理を、被害ヵ所の再災害を防止するため、災舎

復旧工事施工までの暫定処骰として、プルドー

ザー 104時間、借上料 1,100千円で直接実施し

た。

14) 国の対策

旭川［財発建設部においては、 8月5日13時災

審対策本部を設附し、水[1）jiii：備体制第 1号を発

令した。

このとき美瑛川西神楽水位観測所で指定水位

を超え、 14時30分町の要甜iに応じ旭川河川事務

所美瑛直営班（安藤・星課長外 9名）が美瑛川

水防に出動した。現地は美沢 9線と19線・ 20線

の3ヵ所で、 9線は町及ぴ自衛隊で対処。 20線

は欠壊が甚しかったが、後背地（畑）が高いので

破堤しても堤内に流入の危険なしと判断し、す

でに破堤して堤内に流入の恐れある19線に主力

をそそいだ。現地は町の関係者と自衛隊の協力

のもとに約 150mの欠壊部分に木流しを行うと

ともに、プル 1台、クレーン車 1台を配車し、

3 l三基プロック5011!1を搬入して根固めの用謡

をするとともに、土のう梢み作業約3,000袋を実

(*i¥illlまでの再度災;1;:|l）j止工事）

施 概 要 工 期

美瑛川左岸美沢19線地先 44兄’l 42 tプルドーザー 仮締切工 1式 8月7日～ 8日

＂ 右岸緑橋上流地先 418 42 tプルドーザー 仮締切工 1式 8月10日～11日

＂ 左岸旭稜橋下流地先 3,050 42 lプルドーザー 仮締切工 1式 11月14日～12月23日

＂ 右岸美沢24線地先 500 42 tプルドーザー 仮締切工 1式 12月3日～12月5日

辺別川左岸旭橋下流地先 384 42 lプルドーザー 仮締切工 1式 8月12日～ 8月13日

合 計 4,796 
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施した。

23時頃より減水若しく、作業も一段落となっ

たので後整理等を行い、 6日1時に事務所に帰

滸した。

また、 6日2時20分、町から連絡して辺別川旭

第4青島地先の築堤欠壊対策に、安藤課長外1名

が到滸し、技術指禅等を朝まで受けた。

6日13時～17時まで、美瑛匝営班により辺別

川鉄道橋下流左岸に水防木流しを実施した。

8日より美瑛川班（安藤課長外3名）を編成

して災害ヵ所の調壺を開始するとともに、本復

旧迄の再度災害・を防止するため、次のように被

災箇所の仮締切をプルトーザーで実施した。

..,激しい雨の中、照明を頼りに作
業は続く。誰れもが語ろうとはしない。疲れ
を振切ってまた土のうを運こぷ

（芙沢19線、 5日22時写）

▲破堤し浸水が始まった。水田を守る住民は必死になって
木流し作業を続ける。（磁杵牛協英地区、 5El1j.） 

▲天侯は回復し、豪雨はうそのよう． 8月24日から緊急災と
して工事は急ピッチで進められた。（辺り1]111旭第4)’f/』地先）

挑
む

水
に

◄ 黙々として語らず、浸
I 刈 水阻止に闘志を燃や
す隊員（下宇栂1日、
5日13時30分写）

..右岸も侵蝕が始まった。けんめいに阻止しようと住民らは木
流しを続行する。（宇従り11Jll 一番橋餌谷地先•5 日 22時すぎ写）
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l 美瑛町水道事業

(1) 被災の状況

索雨出水により、オヤウンナイ川に設附され

ている取水施設に土砂が流入、沈砂池4ヵ所か

埋没し、集水埋渠が埋塞したため、 5日20時30

分取水不能となる。これに対処するため21時か

ら広報を行い、 22時より翌 6日5時まて断水し

昼1ill配水1Itの確保を図ったが、この時点ではろ

過池・配水池とも満水であった。一方23時から

徹夜で、取水施設の土砂除去と躯水）'I！出の逆汎

水槽より第 1号接合井までの排泥を行うととも

に、Jr)(水より 100m下流の排気弁からポンプで）Jil

圧送水し、西水管内の土砂除去を行うもク）J呆か

なかった。

引続いて 6日17時迄排泥作業を紬行したか、

濁度が減少せず水hi:も[lilt 800m以上にJ¥Y//JIIし

ないため、作業を打切り 18時から広報を行い、

22時より 7El 5時迄断水した。この時の水位は

ろ過池0.3m、配水池0.9mであった。

対策を協議して、取水施設約 IOOm上流から

下流120m地点の導水行に、 150mm)益ピ行を設け

仮取水することとし、ただちに沢材の手配を行

い21時に分{f手、 7El 4時に完了。 6時迄排泥を

取水施設が、流入した土砂により閉塞されたため、施設の清掃と並

行して 220mの仮導水管を設置し、一日も早い送水を開始した。
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行ったか水絨かJi":)JIIせす、配水の見込みが立た

なしヽ状況となった。

121 給水対策

緊急事態となったため、 5時30分に町の災'，1::

対策本部に連絡し町長に報告協議して、町職li

を動且するとともに、上富良野I[i．とん地隊上自

衛隊の救扱をもとめて給水を行うこととする。

浄水場の水位は、ろ過池0.3m、配水池0,9m

て、 5時に配水を開始し10時迄行う予定であっ

たか、 8時30分に至 l)水位がろ過池0,3m、配水

池 0,3m となったため、予定を打'•めて 8 時30分

配水を倅11:した。

他方、 8時より 3日1:l]程度緊、他に給水を行う

旨広報を行うとともに、 10時30分から町職具と

上窪良野自衛隊 120大隊の出動により給水をlltl

始し、 22時終了した。給水址については町長と

上富良州i鳴i：とん地司令が協議し、 1日1戸当り

40 Iをめどに計画実施したが、結果的におおむ

ねこの範囲で1:i]にあった。

仮取水対策については本部で協議の結果、仮

取水管 15011llllを更に 1本追加，；支ii'i:してh'1：水する

ことになり、7日9時に'ytエ15時30分に完成した。
このI:i]導水行の排泥を行い21時、ろ過池へ日

鼠で 1,530m'を送水する。

設置した仮取水施設



8日も、引続いて 6時から給水を開始すると

ともに、貯水を継続し配水池の水位が2mに逹

した15時に配水を開始した。

自衛隊は14時30分まで給水作業を行い、 15時

15分役場前で通水を確認し、町長以下に見送ら

れ帰隊する。

町ではさらに給水を続けるとともに、配水を

開始した旨を広報し、 17時末端まで到辿したの

で給水を終了した。

(3) 災害復旧仮設工事

9日は、 II時から19時迄水源の監視及び杓水井

の調整を行ったが、 19時の時点で侮時済水iil:100

m'とし配水池の水位］，9mであったが、 10月6

時で1li:j水の 3mに達し水凪においては平常に復

した。

応急対策及び給水については、旭川保健所と辿

絡をとりつつ実施したか、表流水を直接取水し

ているため粋干の濁りかあるのてろ過池の維持

に1咲；格が生じ、またさらに異状出水の場合は断

水しなければならないため、厚生省の災苫復111

任定を待てないので仮取水施設を含めて、次の

ようにエドを発注し、 II日と12日の 2日Ill]て沈

砂池及び染水埋渠の土砂除去、ろ過砂利の洗i條、

アクアピッグによる導水管洗i(1危と、仮取水管の

取り外しを行った。

工事名 美瑛水道施設災害復旧応急仮施

設工事

工c)I発注昭和56年8月7日随邸契約で緊

急に小笠原建設株式会社と契約す

る。

契約金額 2,307,000円

府手完成昭和56年 8月7日滸手 8月14

日完成

141 厚生省の災害査定と

災害復旧工事

災唐の復旧についてぱ国の補助を受けて行う

こととし、厚生省の上水道施設災害復旧牝、及

び簡易水逍施設災杏復旧1'i補助金交付要綱、及

び厚生省所管水道施設災忠復旧費調壺要領に基

き8月11日道知事に対し災忠報告因を提出、 8

月26日には、災忠復旧事業計画曲を提出して、

9月29日と30日の両日にわたり厚生省の在定を

受け、次のような採択となり、ただちに滸エか

認められた。

工事名 芙瑛水道施設災寓復旧工9Ji

介定金額 2,870,000円

内訳本工事費 851,531円

こGJ¥'.¥if:'l'I 25,5451月

諸経 1,i 127,729円

小計

応急仮工事賢

工事雑'{!

1,004,805円

1,622、132円

48,663円

闊紐浄でアクアポリピッグを挿入 取水・送水槽の土砂排除作躁 取水施設の集水埋渠逆洗洗浄
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諸経骰

発生材

小計

243,319円

△48,800円

1,865,314円

合計 2,870,119円

補助率 1 / 2 

厚生省当の壺定が終ったので、道と打合せ本

復旧工事を次のように発注した。

工事発注 昭和56年10月22日指名競争入札

を行い小笠原建設株式会社に落札

契約する。

契約金額 1,090,000円

工 期昭和56年10月22日箔手．］］月10

日完成

工事内容 上流に沈砂地］ヵ所増設、沈砂

池と集水埋渠林水管の土砂除去洗

i條

この業者に仮施設の取水管撤去と、台風15号

による機械室屋根の被災修復を、］20,000円で1I「I

単費で発注し併せて完成した。

以上の災杏復旧工事の総額は、3,517.000円で

査定額を超過したのは、実施単価歩掛の差、発

生物件の一部、及ぴこれが撒去費等が補助対象

外となったためである。

予窮は、災憲応急対策11/と復旧1.Itを合せて収

入では第 1款水道事業収益第 2項営業外収益で

4,715,000円、支出では第1款水道事業1'/第 2項

営業外費用に同額を補正し、第 3目で「災沓復

旧事業費」を新設する導決処分を 8月7日付で

行い、 9月町議会で承認を得た。

2.平和簡易水道事業

(1) 美馬牛新栄地区配水管の

64 

被害と応急工事

美馬牛新栄地区下川地先の町道欠壊により、

8月5日10時頃径100mmの配水管が延長70mに

わたり切断され断水した。ただちに衰材を収集

し、径50mm延長120mの仮配管工事を14時に箔手

17時に通水する。

応急工事及ぴ復旧工事は、上川支庁と道に協議

し国の補助を受けることとして、応急工事を次

のように発注する。

工事名 昭和56年災新栄地区団体営農地

ぼII)災雹復1日応急工事

工事発注 昭和56年 8月7日随意契約で緊

急に有限会社河村建設業と契約す

る。

契約金額 248,000円

焙手完成 昭和56年8月7日滸手 8月14

日完成

(2) 妙見水道取水施設の被害

妙見水道取水施設か、推定5日16時頃上流地

城よりの土砂流入と貯水池右岸法面崩壊2ヵ所

20mが発生したため、貯水池及ぴ集水埋渠が土砂

で埋没して断水した。配水はあらかじめ平和簡

易水道の配水管を接続してあったので、切換え給

水を行い応急工事等は必要としなかった。

(3) 清富地区送水管の

被害と応急工事

上宜良野町字ii!/'/;¥地区、道道美沢上麻良野線

の肩切土沢斜面が l!Omにわたり欠壊し送水管

が切断された。 6日22時30分に浄水場を調在し

たところ、水位が著しく低下していたため故障

を察知し調在の結呆、 7日3時に被災ヵ所を発

見した。

被災時間は 6日21時から22時頃と推定される

が、 7日0時では浄水場の水位は 0で、送水管

の被杏であるため全戸断水状態で、急速な復旧

作業は因難であり、災杏対策本部に連絡をとり

美瑛町上水道と同様の給水措附をとることとし

た。

7日5時、関係行政区長に断水の連絡を雷話



で行い、部落会長を通じて利用者に周知方を依

頼するとともに対策本部内で協議し、美馬牛市

街地は町で現地給水し、他の地域は美瑛市街地

指定場所で各自受取り給水する。また畜産農家

は、白金水道で白金において給水することにし

て、この旨訛話で行政区長を通じて周知する。

応急対策としての道道の路肩側溝部分に、仮

送水管を設けることにして旭川土木現業所の了

解を得、上富良野町有我工業所に依頼し 8時に

箔手、 18時に完成送水を開始して 8日9時に憩

町を除いて末端迄通水した。

昭和56年災農地災害復旧事業費調歯（第 2次査定）

地 区 名 費 目 本工事費

98~102 
工事牝 1,314 

梢窟地区

補助 0.9169 
工事雑費 19 

町翡 0.0831 

事務雑費

計・ 1,333 

98-103 
工事費 1,259 

新栄地区

補助 0. 9466 
工事雑 'It 18 

町質 0.0534 

事務雑費

計 1,277 

98-104 
工事伐 4,592 

妙見地区

補助 0. 9572 
工事雑費 68 

単費 0.0428 

事務雑費

計 4,660 

総 計 工事費 7、165

工事雑費 105 

事務雑費

計 7,270 

この間に美馬牛市街地送水ポンプ場を整備し

7日17時30分より送水し、 8日9時通水したの

で運転を停止した。この復旧についても、妙見

地区と同様に国の補助を受けて行うこととし、

応急工事を次のように発注する。

工事名 昭和56年災消富地区団体営農地

（畑）災害復旧応急工事

工事発注 昭和56年8月7日随意契約で緊

急に有限会社有我工業所と契約す

る。

契約金額 1,455,000円

（単位：干円）

応急工事費 計 備 考

1、455 2,769 
補 2、539
町 230 

21 40 
補 37 
町 3 

42 
補 38 
町 4 

1,476 2,851 
補 2,614 
町 237 

248 |、507
補 1、426
町 81 

3 21 
補 20 
町 I 

22 
町 21 
補 I 

251 1,550 
補 1、467
町 83 

4,592 
補 4,395 
町 197 

68 
補 65 
町 3 

69 
補 66 

町 3 

4,729 
補 4、526
町 203 

I, 703 8、868
補 8,360 
町 508 

24 129 
補 122 

町 7 

133 
補 125 
町 8 

I, 727 9,130 
補 8,607 
町 523 

注）補助率は未定であるが、予符上は＇竹定で 89.2%を井上し、 12月議会で96.7％にhli正した。
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済手完成 昭和56年 8月7日発t手。 8月14

日完成

(4) 平和簡易水道取水施設の被害

貯水池及び支流取水ヵ所に若干の被審があり

直営で応急措骰を行い、第三地区開拓地等賂備

事業で整備を行うよう上川支庁と協謡を進めて

受けた結果は、前表のとおりで、飲料水（人）は

査定対象とならないため、比率で町単骰復旧とな

った。

いる。

(6) 災害復旧工事の実施状況

災者復旧工事は、実施設計の結果、在定金額

を下回り、次のように実施しすべての復旧を完了

した。

(5) 農林水産省の災害査定

10月1日、 2日の両日、災害の第 2次壺定を

工 事 名 工事概要 金 額 滸 手 完 成

FI91 

泊i;［地区災祖復旧工事 塩ピ径 100mm延長 112m 1,180 11月17日 12月15日

新栄地区災啓復旧工事 塩ピ径 100mm延長 147m 835 II月17日 12月15日

妙見地区災署復旧工事
擁壁 22m u溝 32m

3,150 11月17日 12月15日
盛土 22m他

同上単独災杏補修工事 排水路 94m他 570 11月17日 12月15日

〔妙見水道水源貯水池〕 た。

補正予坑（第 3号） 農林省の壺定の結果、

補助対象となり、さらに本復旧を行う

ため、歳入・歳出それぞれ 9.723千円

が、 11月町議会で謡決された。

3.白金簡易水道事業

ー

·•. 

（））予算措置

ふ

g
,
 

[
 ょ

4

/
 

↑’ 

心~—/-入
完成したとき、やっとうまいお茶が
呑めると喜こんだ。 (12月5H完成1

ヘ・‘

補正予算（第 2号） 応急工事を含め各種応

急対策代として、歳入・歳出それぞれ

2,333千円の追加を 8月7日付で専決

処分を行い、 9月町議会で承認を受け

5日8時水源の調壺をしたところ、「アバレ川」

第2治山堰提上流より増水のため、左岸作業道に

溢水し、道路を流下した濁水が水源に流入してい

るのを発見した。

水質は濁度 (1,000度以上）が高くなり使用に耐

えない状況となったため、 9時に取水を停止し、

各戸に断水する旨を虚話連絡するとともに、青年

の家に要；翡しプルドーザーとショベルの出動を求

めて、川の切換えと排水路を設け、川水の流入を

応急的に防止したが、作業は13時に終った。

15時からは森水管の、 16時からは配水管の排泥

を実施して、 18時に各戸配水を開始する。
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この間、背年の家に美瑛水道より 3m'の給水を

したほかは、各戸がそれぞれ対処し、営業に大き

な支障はなかった。

水源の災害補修は、 9月の議会に 300千円の追

加補正を提案、議決を得て 9月28日に業者に発注

して実施した。

4.給水の状況

町水道と平和簡易水道が同時に断水したので、

給水の供給場所の確保に困難を来した。

上腐良野町陸上自衛隊耽とん地第4特科群第120

特科大隊の出動を得て給水したため、上宜良野町

においても今回の災害を受け配水は制限を受けて

いたが、運搬の利便上7日については好謡を受け

て供給を願ったところである。

また、主としては、旭川市の特別なご協力を戴

き、主に束神楽浄水場よリ供給を受けたが、車の

回転・注水時間待ち・給水批の関係から白金簡易水

道より受水したほか、市街地の大口径の自家用水

道利用者から提供を受け、さらに市街地自家水所

有者が自発的に近隣に給水するなど、町内民間、

旭川市、上貨良野町のご支援に深く感謝する次第

であります。また旭川市をはじめ、背年の家、

町内民間業者より機械車両・労力の好謡による提

供を受け、第 120特科大隊、ほかの隊貝、町職貝

の2日lii)にわたる献身的努力と利用者の暖い理解

により、生活用水の確保がなされたところで、そ

の作業概要は次の通りとおりである。

出動人貝 第120特科大隊 124名

(2日間） 町職貝 177名

計 301名

給水車両（ 1日当り）

陸上自衛隊 14両(120大隊 lm’車12両、

4m’車 1両）・旭川第 2師団 5

m’車 1両・水缶 371箇

1両（町水道局 1m’タンク）町衛生課

青年の家

秋山建設

丸善建設

大門ポンプ

小杉石油店

寺島商会

遠藤商店

計
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2
 

1

1
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条令7kiu: 7 日～92m' 8 日～68.8m’

計 160.Sm'

受水場所 旭川市束神楽浄水場・上富良野町・

白金簡易水道・やまとスーパ一本店・

やまとスーパー丸山店・土井商店•福

井食品工業本店・美瑛農協背果部

住民からの給水要請に備え、タンクを満
水にして待機する自衛隊 (8月8日写）
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弓言‘̀ V”r^野閉二～

町の管理に屈する公共土木施設、及ぴ牒地・ J災

業施設で、法定の事業主体のうち町の施行が望ま

しいものと、土地改良区等管理者の明確なるもの

を除いては、町が事業主体となり復旧事業を施行

する。

復旧費は膨大となるため、極力国・道の補助・

負担を受け復旧することとして各種手続を行い、

残余は町単独費で復旧する。

国は復旧率を、従来は 3: 5 : 2の割合で3カ

年をめどとして予罫措附をしていたが、昭和57年

の財政再建と昭和56年度の娯気浮揚の関係で

5 : 3 : 2の前倒し予符配分がされることになリ

相次いで追加予算補正と追加工事発注が行われ、

若しい復1/]をみたところである。

財源は町が管理するもの以外については、受益

者負担を条例にもとづき徴収して実施する。

1 ` 農地・農業施設災害復旧事業

この事業は農林水産業施設災害復旧事業牲国庫

補助の暫定措既に1剥する法律（昭和25年法律第169

号）にもとづいて申硝する。

今回の災魯の法定補助率は普通率と 1次・2次効

率を見込んで、農地88.5%（予鉢は激甚邸上を若

干見込み96%)農業施設は98%（同99.2%）であ

るが、激甚災苫法の適用により、さらに上梢みさ

れる（別項参照）。

(1) 農林水産省の災害査定

壺定は 3回にわたり実施されたが、その状況は

次のとおりである。対象となる被災ヵ所はすべて査

定を受け採択されたので残ボ業はない。

股地農業施設災審壺定集計表

工 種 別 カ 所 数 在定金額
在定区分 査定日時 事業主体

道路 橋菜 排水路
股地

用排水路 頭首工 計 （千Fl)
股地水逍

1 次 S56年9月3~4B 町 2 3 | 6 58,130 

団体 | | 210、145

小計 2 3 I I 7 268,275 

2 次 S56年10月1~ 2 8 町 2 II 3 16 112,196 

団体 I | 2 53,022 

小計 2 II 3 I | 18 165、|51

3 次 S56年11月4~5日 町 I 5 I I 8 79,766 

団体

小計 | 5 | | 8 79,766 

合計

休

町

-Ill

5
 
5
 
15 2
 
3
 

合 5
 
5
 
15 2
 
3
 
口
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1;1(地・農業施設災害第 1次在定一院表 （査定年月日 56.9.3-4)

地区番号 地区名
受益 受益

査定事業 lit 在定事業費 工種 被災原因
戸数 面柏

9:; 如 L=216m fIn 

98-1 藤野第 1 6 9. 73 （右岸215.l左岸165.7) 
16,521 排水路 梅雨前線災

98-2 藤野第 2 3 5.29 
L=139m 

` 5、287 排水路 梅雨前線災
（右岸139 左岸36)

98-3 藤野第 3 2 12.93 
L=416.lm 

24、848 排水路 8月；；；t雨災
（右岸416.1左岸416.1)

小 計• ／／  ／／  ー 46,656 ／／  ／ 

98-4 ルペシベ第 3 4 14.89 L-36m 4、221 道路 8月梨雨災

98-5 ルベシベ第 4 3 18.88 L=6m 413 道路 8月栄雨災

小 計 ／／  ／／  一 4,634 逍路 ／ 

98-6 旭 101 355 頭首エ、＇：俊岸、導水路 210、145 頭首工 8月栄雨災

小 計 ／／  ／／  ― 210,148 ／ ／ 98-101 旭第 6（中地先） | 4.62 4. 62ha 6,840 農地 8月；；；t雨災

小 計 ／／  ／／  一 6,840 ／／  ／ 
f 〗唸、t/;:// 汽/‘̀‘＄/ / ‘:I、"ヽ/‘  計 ／／  ／ 一 268,275 ／／  ／ 

農地． I臨業施設災審第 2次壺定一腐表 (56.10.1-2) ft定事業費上段()は1剥述事業

地区番号 地区名 受益戸数 受益ii昧'i 在定事業iit 森定事業牝 工 種 被災原因

i i lu9 (8.0) (1,009) 秤 I
98-7 北斗第 1 10 16.29 L=15.2m 2,205 

排水路 8月索雨災

98-8 北斗•第 2 10 16.29 L=21.0m 3,046 II 

＂ 
98-9 北斗第 3 10 16.29 L=SS.Om 7,953 ＂ ＂ 
98-10 北斗第 4 10 16.29 L-67.0m 9,282 ＂ 

II 

98-11 北斗第 5 10 16.29 
(18.0) (2、227)

II II 
L=32.0m 4,850 

98-12 北斗第 6 10 16.29 L=SI.Om 7,214 II 

＂ 
98-13 北斗第 7 ID 16.29 

(25.0) (8,019) 

＂ ＂ L=321.0m 25、584

98-14 西美第 1 5 3.68 L=54.0m 
(I、120)
6、847 ＂ 

II 

98-15 西美第 2 5 3.68 L=52.0m 8,045 II II 

98-17 拓 殖 2 2.13 L-15.0m 981 II II 

98-18 旭第 1 2 2. 78 L=12.0m 924 ” ＂ 
98-25 オキキ第 3 2 2.45 L=60.0m 6,736 道 路 II 
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m 
7,480 干円I 道 路 I8月柴雨災98-26 北瑛第 3 2 12.24 L=286.0 

小 計
(12,375) 
91、147

98-102 梢 窟 167 1,887 L =I 12m I 2、614 畑（農地） 8月索雨災

98-103 新 栄 10 102 L=l47m I 1,467 I ＂ 
| II 

98-104 I妙 見 II Ill 
捐壁 L=22m

4、526 I II | II u rラ7L =26.6m 

小 計 ／ ／ ／ 8,607 

98-16 I中 宇 2 5. 70 L=40 3,372 排水路 18月索雨災

98-19 I横 牛 31 127.80 
(45m) 

49,650 1,石t 頭首エ 1 ＂ 

／製地・農業施設災害第 3次査定一婉表 （昭和56.11.4-5) 壺定事業費上段（）は災沓関連事業費

地区番号 地区名 受益戸数 受益面梢 在定事業批 査定事業費 工 種 被災原因

9,' iu PC橋 m 千Fi

98-24 下精美 7 6.03 
8=3.0 L=14.7 

10,525 橋 梁 8月榮雨災

98-21 川向第一 6 16.32 
PC橋
B=3.0 L=13.9 m 

12,385 II 

＂ 
98-20 川向第二 2 7.49 

PC橋 m 15,218 
B =4.0 L=13.9 ＂ 

II 

98-22 川向第三 4 22.97 
PC橋
8=3.0 L=7.2 

"l 8,371 II ＂ 
98-23 川向第四 3 5.53 

PC橋 m 10,668 ＂ ＂ B =3.0 L=l0.4 

小 計 ／／  //‘ ／ 57、167 ／ ／ 

98-27 美 開 3 26.47 
法面保護

14,468 道 路 8月索雨災
L=269.3m 

小 計・ ／ ／／  ／ 14,468 ／ ／ 

98-28 夕 張 2 1.4 L =245.0m 
(1,340) 

水 路 8月栄雨災
4,315 

小 計 ／ ／ 
(1,340) 
／ ／ 4、315

98-106 
旭第 6 

| I. 72 
高林地区 ／ 2、476 農 地 8月索雨災

小 計 //‘  ／ ／ 2,476 ／ ／ 

計 ／／  ／／  ／ 
(1,340) 
／ 78、426

lz゚、合 -•”‘/‘ ／ 1 / Sヽ‘‘/：‘、一/ ‘ /< ‘:／？へぐ冷‘／、ち^、‘/‘ / 、/ ~ 二
I 、＆、タ‘ぷ, ”ジ/ハ//ぐ次7t、‘ハ‘◇／応/”6/ら‘”ハv‘ヽ//”‘6‘// ハ‘炉/ グヴ//心/ヽ‘‘ら芯‘/ 、ヽ ／ 

;、、/~ g < ： ン
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(2) 災害関連事業

被害ヵ所が部分的に匝接の被害はないが、ぜ

い弱で不安定のため、本災害と一連工事で施工

するとその施設全体の機能が発揮され、再度災

害を防止できる事業を災害関連事業という。

採択の要件は原則として関連事業費が 100万

円以上で、かつ本災害復旧事業費をこえないも

のであること、また上回るものでも非常に効果

的な場合は採択される。

内容的には差額関連・延長1剥連・断面関連と

これらの 2~3の組合せ関連があるが、災害壺

定では次のように採択された。

再掲 単位：干~)

地区番号 地区名 全体費 本災1'I 関述費

98-7 北斗第 1 3,214 2,205 1,009 

98-11 北斗第 5 7,077 4,850 2,227 

98-13 北斗第 7 33,603 25,584 8,019 

98-14 西美第 1 7,967 6,847 1,120 

98-28 夕 張 5,655 4,315 1,340 

合計 5 地 区 57,516 43,801 13,715 

(3) 災害復旧工事の実施状況

昭和56年度における復旧工事の実施状況は、

次のとおりで現年度の復旧率は49.9％である。

農地・股業施設災害復旧事業実施状況

地区番号 地区名 工 種 在定事業費 復旧工事1t

98-1 藤野第 1 排水路 16,521 13,750 

98-2 
＂ 第 2

99 5,287 5,000 

98-3 
＂ 第 3 " 24,848 21,696 

98-14 西美第 1 " 
(16 ,120) 
,847 7,850 

98-15 
＂ 第 2

,, 8,045 7,540 

98-17 拓 殖 ＂ 981 1,390 

98-18 旭 第 1 ＂ 924 1,140 

98-20 川向第 2 橋 梁 15,218 @ 1,854 

98-21 ,, 第 1
＂ 12,385 12,220 

98-24 下 梢 美 ＂ 10,525 9,070 

98-25 オキキ第 3 道 路 6,736 5,850 

98-101 旭第 6（中） 農 地 6,840 6,030 

小 計 11 il,120) 
5,157 93,390 

98-102 消 窟 牒地（水道） 2,614 2,635 

98-103 新 栄 ＂ 1,467 1,083 

98-104 妙 見 " 4,526 3,720 

□.〗tt-
8,607 7,438 

”ヽ／、ぶ 124, 884 ‘< ヽ‘/、!08',266

残事業については昭和57-58年度で施工する

が、川向第 2地区番号98-20の橋梁は、昭和56

年度で仮橋のみ応急工事を行い、本橋復旧は昭

和57年度で実施する。

昭和56年度における工事の発注は、 4回にわ

たり行った。

事

第1回発注 8月29日 3次査定分ではあるが

査定を待てないので川向第 2の仮橋を一部応急仮

工事で発注、工事骰 1,854千円

第2回発注 10月6日 1次査定分 4ヵ所

工事骰 46,476千円

第3回発注 11月17日 第2次査定水道分3ヵ

所工事費 7,438千円 (8月7日発注応急仮工事

を含む）

第4回発注 12月19日 第2次壺定分 2ヵ所、

工事骰 2,530千円

第5回発注 12月21日 第2次査定分 5ヵ所、

工事費 42,530干円

発注合計 15ヵ所

工事費 108,266千円

単位：干円／（ ）関述事業分

業 費 契約年月日 苅エ年月日 完成又予定年月8

右岸215.lm、左岸165.7m s 56.10. 6 s 56.10. 7 s56.11.30 

右岸139.0m，左岸 36.0m s 56.10. 6 s 56.10. 7 s 56.11.16 

L=416.lm s 56.10, 6 s 56.10. 7 s 56.11.30 
= （右54／l'2o.om) 
L.Om  s 56.12.21 s 56.12, 21 s 57. 3..20 

L =51.8m s 56.12.21 s 56.12.21 s 57. 3..20 

L=14.75m s56.12.19 s56.12.21 s 57. 2.27 

L=ll.8m s 56, 12.19 s56.12.21 s 57. 2.27 

L=I3.9m s 56. 8.29 s56.8.31 s 57. 8.31 

L=13,9rn s56.12.21 s 56.12.21 s 57, 3, 25 

L=14.1m s56.12.21 s 56.12.21 s 57. 3.25 

L=60.0m s 56.12.21 s 56.12. 21 s 57. 3.20 

4.62ha s 56.10. 6 s 56.10. 7 s 56.11.30 

12ヵ所

L = 112m ¢ 100mm 56. 8. 7 s 5G.11.17 s 56, 8. 7 s 56.12.15 

L = 147m ¢ 100mm 56. 8. 17 7 s 56. 11. s 56. 8. 7 s 56, 12.15 

擁壁22m他 s 56.11.17 s 56.11.17 s 56.12.15 

13ヵ所

15ヵ所復旧皐 124,884：四250,025=49.9%，翠？ ‘ヽ，
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異例の雪中査定を行う建設省藤原
検査官 (11月28日、 3回め）

2.公共土木施設災害復旧事業

町で管理する逍路·稿梁•河川の復 1日は、公共

土木施設災唐復旧事業国廊負担法（昭和31年6月

12日法律第 148号）に定めるところにより申仙し

事業を行う。

今回の災宮は法定補助率は80％であるが、激甚

災魯法の適用になればさらに上附きされる。 （別

項参照）

(1) 建設省の災害査定

法の定めるところにより、河川17ヵ所456,900

千円（うち8,321千円は融雪災転屈）、道路17ヵ

所 241,500千円、計34ヵ所 678,400千円の被塞

報告を行った。内容は表ー 1のとおりである。

災曹の壺定は、次のように行われた。

l) 第1回 (2次壺定）

9月3日ー 9月8日に行われ、申請12ヵ

所・ 174,703千円に対し決定13ヵ所 (1ヵ

所分割）・ 156,988千円 (89.9%）となった。

2) 第2回 (3次在定）

10月23日ー24日と26日の 3日間行われ、

申甜20ヵ所・458,084千円に対し決定20ヵ所・

・ 403,462千円 (88%) となった。

3) 第3回 (4次在定）

11月25日ー28日に行われ、申両'i6ヵ所，

46,113千円に対し決定は6ヵ所・43,907千円

(95.2%) となった。

4) 在定3回の合計

申諮38ヵ所・672,900千円（うち転屈8,321

千円）に対し、決定は39ヵ所・604,357千円

（うち転屈 8,321千円）・採択率89％となっ

た。

尚、美瑛町の査定額は上川支庁管内の他市町

村に比べ極めて大きく、管内の24市町村の合計

2,616,884千円の22.8％に及ぴ被審の大きさが

解る。

-=_
-h-_-—__—___———— 

__
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以上の査定内訳は表ー 1のとおりである。

(2) 査定に漏れたものの今後の措置

島牛川（五稜）・ポン旭川・第 8川（旭）、二股

Ill・ 下二股川（二股）など被者がありながら時

間の都合等で在定を受けられなかった河川がか

なり残されている。

これらは昭和57年の融雪災で対応したいが、

その復旧額は 1億5千万円程度に達するであろ

つ。

(3) 災害復旧工事の実施状況

I) 応急復旧工事

緊急を要し在定まで待てないバス路線で交

通止となっていた、朗根内上俵真布線九線橋

地先、美瑛五稜線谷地先は全応急復旧工事と

して 8月10日に発注した。

また新栄新星線（新栄下川）地先については、

内応急復旧工事として通行に竹しく支隙のあ

る部分を 8月17日に発注した。

応急復旧は、計3ヵ所在定額18,049千円に

対して工9Jiil'i負発注額17,692千円である。

尚、予鉢は新栄新星線は、内応急で本予算

で追加し、その他は専決処分による。

2) 第 1回発注

第1回の壺定を受けた13ヵ所のうち、応急

復旧分を除く 10ヵ所のうちから、道路4ヵ所

と河川の梢プロックエによるもの 1ヵ所計5

ヵ所について 9月18日発注し、その在定額、

39,395千円に対し工事詔負額は38,900千円と
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なった。

3) 第2回発注

第1回在定のうち、残った 5ヵ所（河川の

み）について10月17日に発注し、その森定額

99,544千円に対し工事，翡負額 100,200千円で

ある。

4) 第3回発注

昭和56年度の発注はエ期的条件もあり、第

1回在定分の13ヵ所に止める予定であったか

11月9日の議会当日、道より「発生年度の実施

額は通前30％であるが今回は40％を目標に実

施のこと」の通知があり、議会の了承を得て

淋決処分で予鉢の追加補正を行い、更に 1億

円程度を発注することとなった。

11月18日に、第 2回在定のうちから、河川

6ヵ所・在定額で95,586千円・工事晶負額で

97,100千円を発注した。

5) 第4回発注

第3回の発注後、更に翌1年度の繰上げ実施

で全道平均45％の目標が示され、支庁の強い

指消もあり、 12月議会で予鈴を補正し、 3ヵ

所在定額51,632千円を12月19日に発注したが

工事請負額は50,800千円であった。

6) 全体の発注

工事の発注は22ヵ所・壺定額304,206千円・

工事硝負額 304,692千円となり、これが完了

すると復旧率は50.3％となる。

尚、発注の内訳は表ー 1のとおりである。

3.町単独災害復旧工事の概要

災審発生と同時に水防活動を開始し、被害の増

大を防ぐとともに、 8月7日に災唐対策費とあわ

せ現年災町単独災害復旧骰11,100千円（工事i1,i負

伐 7,000千円・重機借上述搬 1,500千円，査材牝

2,600千円）の補正予算を専決処分で措附、当面

の復1日に箔手した。

また、調在結呆により 9月定例議会でさらに、

14,000千円を追加して町単独費の復旧工事を実施

した。

この実施状況は、

(1) ,¥,'i負による工事ヵ所道路41ヵ所・河川27ヵ

所・計68ヵ所で、工事1'iは25,150千円（予算

補正との差額は補助事業分を流用したもの）

(2) 河道照理など軍機借上による実施分42ヵ所

1,451千円

(3) 賽材1,Iのみを支出し、町の重機等と「道路

工手」により直営実施したもの28ヵ所・ 2,598

千円

(4) 台風15号による「公園，街路」の樹木復旧

3,750千円

(5) 町有車両が災雹復旧に稼働した状況は、 8

月5日より20日迄の間で、ダンプ1日5台、

延69台／日、 12,424km、ショベル1日2台延21

台／日81時間、グレーダー 1日2台延26台／日

176時間である。

夕張川太田地先（苅工iiijと完成）

4.国費関係災害復旧工事

旭川l}fl発建設部が行ったもので、工事は旭川河

川事務所が実施した。

(1) 被害の状況

美瑛IIII奴ぴ辺別川の直轄管理区間 (1級河川

指定区Ill]外）の被雹が主で、国道等はなかった。
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芙瑛川旭第4青島地先（祈工liij8月6日‘lふ知堤▲ 99俊岸完成 8月24日）
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被害は築堤の欠壊など美瑛川で6ヵ所、辺別川

で4ヵ所計10ヵ所、被害額は 435,655千円であ

る。尚、緑栂下流「花園 5丁目」左岸は、実施

中であった築堤工事の施工により復旧された。

国の災審は、一般災審と緊急災者復旧工事が

あり、 8月8日には緊急災唐の承認があり、ただ

ちに概算設計で緊急分を業者発注して、実施設

計を11日に取まとめ契約したようで、危険ヵ所

については、極めて敏速に対応した＾

一般災者についても 8月12日より設計の取り

まとめを開始して、 9月7、8日に建設省のエ

法協議（補助の場合の壺定）を行い逐次承認を

受けて滸工したようである。

(21 復旧状況

災害発生後ただちに緊急災分を辺別川は 3ヵ

所のうち西神楽頭首工地先 (Jl!l第4青島地先）

外1ヵ所を、美瑛川は美沢19線地先外3ヵ所、

計5ヵ所を 8月10日より消工し、機械・衰材・

労力等を総動貝する昼夜にわたる突i［作業を行

い、早いところで8月19日に完成し 8月29日に

は5ヵ所の全部を完了する索早さであった。

関係住民はその迅速さに鷲嘆している。

一般災は辺別）II旭橋下流地先と、美瑛川の憩

栃下流地先を除いて 3ヵ所計4ヵ所が、 10月31

日～11月21日までに滸エされ、 12月18日までに

3ヵ所が完成し、みどり栃上流地先も近く完了

の予定で、昭和56年の復旧事業骰は 391,926干

円となり、復旧率は93％となる。この内訳は表

-2のとおりである。

5．道関係災害復旧工事

道関係は旭川土木現業所の事業が主である。こ

のほか旭頭首エが上川支庁の道営で実施予定であ

るが別項に記載したので省略する。

(1) 被害の状況

宇莫別川・辺別川・附杵牛川・ルベシベ川など

道骰河川 (1級河川指定区間外）が大きな被害

を受けたが、昭和56年度内に建設省の災審壺定

を受けたのは、宇莫別川・辺別川・置杵牛川の

3河川である。ほかは昭和57年度以降の機会に

回されており、また壺定を受けた 3河川のなか

でも在定漏れがある。

被杏の状況は表ー 3のとおりで、宇莫別川の被

審が大きく、特に辺別川合流点から 1番橋のIll!

3.8kmの下宇葵別地区の被災が甚だしく、．災

審復ll:l1'iだけでは再度災甚を受ける恐れがあり、

改良費を加えた災杏復旧助成事業として申iliす

ることになった。尚、助成区間を含む道の被沓

額は 1,651,467千円に達し、上川管内合計額

4,626,438干円の35.7％を占めている。

(2) 復旧の状況

災審発生後8月25日に、辺別川俵真布九線橋

地先右岸 300mを応急復旧として滸工し、他は

災害壺定を待って緊急度の高いものから順次発



注され、 10月に 4ヵ所、 11月に 8ヵ所が完了。

12月以降に 6ヵ所が予定されており、昭和56年

度内に計18ヵ所壺定額で56%（助成区間を除く）

の復旧率となり、その状況は表ー 3のとおりで

ある。

6.道費下宇莫別地区宇莫別川

災害復旧助成事業

聖台ダムの水文記録は後に詳述するが、通常の場

合は、満水時（約400万m'）の2分の1(191万m')程度

であるが、今回は降水批が多く、 8月4日14時で

約 370万面が貯水されていた。 （昭和50年8月災

苫の場合は水不足ぎみで 50m’程度）

このため 5日7時30分には満水となり越流しだ

し、 10時には下流宇莫別川の流下能力限度約70m'

（河梢が狭いため少い）に達し(68m'）、 11時には98

m'となり、各所で氾濫しだした。

14時30分には 130m'に達したが、 17時頃から減

水しだした。

下宇奨別市街地が全面的に没水し、道路も通行

不能となったのは、型台ダム下流の河川岸の立木

が倒れて流出し、河川のカープ・頭首工等にこの

流木が懸り、流れをせき止め低地や用水路に流入

してこれがあふれて没水したためである。

一番橋上流から型台ダムの間でも、前川地先田

流失 0.8ha等の被害はあったが、下流の辺別川合

流点まで 3.SkmllJ］がもっとも激し〈、 12ヵ所の河

... 
置杵牛JII藤田地先（苅工前2月16日写、 3月5日渡岸完成）

川欠壊・床上没水］2戸・床下没水22戸・田畑の流

失埋没9.52 ha・冠水34,64ha・浸水3.Sha・その他

の浸水59haの被害を生じた。

(1) 事業申請の経過

被害が激甚であったことから、地区内では単

に被災ヵ所の災害復旧をするだけでは根本的解

決にならず、将来に不安があるので、この際復1日

とあわせて築堤新設を要望すべきとの声があがっ

た。時を同じくして旭川土木現業所においても

改良費を加えて一定計画の河川改修を実施すべ

きとの謡見が強く、災害復旧助成事業の検討が

開始された。

被害の状況から助成事業成立の見通しはある

が、本格的築堤となり用地を大きく要すること

から、関係者の用地に対する協力が不可決であ

る。土木現業所としては、 この点が最も懸念さ

れることから、地元関係者と協議し、同意を得

てから申訊lをすることとなった。

地元関係者は 8月16日に下宇莫別川災害対策

委貝会を結成していたが、 これを宇莫別地区災

害復旧促進期成会に名称を変更して、 9月5日

陳梢と説明を受けるため山崎久盟会長ほか］0名

の役貝が土現に出向いた。

土現は、助成事業として申請する要件として、

地元関係者の同意粛の提出を求め、 9月9日に

現地において全貝を集め説明会を開催すること

になった。
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説明会の結果、反対の意向を表明するものも

あったが、ほとんどが納得し後日同訟iItを提出

することになった。数日を経ずして全貝の同窃

が得られたので、 9月21日助成事業実施につい

ての要望魯に同慈礼Fを添付し土木現業所に提出

した。これを受けて土木現業所は本格的申，i1り作

業にとりかか I)、10月9日には建設省災曹復旧

助成事業専門官の事前調在を受け、計画のつめ

に入った。

(2) 事業成立とその概要

10月23日、災杏部分の壺定が行われ、 12ヵ所

復IE!延長 3,930m（左岸 1,351m・右岸 3,125

m• 支流左右岸各80m) 857,460千円の申，il'iに

対し、 12ヵ所・ 3,966m（左岸1,285m・右岸

3,116m ・支流左右岸各80m)785,576千円の代

定となった。

この災苫牝に、助成牝 944,424千円を加え、

1,730,000千円で災吾復旧助成事業をrtl,i1りした。

事業は助成1,1の割合が50％以下であることが

原削であるが、経済効果が大きい場合、或いは

用地1,1等9：：多額にのぽる場合は、助成1'iが50%

〔芙瑛川美沢 9線原田地先）
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以上であっても採択されることになっている。

本地区の場合は、橋梁，頭首工など附幣事業

が多くて、助成1,Iか50％以上になった。しかし

用地竹が多額ということにはならず、経済効果

が決め手となる訳であるか、これかさほど高く

なく採択までに種々の問題はあったが、助成費

の申，i1,I額944,424千円に対し887,000千円（減

57,424千円）が認められ12月23日1,690,644千

円で内定した。（内訳別記）

堺業の概要

施行延長 3,820m計画洪水流批師秒410m'

河輻堤I:：160m低水敷幅、 J3.0~18.5m

附喘事業 国追柚、鉄追橋、近道橋各 l

頭首工 l

(3) 実施状況

事業は災寓発生年度を含めて 4年間で実施す

ることになる。昭和56年度は 403,330千円の予

鈴がつき、年度中に用地買収補位（建物等の年

度中に移転できないものは除く）と、一部工事

が実施され上流より桁手する。

0.  ≫9 

被災状況から完成(8月29日）まで



表― l 町公共土木施設災害状況 単位： L~m

対図 被 災 力 所 被 杏 状 況 復 I I:I 状 況

番号 路線・河川名 地先名 報告額 申 ,i,'i額 在定省ii 復 旧 内 容 介定 発注 工期 完 成

3294 美瑛阿満線 花園土井 30,00「~0’’’ 22, 00閑'’ 21,18,0,,, 復旧延長 L~104 !iiプロックエ %~% リ；； ％～％ 57. 1.30 

3295 II 大 1111 20,000 15,603 15,603 ＂ L=95 ＂ ＂ ％ %～% 57. 3.13 

3296 中本 KP% 50,000 71,490 61,095 ,, L=239コンクリート擁壁工 ＂ 
3297 ＂ KP% 

35,000 54,213 49,130 ＂ L-146 
,, 

＂ 
3298 ＂ 中本橋 18,000 26,144 23,511 ,, L-96 梢プロックエ ＂ ％ %～％ 57. 1.30 

949 美園 江花 23,000 24,988 22,843 ＂ L-120 ,, %~% ％ %~% 56.11.27 

小 計 176,000 214,446 193,362 

3299 新栄新星線 新栄 竹内 3,000 1,754 !, 754 ,, L=27 盛土、土留エ段耕工 %~% 

3300 II 周東 2,000 1,252 1,252 ,, L~l8 ＂ ＂ 
3301 II 佐藤 5,000 907 912 ＂ 

L~33 盛土段耕工 ＂ 
950 ＂ 下川

9,000 6,719 6,840 ＂ 
L=71 盛土、土留工段耕工内応急 %~% ％ %～% 56.10.21 

小 計 19,000 10,632 10,758 

4220 白金美瑛線 白金育成牧場 819 819 " L= 7 盛土、土留エ段耕工 %~% 

4221 ＂ 両泉橋
9,000 6,535 5,440 ＂ 

盛土、ク，；良リ芝ー、路ト郎舗エ装L=91 コン 擁限 L=9 ＂ 
小 計 9,000 7,354 6,259 

4222 美望ヶ原美沢線 白金育成牧場 1,279 1,279 ＂ L=17 盛土、土留エ段耕工 %～% 

947 朗根内上俵真布線 朗根内 9線橋 10,000 7,883 7,688 ,, L-55 盛土、路態エ舗装工全応急 沿～％ ％ 8// ,0 _-9// ,0 56.9.10 

948 美瑛五稜線 夕張谷屋 3,000 3,549 3,521 II L=23 盛土、土留エ段耕エ II 

＂ ＂ 56. 9.10 

951 美馬牛ルペシベ線 ルペシペ横山 3,000 985 1,027 ＂ L=13 盛土段耕工 II ％ %～,%， 56.10.21 

952 み ど り 線 みどり滝沢 2,000 1,784 1,818 " L=20 盛土段耕工土留エ ＂ 
II 

＂ 56.10.23 

953 新区画下宇葵別線 新区画嵯城 4,500 4,147 4,049 II L=90 盛土段耕エ舗装工 ＂ ＂ ＂ 56.10.31 

77 

3293 宇痰別明治線 下宇前川 15,000 4,613 4,524 ,, L=180盛土張芝路盤工 %~% 

— 「― /‘”ら‘:i 
くら ' •!~ / . ヵ/‘/所s：、 ~ / ； ,.~ , ／ さ 1 241,5OO ， 234,285 

/‘ ジ " / / /”/‘/  : 五i 256, 672 ． 
／ 9； 



己
942 宇 莫 別 JI[ 藤山稲川上

} 75,000 l 25,949 15,102 復lH延長 L=177蛇篭エ L=177 %～％ ％ %~%  56.12.19 

942-1 ，， 稲川下 4,200 " L=44 ” L=44 
,, 
＂ %~%  56.11.28 

943 II 盛 45,000 46,243 47,!OS ＂ L=398 II L=556 ＂ 
II '¾.-¼, 57. 1.30 

小 計 120,000 72,192 66,410 

3282 骰 杵 牛 JI[ 協英下司
9,6001 

9,395 9,395 ＂ L=70 連結プロックエ L=95 %~%  ％ %~%  57. 3.13 

3283 ,, 餌取 9,791 7,814 ＂ L=69 ,, L=79 ＂ ％ %~％ 56.12.17 

3284 ,, 桑尾 18,000 31,708 30,429 ＂ L-282 ,, L-416 ＂ " %~%  57. 1.11 
3285 ,, 協英橋 45,000 28,456 26,634 ＂ L-279 ,, L~368 

＂ ％ %~%  57. 3.13 

小 計 72,600 79,350 74,272 

944 夕 張 Ill 美田太田 14,000 16,790 9,658 ＂ L=69 梢プロックエ L=l49m %~% I % I%~%, I 56.11.20 
3287 ,, 束

96,000 { 
60,603 52,481 " L-325 !99t役iプロ）よック：E L=647 %~％ ユ L-325

3288 ,, 北芙低 34,775 28,629 " L=183 f護l'iプロッLク~エ6L~216 ＂ 床.J.: 2.j'f濱乞I:4 Aし

小 社 110,000 112,168 90,768 

945 I美 田 Ill 美田岩田 25,000 20,264 18,216 ＂ L-130 弾結プロックエ L=230 %~% ％ %~%  56.12.19 

9461 ＂ 水口 8,000 15,402 14,918 ＂ L-107 ,, L=107 " II ＂ 56.12.19 
4ヽ ,}|• 33,000 35,666 33,134 

3289 俵 9．'ヽゞ' ・ 布 Ill 俵真布稲辺下 11,000 8,569 7,142 ＂ L=98 " L=196 笈繋， I % I%-% 1 s6.12.24 
3290 " 稲辺上 8,000 6,664 5,510 ＂ L=75 ,, L-150 ＂ " 

,, 56.12.25 

3291 ＂ 畑野 11,000 12,173 8,941 ＂ 
L=79 柏護プ1ロ-ltッエクエ LL==7l9 58 

＂ 
小 ,il~ 30,000 27,406 21,593 

3286 森 山 Ill 藤山入 n: 27,000 24,620 17,677 " L=145 伯汲プロックこ1.:L =283 床こI.： L-134 I ＂ 
3292 ルペシペ 3線川 ルベシペ西出 33,000 33,346 29,849 ＂ 

L=213 l設'，iプロッ：ク1ここL: L=445 
床 L-213 " 

4217 オ マ ン JIJ 美園 1号橋 2,000 3,538 3,538 ,, L ~26 1/1プロソクエ L=26 %～%| ％; | %-:％・，| 57~ 3.13 

4218 美馬牛中の沢川 美馬牛佐藤 (815,3,02010 ) (817 ,321) .245 
(86,:l21. ) 5 
l. 83 " L 210 紐設プロッ」ク：」: L~225 ＝ 床 L-25 ＂ 

4219 ポ ン 旭 J l l 旭 石井 14,300 16,697 15,996 ＂ L=127 f.1fli i，1プ1ロ1'-,,―が,．1こL1= =2・ 2̂ 4 ^ I ＂ 



表ー 2 昭和56年度直轄河川災害復旧事業概要

対図番号 被災個所名 承認額 実施額 実 施 概 要 工 期 備 考

-T-Fl -T-Fl 
56.10.31 一般災

1 辺別川旭橋下流地先 25,850 24,550 ・護岸工 L=170m A=l,972m' 
-57.2.8 56.12.18完成

2 辺別川旭第 3地先 21,103 19,400 ．詭岸工 L=90m A =1,476m' 
56.10.31 一般災

-57. 2. 8 56.12.18完成

3 辺別川西神楽第 1頭工地先
L=150m 工 L=150m 56. 8.10 緊急災

37,125 35,900 
・築堤 V=5.， 300m' ． 護岸 A =2,850m' ~56. 8.24 56. 8.24完成

4 辺別川鉄道橋下流地先
L=lOOm L=lOOm 56. 8.10 緊急災

18,272 22,140 
・築堤 V =2,290m' ・護岸工 A =l.， 668.5m' -56. 8.19 56. 8. 19完成

5 美瑛川憩橋下流地先 31,594 ・護岸工 L=150m A=l,650m 
一般災

6 美瑛川緑橋上流地先 ・渡岸工 L=202.3m 
56.11.21 一般災

46,589 43,746 A =2,843.2m' 
-57.3.26 

美瑛川美沢 9線地先
L=240m L=240m 56. 8.JO 緊急災

7 98,090 88,850 
・築堤 V =10,900m' ・護岸工 A=3.’ 360m' -56. 8.29 56. 8.29完成

美瑛川美沢19線地先
L=240m L=240m 56.8.10 緊急災

8 81,386 82,600 ・築堤 ・護岸工
-56. 8.29 56. 8.28完成V =12.4， 00m' A=3,120m' 

美瑛川美沢20線地先
・築堤 L=170m L=170m 56. 8.JO 一般災， 69,129 69,100 
V =7,900m' ・護岸工 A =2,210m' -56. 8.24 56.8.24完成

美瑛川美沢20線地先
・護岸工 L=15m 56.11.14 一般災， 6,517 5,640 

A =195m' -57. 1.22 56.12.15完成

10が所 9ヵ所

計 435,655 391,926 
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表ー 3 道公共土木施設被災状況
単位： L＝m A=m’ 

対団番号
被 災 個 所 被 災 状 況 復 IEI 状 況

路線・河川名 地 先 名 査定額 復 旧 概 要 発注月日 摘 要

1175 美馬牛神楽線 美 園 26,243印 復旧延長 L=306もUtプロッLクA=153.5m'滋上コン V=II6m' 56.11.13 57.2.20 
トラ ー 190mほか

1176 五 稜 1,436 ＂ 
L=!Oコンクリート擁壁L=!Om落石防止棚L=!Omほか ＂ 

56.12.25 

小 計 27,679 

1172 松山美瑛線 長 城 墜 32,264 " 
L 62 コンクプIJロ, Hク痕5吹07L-40m根批エL-22m 56. 10.13 56.11.16 
＝ 杜艮lol ．ソ 空 m̀

3444 」ユ・ 琴 の 岩 9,709 " L=56根固エL=56m509空m' 56.12.18 57. 2.15 

小 計 41,973 

3435 ルベシペ上窟良野線 股 脊 葉 1,598 ＂ 
L=17梢プロック A=38m (L=J7) 56.12. 8 57. 1.20 

道 路 計 5ヵ所 71,250 5ヵ所 71,250発注率100%

2429 辺 別 Ill 横牛横牛枷下流 38,709 ,, L＝佐）198連結プロック A-1,764m'根固エL-194 56.12. 15 57. 3.12 

2430 " ＂ 上下流 16,821 19 L=（6181 ＂ A=734 " L-82 年度内

2431 II ＇，上流 25,006 ＂ L＝岱125 ＂ 
A-1,420 JI L=80 56.12. 151 57. 3. 5 

2432 
,, 幸橋下流 13,001 " L＝佐75

,, A~599 ＂ 
L~56 57. 1.26 57. 3. 2 

2433 " 幸橋上流 10,959 ,, L＝佐）54 " A=440 " L=56 

2434 朗根内藤 岡 18,148 ＂ L＝佑132 ＂ A~921 II L=73 年度内

2435 ＂ 石 丸 13,876 ＂ L=（伶115 ＂ A=828 ,, L=30 
913 

,, 舟 木 30,595 ,, L~ll,"ll60 ＂ A =1,730 99 L=110 年度内

914 ｝｝ 大 渕 14,158 ,, L=（61100 ,, A-753 ＂ L=50 
917 ＂ 9線橋上下淀

62,757 ＂ L＝固300
II A =2,630 ＂ L-178内応急

56. 8.25 56.12.17 

916 俵兵布9線橋下流 11,380 ＂ L＝佐56 ＂ A-504 II L=56 

915 ＂ 伊 藤 27,092 ,, L＝佐う］33 ＂ A-1,197 ＂ L=133 
918 

,, さ才し、 田 25,613 ＂ L＝臼147
II A =1,204 ＂ 

L-106 年度内

小計 13ヵ所 308,115 8ヵ所 230,650発注率74.9%

870 itt 杵 牛 J l l 向上藤野橋下の 1 8,022 ＂ L＝佑62 連結プロックA=558 56.10.30 56.12.10 

871 ＂ 
II 下の 2 12,757 ,, L＝佑99 ,, A=920 ＂ 

56.12.10 

2437 ＂ 水野沢橋 26,978 ＂ 
L＝佃133固110述結プロックA=l,780根固工L=18

2438 ＇，水野沢橋上流 3,143 ＂ 
L＝佑25 連結プロック A=175

872 下桔美保 田 20,448 ＂ 
L＝佐）ll8(佐98連結プロソク A-1,493 56. 12. 8 57. 2.16 

2439 
,, 佐々木 8,595 ,, L＝佐）88 連結プロックA-574

873 上梢美 白滝橋下 6,575 ,, L＝固50 ＂ A=333 根固工L-19



874 骰 杵 牛 J I | 上桔美福 家 11,967刊'1復111延長 L-1位117 迪結プロック A=866 57. 2.12 

875 ＂ 道藤下流 3,542 " L=({,130 99 A-195 

876 ＂ 道藤上流 3,778 ＂ L =（｛り32 " A =208 
2440 ,, 森 田 6,970 ＂ L＝曲56 ,, A~388 57. 2.12 

877 骰杵牛中央坂田 9,166 ＂ L=（位100 ＂ A =650 ＂ 

878 ＂ 柳原 6,468 ,, L=1位67 ＂ A~436 57. 1.26 

2441 " 安藤 9,321 ＂ L=(ijjl!7 ＂ A-802 57. 2.12 

2442 ＂ 南保 8,853 ＂ 
L~(i祁90 ＂ 

A=56] 

2443 ＂ 干田 5,047 ＂ L=（伯46 ＂ A =281 

879 薗杵牛協英大滝橋上 5,036 ＂ L=I位53 ＂ A=345 

880 
,, 
平 I iil 20,263 ＂ L＝佐）114（位118 " A =1,536 年度内

2444 ＂ 下 司 8,412 ＂ L-1/,193 ＂ A=592 

小社 19ヵ所 185,341 ＂ 
9ヵ所 105,382発注率56.9%

903 宇 淡 別 Ill 中宇莫別近藤 25,718 ＂ L=（{i161 辿結プロックA-960 築提工L-75

＂ 
根固エL-158

904 ＂ 浦 30,030 " L=（｛祖lo 連結プロック A-880 築堤エL-90 年度内

根固エL=110

905 ＂三番橋上流左 28,203 ＂ L=V.'1140 連結プロック A-1,102 築堤エL=］00 56.11.27 57. 2.15 

根固工L-140

906 " ＝番橋上流右 34,536 " L=（£)191 辿結プロソク A~l,520 根固工 L~189 年度内

907 ＂ 佐藤 39,202 ＂ L=(l，')22l 連結プロ／ク A-1,785 築堤エL-150 56.11暑27 57. 3. 2 

根固工L=190

908 ＂ 内田 32,160 ＂ L=（岱165 連結プロソク A~1,320 築堤エL=114 56.11.27 57. 3. 2 

根固工L~I65

909 
,, 
藤井 60,827 ＂ L=e11403 連結プロソクA=3,459 築堤工L-160 56.11.30 57. 3. 8 

根固エL-180

910 上宇葵別吉井 50,509 ,, L=1伶370 連結プロック A=3,210 槃堤工L=73 56.11.30 57.2.22 

根[el工L=120

小計 8 ヵ所• 301,185 ＂ 
7ヵ所 275,467発注半91.5%

宇 莫 別 JII 下宇哭月lj その 1 91,260 L=（fil635 ITT 述結プロック A~3,869m' 排水工～ 2ヵ所 （助成区間）

根固工L=370m 1,295空m'(It -1,488コ）

8
1
 



82 

宇 -,.ン入.,.． 別 Ill 下宇莫別 その 2 86,95訊F L=492m（左61m右462m)連結プロック A=2,998m'排水工～ 1ヵ処

根固工L-376m1,332空m'(1t -1,530ケ）

その 1 その3 92,051 L=406m佐145m右370m)連結プロック L=515mA =3,60Sm' 

l 帯工～ 2 基根固工L~515m 1,803空m'(1t -2,072ケ）

その12 その4 75,616 L-293m（左177m右230m)連結プロック L-407mA-3,053m' 

まで一 帯エ～ 3基根固工L-407m1,425空m'(1t ~1,637ケ）

括図示 その 5 69,620 L-318m（左215m右270m)連結プロック L-455mA-3,3llm' 

帯エ1基積プロック L =455m A =3,311面根固IL=270m 1,015空m'(1I -1,166ケ）

その 6 67,111 L-255m（左） 連結プロック L-J26mA-995m' 

コンクリート片法枠エ＝129m根固工L=205m705空m'(lt ~810ケ）

その 7 59,484 L=322m（左19m右322m)連結プロック L=34lmA=2,618m' 

帯工～ 1 基根固工L~262m 917空m'(1t~l,054ケ）

その 8 91,795 L-510m（右）連結プロックA-3,885m'

根固エL-450m1,575空m'(!t~l,S!Om') 

その 9 36,560 L=l85m（左）連結プロックA=l,33Sm'

根固工L=185m648空m'(Il ~745ケ）

その10 32,180 L=!77m（右）述結プロックA=l,372m' 

根固工L~133m 464空m'(It ~533ケ）

その11 55,784 L-234m本流228m（左）支流80m（両岸） 連結プロック L-247m

A~l,973面 積プロックL=I27mA=378而根固IL=228m798空対(It ~917ケ）

その12 27,161 L-140rn（右） 連結プロック L=140 m A =l,050m' 

根固エ 490空m'(1t ~563ケ）

小計 12ヵ所 785,576 

河川計 52ヵ所 1,580,217 

合 計 57ヵ所 1,651,467 

注） ］．下宇莫別川災古助成ボ業全体計画 事業J!1,690,644千円（災害J!803,644千円 助成翡 887,000千円）

2.昭和56年度実施計画

災杏1t ＝査定決定額 785,576千円 Xl,023~803,644千円

事業我 403,330千円（災害1!50,000干円 助成¥!353,330干円）
発注昭和57年 1月26日

（助成区画）

57. 1.27 





ぼ宰

] 



言看叩喜予るダど万～-＇言―復、一^「甘繋「農戸璽 l-

町は各関係団体と連絡協議を行いながら対策を

進め、各団体においても梢極的な措附を講じたが、

その状況は次のとおりである。

1.美瑛土地改良区

8月4日より 6日までの間、全職貝により 17ヵ

所の取水頭首工の水門閉釦、ゲート操作を行うと

ともに巡祝、被害調壺に当った。

その後応急工事及ぴ災沓復旧工事の設計施工に

務めた結果は次のとおりである。

(1) 第3回理事会を 8月27日に開佃し、頭首工は

朗根内等9ヵ所、用水路は附杵牛協英等6ヵ所、

地区番号 地区名 工種 査定事業費 復18工事費 事 業

排水路中宇葛別等2ヵ所、揚水機 1ヵ所、被害

額42,000千円の被害報告を行う。

(2) 農林水産省第 2次査定を10月1~2日の両

日に受け、横牛頭首エ49,650千円、中宇莫別排

水路 3,372千円で採択された。

(3) 臨時総代会を 9月22日に1m催し、中宇硲別

排水（事業費 3,870千円）、横牛頭首エ（事業費

49,450干円）の施行議決と、協英眼首工等21ヵ

所1,600千円の単独費復旧事業の予坑補正を行う。

(4) 災害応急工事及び単独費復旧工事は 8月10

日より消工し 9月末に完成したが、工事箇所21

ヵ所事業費約 2,500干円である。

農業施設災害復旧工事の施工状況は次の通り

で、復旧率は90.6％になった。

砒 契約年月 8 滸工年月日 完成又予定年月日

98-16 中宇雑別 排水路 3,372Tl'I 3,000 [!'I L=40m S56年10月26日 S56年10月26日 S56年11月30日

98-19 横 牛頭首工 49,650 43,550 護床護i怜他 S56年12月29日 S57年1月68 S57年3月30日

（横牛頭首エS56年実施約90% 49,6SO"''X0.9=44,685叫

計 2ヵ所 53,022 46,550 復呵覗器ー90.6%

(5) 復旧は概ね年度内に終るが、分割施工した

横牛頭首エ（残批約10%）を、昭和57年度に実施

してすべて完了する。

2. 西神楽土地改良区

美瑛町旭地区 101戸、355haを湘がいする旭頭首

工の被害が最大であった。

8月3日夜半より 4日朝にわたる索雨のため、

4日3時より出水状況、被害状況の確認のため見

廻りを行ったが、旭頭首工は 6時現在で水位は上

昇中であったが被害は無かった。

同日18時見廻り時点でも同様であった。

5日6時見廻り時には、水位は高水敷を超え埓

水路の一部が被災し遂次拡大、堰堤体の約50％を

流失するに至り取水不能となった。

6日美瑛町及ぴ上川支庁に災害報告を行ふとと

もに、緊急にポンプ拗水機5基を設けて、臨時取

水を行ったが、これが復旧対策についての経過は

次のとおりである。

(1) 8月6日上川支庁及美瑛町で現地調壺

(2) 8月10日緊急理事会他4回にわたり理事会

を開催し、災害状況を報告し対策を協議する。

(3) 8月10日上川支庁で現地調査を行ふ。

(4) 8月11日旭川開発建設部長に陳梢する。
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（辺別！ll載牛幽首工l
簑岸＾漠床→床止エ諾行中 (57企 2写）

(5} 8月13日農林水産省て災古査定詞lj調壺を

行ふ。

(6) 8月31日及ぴ12月2lH総代会を開催し、予

鉾その他につき議決。

(7) 9月3日～ 4日牒林水産省第1次災害現地

査定が行われた，

(8) 11月6日大蔵省協議が終り次のように本決

定された。

地区番号 98-6 旭地区

工 種頭首工堤休及謹床随岸

査定事業費 210,145干円

(9) 12月9日北洵追開発局に1lJIiiiりする。

(I刈 昭和57年4月に取水するため、応急工事を

実施するが、道に要睛し道営事業として施工の

予定である。

本復1日工事は北悔道開発局に要硝し、治水上支

節のない施設とするため、河）11費と災専復旧事業

費残額を合併し、国百割の河Ill付幣工事として t

昭和47年より 4ヵ年の予定で実施される見込であ

るな

3， 聖台土地改良区

災害復1日事業等には直接関辿はないが、下宇窃

別地区及同市街地の災杏につき参考までに、

ダムの操作状況をダム管理事務所の賽料により記

録する。

（1} 概要
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8月4日1時30分より 6日4時までの地続降

雨によ＇）、上流河川が増水し、 8月5日7時30

分流入か始まり、直激的に幣11寺満水位になり鉦

秒 0心m'越流したが、増水前4日2時10分の貯

水位は 277mであった。

このためダム下流地城の危険防止のため、直

ちに美瑛消防罪（笑瑛消防団第5分団）に予備

警戒体制を要請する。

10時越流悩が毎秒68m'となったため下流域に

笞戒体制を要：iiりするとともに、サイレン及ぴ公

報車により固知し、普報連絡系統にもとずき関

係機関に迎報する。尚この措詔（はダム操作規程

により、 70rI1'に追する15分前に行うこど・になっ

ている。

5 814時30分に越流抵鋸秒 130m'に達し最大

となったが、 6日12時30分57面に減水し旭JII気

象台の大雨洪水警報も解除されたので下流地域

の特戒体制を解いたむ

12) ダムの操作状況

ダムには取水用斜樋がNo.1よりNa6まであり、

各々満間の1.20mで毎秒約5m’の放水能力を有

し、このほか排砂用とで7ゲートがあるか、通

常はNo.lとNo.2で調樅を行ふもので、その状況

は次のとおりである¢

1) 8月4日2時出水調整のため、斜樋ゲ

-1、No.2を閉扉し 0mとした，これは水

位が上昇することにより水没し操作不能

となるからである。

2) 8月4日2時10分出水整繁のため、 Na

lゲートを0,6(）9'，9間扉ずる。

3) 8月4日18時出水調整のため、 Na1ゲ

ートをl..20mに開扉するわ

4) 8月5日9時下流河岸机傷及び危害防

止のため、 No.1ゲートを Omに1射扉する0

この時点で超流水佃J..35mであったも

5) 放流は4)で全く停止して越流のみとな



り、 14時30分最大貯水位に達し、越流水

位も 0.675mとなり、設計洪水位にあと

0.235mに迫ったが、幸いにしてその後

横這いとなり、 17時頃より遂次減水した

が、 8月12日の栄雨の影押もあり、 16日

に越流が止った。

6) 8月6日より 7日に至り、越流堰に大

撒の流木等が懸り流下の不安が生じたの

と、下流の河川災害、応急工事の状況を

みながら15日にダムの放流を開始した。

7) 流木は湛水中の 9日に引揚を試ろみた

が処理不能のため、放水後の冬期に機械

作業で実施し融雪期迄に完了するが、約

〔聖台ダム・水位計と越流堰）
ふここ
応、

3,000m'の流木等を搬出し土取場跡地に

集梢の予定である。

8) 下流取水頭首工は、 4日1時にゲート

を揚げ取水樋門をとじた。 7日流木土砂

等を除去して、 18時に毎秒 0.4m'を通水

した。

(3) ダム越流量の状況その他

今回の越流批の最大は毎秒 130m'で、設計洪

水流批 175m'に対しまだ余裕があった。下流地

域に大きな災害をもたらしたのは河川岸の倒れ

た流木等が流水を阻害したのも一因であるが、

無堤で河梢の狭いのが最大の原因であった。ダ

ムの諸元及水文記録と越流批を参考に記載する。

水深67.5cmを示す水位計、毎秒 130m'の
濁流が越流する越流堰(8月15日15時写）

ダ ム 諸 元

ダム名 型台ダム

流 城 面 梢 57. I kn 貯 水 池 面 梢 0. 51 k" 

総 貯 水 iil 3,999 干m' 有 効 貯 水 :Ill 3,962 干m'

ダム天端標高 281.30 m ダ ム 高 26. I m 

設 計 洪 水 位 279. 18 m 常 時 洪 水 位 278. 27 m 

設計洪水流批 175 m/ s 計 画 日 雨 批 不 明 mm／日
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水文記録等
昭和56年8月4日～ 6日

項目 iI時間最大りt1ダム最大 最大流入批 最大越流fiti ！累計雨批 特 記 事 項
雨 貯水位

i 

9 1 5日 5[1 5日 5日 ii 日時～日時
111寺 刻 II-12時 15:30時 15:30時 15: 30時 4日ー 6日“

ぶ-g'mm/  h m Jn'／日 m'/S II ,. 数 1~l ょ． |14  I 278.84 130 130 202.2 

倣台ダム越流乱一院表

。
―
ー

言―
103-98-95-92
＿
初
一

82

理
i

批

管
一
流

台

/

[

＇

73-70-68-63-57-52 
8. 7
 

00 12 

註（英瑛町） I. 洪水の越流能力（洪水吐能力）は203.29面で（越流水深0.91m)これ以上になるとえ

ん堤に危険性が生じる。

2. ダム天端標高281.30m設計洪水位279.18.'で、その差は2.12 mあり設計洪水流蓋130m'

をこえてもえん堤高2.12mの予裕はあるが、この部分は比較的弱く危険である。

3. 今回のは能力203.29吋に対し 130吋であったのから、ダムとしては、まだ 73429m'の

余裕があったこ

4. ダムとしての限界能力（ダム天端迄満水の場合）は 381.9m'である。

4, 美瑛町農業協同組合

町その他各機関とともに災祖状況の調在、森材

また組合所有の工場、倉賄等の手当等を行った。

の防災、排水及入叩中の米の倉替えを全職貝で実

施し、 3日間で処樅を終らせたさ

今回の災寓状況よリ理事会の承認を得て、予算

措散を行い 9月4日に、霜勤理事が披災地を見舞

l戸当り床上没水20,000円を 2戸、農ったさい、

地の流失 t 埋没10a以上20,000円を32戸、またこ

れ以下の被唐に対しては、 10,000円を25戸に見舞

金として）崩呈したc

地区は大久保、新星・芙馬牛第 1.五稜第1.

美田第 3• 11!! ・骰杵牛協英・下宇莫別、藤山等で

あった。

小麦の乾煤調整には特に留紅して、仮貯蔵中の

発芽を防止するために馬鈴署倉雌を利用し、機械

の整備運転・乾燥技術に約1心の注謡をはらい操業

の結果、 3等規格以内で金誠政府買入れかてきた。
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二^ 床冗＂1△とさ ？ X -＂ 閂戸

被害発生の情報で直ちに開かれた調査

担当者会議 (8月5日8時30分写:1

1. 被害の調査

8月5日被杏発生との梢報により、 8時30分か

ら役場議貝控室で町・！災業委員会・大雪地区農業

改良普及所・美瑛農業協同組合・美瑛開拓農業協

同組合・美瑛町農民同盟の担当者会議を開催し、

方面別に次のように11班を絹成し調壺を行った。

1班旭・北瑛

2班大村・美田・五稜

3班ルベシベ・ニ股

4 班美馬牛•新星

5班福富三愛・水沢

6 班美沢•藤野・原野

7班新区画・附杵牛・明治

8班 下宇菜別・中宇葛別・上宇奨別

9班 横牛・朗根内・俵真布・忠別

10班酪／災関係

II班総括

被害の数批及ぴ金額を調在することは非営に困

難であるが、この時点では冠水した水稲、馬鈴署

等の病害虫の発生、麦の倒伏による穂発芽が予想

されるので、減収と規格外による所得滅を想定し

置杵牛協英地区の被害現地調査

て、 8月6日現在における被害状況を取りまとめ

た。結果は表ー 2のとおりで道に速報した。

下精芙での農村被害調査Rと同協英地区で不安

そうに洪水を見いる人びと〶 I 5 I」1i)
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2.被害の報告

被害調査とともに、町及ぴ各関係機関と被害牒

家自身の対応により状況が好転し、さらに上川農

業試験場と大雪地区農業改良普及所の技術指導の

もとに、関係団体の技術対策によって被害を軽滅

することが可能となったので、被害の算定には非

常に困難はあったが、農業委員会、普及所、農開

協による再調査の結果は、表ー 3のとおりで、こ

れを道に対して 8月15日現在の最終報告とした。

3.対応策

大雪地区農業改良普及所を中心として、町内関

係機関による各種対策を実施したが、これも確実

なる手法と、その有効性をただちに見い出すこと

が困難であった。

被害は長雨と冷湿害、日照不足等と複合して、

農作物全般に及んだが、特に冠水地域における水

稲、豆類、甜菜の被害・が大きく、また水稲転作地

帯に集中した傾向があり、時間の経過とともに実

態調査を行い、排水施設の修復、流入物件と土砂

の除去、病害虫の防疫、防除を中心にPRを行い

実施した。

また秋蒔小麦の刈取は、例年より 5日～ 7日遅

れて災害時点では約40％であったため、天候をみ

ながら徹夜で収穫し、農協ライスセンターは 3交

替の連続操業を実施、受入後の仮骰きに馬鈴薯貯

蔵廊を使用する等乾燥調整に特別の配應を行い、

結果的に大きな被害は生じなかった。

4. 被害の実態

農作物の被害は、最終的に収穫をして出荷し、

はじめて実質的被害の有無が判明するもので、

これを予測することは全くむずかしいものである。

農作物最終被害報告を作成する時点においては

これが衆目の一致したのころであったが、でき秋
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においては、必ずしもこれが一致するものではな

かった。

農作物は一時的な異常気象よりも、長期にわた

る条件と、特に経営管理と技術による結果が大で

あり、また経済梢勢にも左右されるため、被害を

特定することは至難であるが、参考迄に今年牒作

物生産額をまとめると表ー 1のようになる。

なお収罷において、平年より差の大きかった作

物の特殊事情を付記しておく。

(1) 豆 類播種後の低温で発芽は例年より遅

れ、さらに続いた低温のため生育が不良で軟

弱であった。加えて崇雨・長雨により土壌は

過湿のため滸英の滅少、粒数も少なく特に、

排水不良地城・転作地において根腐病も多発

した。又台風15号によって落業・英の被害を

受けるとともに、登熟期の天候不順も重なり

地域的に相当の被害を受けたため、地域的に

あるいは個々に、格差の出たことが特徴と言

えよう。

(2) 馬鈴薯 前記豆類と同様であるが、特に男

爵の腐敗は例年になく多く、被害は甚大であ

った。しかし農林1号の影咽は軽かった。

(3) てん菜 移植時は高温、多照で活焙は順調

であったが、その後低温で遅れぎみのところ

に崇雨・長雨で根群の活性が弱められ、排水

不良地では根腐病も多かった。又台風15号に

よって成葉が痛められ登熟期の不順な天候と



表― l 昭和56年／裳産物生産額調；lt

平年10a 本年10a 
作物名 作付面積 本年収iit

当収羅 当収批

稲 I 1,271 1日＇I I ， 
kg kg ks 

水 472 456 5,795,760 

小 麦ll 2,880 j ， 330 340 9,792,000 

大 豆 284 I 209 170 482,800 

I 小 豆 1,172 ， i | 192 105 1,230,600 

菜 豆 523 189 103 538,690 

馬鈴薯 1,5161 ， 
3,520 2,640 40,022,400 

てん菜 i 842 5,295 4,633 39,009,860 

たまねぎ 22 4,447 4,447 978,340 

り んご 2 724 724 14,480 

牧 草i1,640 3,820 3,782 62,024,800 
背も 刈ろ こと しぅ 241 5,987 5,628 13,563,480 

I 
A ロ 計 10,393 

重なって根部の肥大は著しく悪く予想外の滅

収となった。

(5) 麦類越冬前の生育は良好で、融雪後の

雪腐病の被害も少なかった。 4~5月上旬の

高温で越冬後の生育は極めて良く、茎数も例

年より多かった。収穫期における索雨•長雨

で倒伏し、穂発芽が予想されたか、適期昼夜

刈り取りと、農開協の乾燥調撒施設における

10 a 当
本年生産額 減収額 摘 要

収枇比率

干円 千円 ％ 単価は、道の災’占報
56,534 1,611,221 96.6 i9tIII紺t一価格を採用

1,653,868 103,0 

138,482 31,769 81.3 

470,950 390,21G 54. 7 

146,523 122,340 54.5 

1,680,940 560,314 75.0 

819,987 117,166 87.5 

74,158 100.0 

2,493 100.0 

403,161 4,051 99.0 

166,472 10,641 94.0 

7,168,255 1,293,031 

雨に叩きつけられ、濁流にあおられた水稲

濯杵牛上梢美、 8月5日写）

青だたみを敷きつめたように （村山、 8月5日写）

牧草は倒伏した．

芸
;J 

調整により、規格外を最少限に食い止めるこ

とができた。
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表ー 2 農業被害速報

1速報ー 1 農作物等被害］

支庁 名 上川 支庁

市町村名 美 瑛 町

災害の種類 集中栄雨及ぴ暴風雨 災害発生月日 昭和56年 8月5日

被害地城 美 瑛 町 調査月日 昭和56年 8月6日

被 害 状 況

区分 項 目 龍報記号 被害数批 被害額 備 考

水 稲 ア 63ha 10、937千円

麦
大 麦 イ

小 麦 ウ 848 412,036 

そ の 他 工
類
小 計 オ 848 412、036

豆
大 豆 力 28 3,858 

J器 小 豆 キ 95 26,249 

農
菜 豆 ク 10 2、155

え ん 豆 ケ
類
小 計 I 133 32,262 コ

馬 鈴 し よ サ I 31 35,611 

作
とうもろこし シ

そ の他雑費 ス ， 1,617 ソバ
工 て ん 菜 セ 16 3,076 

芸 は つ か ソ

作 そ の 他 夕

物
物 小 計 チ 16 3、076

作 り ん -‘̀ ッ
果 ｀ な し テ

ぶ ど ぅ ト

樹
そ の 他 ナ

小 計 二

被 果 莱 ヌ 2 4,722 
野
葉 茎 菜 ネ I 1,483 

根 菜 ノ ， 19,403 
その他 '‘ 6 I 05 スイートコーン

菜
小 計 ヒ 18 25,713 

物
害

飼
牧 草 フ 8 516 

デントコーン ヘ

料 え ん 麦 ホ I 126 

作 根 菜 マ

物
そ の 他 ミ

小 計 ム ， 642 
その他畑作物 メ
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区分 項 目 電報記号 被害数蜀 被害額 備 考

畑 作 物 計 モ ha 千円

A 口 計 ヤ I, 127 521,894 

乳 用 牛 ユ

家 肉 用 牛 ヨ

畜
馬 ラ

豚 リ

| | 被害

に わ と り ｝レ I 
そ の 他 レ

計 口

1収穫物・加工生産物・畜産物 ワ 260 t 600 

採 内千苗 放 牧 地 ン

施
} 呂 農 施 至Rn. げ） 3ヵ所 550 必浸礎水布破令岐 21棟棟

共同利用施設 （イ） ,, 
設
牧 野 施 苦n9又し （ウ） ＂ 被
果 樹 の 樹 体 （エ） ＂ 害
地方公共団体施設 （オ） ＂ 

総 計 （力） 523,044 

I速報ー 2 農地等被害
支庁名 上川 支庁

市町村名 美 瑛 町

災害名 集中恢雨及ぴ暴風雨 災害発生月日 昭和年月 日

被害地域 美 瑛 町 調壺月日 昭和年 月 日

被 害 状 況

項 目 訛報記号 被害数批 被害額 備 考

I 
田 （キ） ha 千円

畑 （ク） 1111 34,430千円

計 （ケ） 1111 34,430干円

施
農 業 用 施 号n几

（コ） Iヵ所 175干円 農業用水路
否n9又t~ （土地改良施設）

被 代行災害復旧事業に
害 （サ） ヵ所 千円

関する施設

A ロ 計 （シ） 34,605干円

注1. 備考欄には、緊急飼料必要批、没水畜舎数、死亡、流失疾病別頭数等応急対策に必要な事項を記

入する。

2. 収稜物、加工生産物、畜産物のうち、｝災協又は同連合会の保有分については( ) f！卜で内数とす

る。

95 



表ー 3

確報（媒計） ～ 1 
w.  9 W 

災宮．の種類昭和56年 8月索雨災害

災害•発生年五［詞る二こ二
I 報告 I 
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支庁名 上）I¥ 支庁

市町村名 美 瑛 町

こ
甚準生産祉 甚隼生産額

被 害 面 梢 比 収穫皆無 被害
単 価
被害

総作付面積 甚準反収
被 害 程 度 別 面 積 換諄面梢 滅収槌 見込額

比 kg 千円 10％未満 IO~30% 30~50% 50~70% 70~80% 80~90% 90％以上
計

Ia 円 千円t I 

a b C d e I g h i i k I m n 

゜
p 

果 菜 類 29 91 1,735 1,579 161,374 3 3 3 45 102,200 4,599 29 

野 葉茎菜類 30 34 2,803 953 68,807 I 1 

゜
12,200 30 

根 菜 類 31 175 3,105 5,434 383,097 I 1 1 5 8 7 222 10,500 15,651 31 

菜 玉 ね ぎ 32 22 4,447 978 14,132 J 1 

゜
75,800 32 

アスパラガス 33 109 352 384 165,120 430,000 33 

類 その他野菜 34 308 826 2,544 198,764 5 1 6 1 7 266 34 

計 35 739 11,872 1,051,294 5 I 1 1 ］ 1 ， 19 11 274 20,516 35 

牧 韮 36 1,640 3,820 62,648 407,212 5 3 8 1 38 6,500 247 36 

飼 デントコーン 37 241 5,987 14,429 177,477 12,300 31 

科 子実用えん麦 38 55 210 116 12,981 3 1 4 1 2 lll,960 224 38 

作 府刈用えん麦 39 39 

物 飼科用根菜 40 21 5,866 1,232 15,030 12,200 40 

類 その他飼科 41 41 

計 42 1,957 78,425 612,706 8 3 1 12 2 40 411 42 

緑肥料作物そ 43 43 

の そ の 他 44 44 

他 計 45 45 

燿
乙£ 芯 9'

46 10,141 2叫9758,216,758 芯Jlu " ヽ :.<7 617 •;! ;, 29 833. 518 • 2,724 ‘‘‘ 364,507 46 -、
＂＇ 

合 計 47 11,412 210,847 9,849,174 142 66 27 7 617 I 31 891 528 2,770 377,295 47 

永 年 牧 草 48 48 

a b C d e f g h i j k I m n 

゜
p 

l 農作物被害報告書～ 2～ ¥ 

1.調在対象は主業牒家（専業澁家及び煤業を主とする兼業牒家、開拓者を含む）とすること。 2.|）り拓者分のみについては別業に作成し右上に「1111拓」と表示すること。
3.面ifれはすべて「ha」単位とし、単位未満は四拾五入とし、端数をつけないこと。

確報（集計） ～ 4 

市町村内 左のうち災害 被 害 程
主業農家戸数 をうけた戸数

10％未満 10~30属「品二砿
戸 戸

1,055 285 230 431 1 

I被害程度別農家戸数 I

度別戸数 （戸）

50~10%|10~80% |80~90% |90％以上

参

市町村農業総収入額 （千Pll

農産 I畜産 I 計 産

被

農

考

害 額（干円）

畜産 1 計

5
 

9,236,468 I 1,989,500 I 11,225,968 377,295 377,295 

注 1.主業農家 (I;i-1拓者を含む）について記載のこと。 2. I}り拓者分のみについては、別策に作成し右上に「19i1拓」と表示すること。
3. 被古程度は、牒業総収入額に対する虚作物、収稜物及ぴ畜産物の被古額合叶の割合とすること。



5, 資金及び共済金

(1) 資金手当

天災による被害農林礁業者等に対する安金の

融通に関する暫定措附法（昭和3倍F法律第 136

号）並ぴに自作農維持資金融通法（昭和30年法

律策165号）の適用を受け、衰金手当を行った

内容は次のとおりである。

昭和56年 8月索雨災害による災害資金内訳表

1、被害程度別農家戸数

表ー 4

i 主要農家戸数：
左のうち災害

| 
, •I ---

を受けた戸数

i 1,055戸 285戸

害程度別戸数

C 30-50% 50-70% 
5 

2.天災査金、 自竹司菜紐；柑fft含；

被害による査金希望農家内訳 被訴に対する衰金拮骰
区 分

煤家法人数 iI-左の被審額 i 天災査金 自作牒衰金

戸 千FII 戸： 千円 戸 i 千P1,

『
10 ： 12,959 4 ： 6,100 10-. I＇ 47,.527 , § ぶ ． ： 

計 10 47,527 ； 10 12,959 ！ 4 : 6,100 

個人 5 : 12,132 5 : 5,311 I 5 ： 4,700 
て 法叶人！

中

i 
： 

5 12,132 5 5,311 5 ； 4,700 

く個人 I 15 59,659 15 ； 18,270 ， ： 10,800 
I i，合計 法計人 i

： ： ； ； 

15 59,659 15 ： 18,270」， : 10,800 I 

3.天災衰金融沢、農協、湖協別

4鳴天災査金利率別内訳

数

訊％

5,05 1 2 

0
5
-三

3
 
15 
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5. 自作農維持査金融資内訳

美区瑛 ／器分協 I借入農:戸 I{〖。A8:：: 備 考

6.天災資金利子補給内訳

基禅 利子 左 の 負 担 区 分
査金区分

金利 補給率 国 道 市 町 村

年 6%X 1605 0 6%X 1170.0 5 6%X 17.5 
3％査金 100 

6% ＝年 3.9% ＝年1.05% ＝年1.05%

5.05% 
年
年 3.95%X 1500 0 3.95%X7烏― 3.95%X可烏一

9% 
資金 3.95% ＝年 1.975% ＝年0.9875% ＝年0.9875%

6.05% 年 2.95%X 150U 0 2.95%X寸烏一 2.95%X晨「
査金 2.95% ＝年 1,475% ＝年0.7375% ＝年0.7375%

(21 農業共済金

崇雨並ぴに台風15号の影押は特定できないが

水稲及ぴ畑作共済金の支払内訳は表ー 4のとお

りである。

冠水し、土砂が流入した水田
(；；炸l：牛川・＿L．．th災． 8月5日10時99i)

6. 治山・林道関係

治・
~ー

~
~
 

山

災害報告は 1カ所 150万円であったが、その

後の調在で4カ所の増となったほか、国有林に

おいても復旧計画があり、いすれも昭和57年及

ぴ58年度で採択実施される予定で、その内訳は

次のとおりである。

民有林治山事業要望個所調料t

力 Jりtl被舎状況
旭第4中村地先 地滑り、山腹崩壊

旭第 8翡林地先 地滑り、山腹崩壊

旭第 8平1111地先 地滑り、山llli崩壊町道欠壊

美田第 3合共済）也糸先[[ 地滑り、山11且崩壊

北瑛第 1裔農地先地滑り、

計

国有林治山事業計画

計画区分 Iヵ月t1 計画内容 I金 □正］
緊急復旧計画 アパレ川 ダム 1基400m'20,000千円

緊急復旧計画石の沢川 ダム 2基333" 20,000干~I

復旧計画涸沢川ダム 2基440" 22,000干II

計 ダム 5基 62,000干円

(2) 林 道

民有林についての林道被害は大きなものはな

く、逐次所有者が必要に応じて砂利敷、土盛等

を行い復旧する。

国有林は上俵真布林道等10路線・ 43カ所・延

長3,817m・71.880千円の被害で、災唱復旧林道

等緊急対策費をもって、昭和56年度では応急復

旧を含めて約50％を復旧し、残事業は昭和57年

度以降に実施する。
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表ー4 昭和56年度 水稲、畑作物、共済金支払内訳表

弓I 、ス口， A 共済金支払高 B 被 害 率. B A 

種 別
戸数 面 梢 収 祉 共済金額 戸数 面 梢 滅収批 共済金 戸数 面梢 金額

④水 稲
戸 a kg 円 F a kg 円 ％ ％ ％ 

489 126,229 5,236,112 1,455,639,136 65 8,957.5 60,503 16,819,834 13.3 7.] 1.2 

◎小 麦 639 286,386 7,332,982 1,312,603,778 293 65,094 675,362 120,889,798 45.9 22. 7 9.2 
牒
大 麦 11 2,848 50,834 9,099,286 6 1,678 17,189 3,076,831 54.5 58.9 33.8 

（一般一期） 220 47,752 474,325 84,904,175 
作
（ II 二期） 23 2,596 29,004 5,191,716 

災害~内訳

（穂発芽一期） 26 3,205 35,469 6,348,951 
物
（ ＂ 二期） 70 13,219 153,'753 27,521,787 

麦 ムロ 計 639 289,234 7,383,816 l,32!,703,064 297 66,772 692,551 123,966,629 47 23.1 9.4 

①加工用 236 41,389 17,104,055 233,025,566 67 12,360 895,169 15,176,578 28.4 29.9 6.5 
馬
②種子用 38 9,348 2,359,435 ll5,63!,045 

鈴
畑 ③食 用 270 37,944 12,275,955 441,836,095 133 20,246 1,301,121 58,537,371 49.3 53.4 13.2 

啓
ムロ 計 336 88,681 31,739,445 790,492,706 169 32,606 2,196,290 73,713,949 50.3 36.8 9.3 

大 豆 108 15,216 327,346 73,324,720 65 7,847 45,262 12,673,360 60.2 51.6 17.3 

作 小 豆 323 63,492 1,347,158 348, 922, 580 250 48,343 354,514 131,170,l80 77.4 76.1 37.6 

①手 亡 95 11,722 248,137 38,387,037 52 6,547 56,091 12,379,536 54.7 55.9 32.2 
菜
②金 時 105 12,075 256,151 55,229,636 63 7,611 45,667 14,065,436 60.0 63.0 25.5 

豆
物 合 計 164 23,797 504,288 93,616,673 104 14,158 JO], 758 26,444,972 63.4 59.5 28.2 

甜 菜 182 47,229 25,334,372 415,078,279 48 12,785 464,154 9,505,853 26.4 27.1 2.3 

◎/:Ill 作 計
(1,113) 238,419 59,252,609 1,721,434,958 

(636 ） 115,739 3,161,978 253,508,314 86.2 48.5 14. 7 
413 356 

④ ＋ ◎ ＋ ◎ (2,241) 
653,878 4,498,777,158 998 191,468.5 394, 294, 777 44.5 29.3 8.8 

A ロ 計 1,052 



→T'風1古必脅町f’-’'対策二
町有林・民有林を併せて I,077haの風倒被害が出た山林（既杵牛）

1 被害報告

8月23日降雨はともなわないが早朝より強風と

なり、 14時から17時までが特に強く夜迄続いたが、

13時頃より道道十勝岳温泉美瑛線他の町道等が風

倒木により通行不能或いは 1•HIIlj 通行となり、また

訛信堀話、 1じ気等の架線障憲が発生して砥気通信、

交通巡輸にも混乱をもたらした。

町は、各地域からの1ti報をもとに、 14時30分か

ら主として道路を中心に調壺を行い、各閲係機関

に通報し応急処附を求め、同日中に町道等の倒木

の除去を行った。

8月24日8時30分から課長会議を開き、対策を

協議し、 J裳林業被忠と家屋等の施，没について、 9

時から町と関係機関により 11班を紺成して地区鉦

に調在を行った。

き心公共施設、市街地一般被杏については担当

各課で調査を行うとともに、さらに被塞の大きな

地域は25、26日に再調在を実施し表ー 1のとおり

被害の状況を道に報告した。

芙瑛の代名詞白樺も瞬時の強風にあおられて
入 J嬌夢戸 姦訊，9 9 -

町有林カラ松被害 8月23日14時30分頃

民有林被害 (iti杵＇I'鈴木，鈴1.I:/iJHi)

IOI 
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表一 l 被害状況報告（最終）

災忠の原因 昭和56年台 8月21日から 8月24日か I災害発生日時 Iけての 風15号と Jjlj線による大雨
月 日

災杏発生場所

報告の時限 10月 26日 9時現在 発受信日時l 月 日

発信機関 美 瑛 町 役 場 受信機関

発 信 者 、又e,. 信 者

項 目 件 数 被杏金額（千円） 非 項
目 件 数

死 者
住 全 壊 2 

人 1.氏名 家

行方不明 被 I半 壊 5 

的 2. 11 月Il 古

阻 偏
被 3.・年齢 ＇農 田 ha 
軽 傷 2 牒地

甚 4.原因 業 畑 ha 
計 2 

被 田 ha 
／裳作物棟数

苫 畑 602ha I 
全壊 1世幣数

河川

I 人貝
道

住 I 土 追路
I I 棟数 工

戸
事

半壊 I•世偕数 木 ,Jヽ 計

人）1 市 河川

棟数 18 被
町
道路

家 I一部1 村

世幣数 19 3,870 工
橋梁

破 /Ill
人貝 69 也 事 小';|・ 

棟数
計 | 602 

床上 水 漁l 沈没
世：4if数 廂

被 I没水 流失ら,,.

人貝

棟数

床下
世幣数

没水
| 
忠

1. 人的被雹は美沢16線道路作業現場宿舎修紐中及び街路樹倒木処理中の負jj)j。

2.農作物の内訳は、別項の「牒作物被祖と対応」に掲載。

3.商工被轡は、日除け等の被杏。

| 

時 分

時 分

被杏金額（千円）

200 

288 

38,554 

38,554 



表ー 2 住宅及び非住宅被’’！；:内訳

I 地 区 I 建物種別
' 

被 1：：程度 I I (I i 柏 I 被古額 I I 

9 |i 街 地住宅服店舗一部破jil 1棟 "'． r• |l j 
12.4 25 

牒 村~ 部住 宅一部破iil 15棟 858 1、845

そ の 他 ,, 一部破ill 2棟 70 2,000 

住 宅 a1・ 一部破損 18棟 940.4 3,870 

牒 村 部介 hli 全 壊 2棟 60 200 

r I i 街 地介庫•その他半 壊 5棟 117. I 288 

非住宅計 7棟 177. I 488 

表ー 3 文教施設被‘，杯内，ii(

絨 '，！ ；: 、1犬 況

破 '，1 f 建 物
.Iー．作物 |：地 設 jriii 被',I t 

要 妍 築 要補修 ,; I• 
被 ','i 骰 ',1;: 被',,；：

学校名 全壊半壊 ）＜ ！0[以―l‘

Iflih'（ ｛R貪ii Ihih'（ ＜介布(i 金額
1/ti!,'｛ 金額 金額i金令Ii 金省Ii 金紅1,i|・

災沢小
999~ m 999'l 

98 35 

宇汎別小 162 

俵！＇U1;,Jヽ 90 35 

忠別小

骰杵牛小 10 560 ] 0 

i1 1更 l[) 56(J 9 、a50 80 

表ー 4 ]此業施設破寓内訳

厄分 1被，I2・内谷 1認I厄這 1 摘 要

棟 IIリ
牒令屈根トクン飛散 60 4,500 900坪X5,000円

格納1,li 拾根トタン飛散 ］2 900 180坪XS,000円

ハウス ハウス倒既（一部）

ハウス ピニール飛散

16 1,172 7? (16棟I..515坪の内651坪I651)中XI、8001'1

32 1,334 33.35rl'X、100円

120 

98 98 

162 162 

90 90 

150 150 
＇ 
560 560 

‘‘ 910 、ヽ、‘‘ 、;、 15/‘0 I I 1,060 

表ー 5 都市施設破・,I.f内，沢

被；1;. Iり容
施設名

名 称数i,l
被布金訊

4 l'I 
中央辿 街路樹倒木 14 337,022 

" /Ir/II 3 76,500 

丸山 通 ＇， 倒木 1 24,073 

丸山公園 ＇， 倒木 6 J •I •I, 4 3 8 

99 1肘II 3 76,500 

南町公園 ＇， 倒木 31 746,263 

新町公怜I ＇， 倒木 64 1,540,672 

99 iItjJI 6 153,000 

なかよし公［II ＇， 倒木 3 72,219 

かしわ公屈 ＇！ 倒木 23 553,679 

＇，折 ili II 280,500 

＇ 計 165 4,004,866 

摘 要

1世僻 3名

15 II 57" 

3 II 9,, 

19 11 69 11 

(Jp.位 r-1 l l) 

摘 要

体fi館屋根、住宅物閻

校令教ii9屋恨、娩突

佼令屋根

休ff館1科恨

ャt1:h{il{、ぎt1.i9牛り閉i

摘 要

例木1本当り1皮',l渾I

折illl4く当り
被2・＇1！,雑0;:Jfll'J 

25,5001リ

例木 142本折損23本
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被害金額鉢出基礎

1.民有林

普通林（カラマツのみ）

被忠程度 面禎 被算出せf面額積

8（0 吸%遥林ト）． 
ha Im 
80 100% 80 

6（0駆~lI7Il9伐ダf 100 70% 70 

4い0戻-1951191北%） lSO 50% 75 

匹詞筍 200 30% 60 
1（9 そ%の1也下） 270 20% 54 

:l1 ・ 800 339 

イ1呆hll!J!u:fi);当割りi， 被宮金額］
千円 千Fl
1,060 84,800 

1,060 74,200 

1,060 79,500 

1,060 63,600 

1,060 57,240 

1,060 359,340 

※被杏木材齢 7-30年と幅があるため、平均林IIIi)を

14年とし、上表の保険金額を使用する。

保安林（カラマツ及ぴ広ザツ）

被忠程度 面梢 被筍：出古而省印l’i 1 hl倹a金当 i ) 
イ呆 省ii 被憲金額

8（0 吸%造林」y- Im hu 千~円 干Pl
1 100%1.0 1,320 1,320 

器認醤！ 1 50% 0.5 930 465 

2（0そ~の391也齊 10 30% 3.0 1,060 3,180 
;}•I • 12 4.5 4,965 

※要造林（カラマツ）については26年、その他（広
ザツ）については30年上、同じく、その他（カラ
マツ）は、 ]1~28年の林齢幅があるため、将通林
と同様の額を使用する。

2.町有林

普通林及ぴ保安林とも、各小班個々の林齢に

基づき多が出している。

2.森林被害と対策

台風15号は民有林（町有林を含む）の内、特に

カラマツに大きな被害を与えた，

朗枡ば1:"白川氏が、 10時ごろきのこ取りに行っ

たが、 しきは風もさほどなく、山でしだいに

強くなり］1時30分ごろ木が倒れだして危険を感じ

り1返し帰宅、 12時ごろは立って歩けないくらいで

あった。
I 

まf町職貝が平和水道の浄水場を調べに行った

同時刻ごろも、美沢28線からi翡窪で倒木があり、

15時ごろが最も多く・被審が発生したと思われる。

地域的には十勝岳山ろく地幣が主で、美沢14線

から奥で、新星妙見より美沢、置杵牛、上宇葵別

方面の被杏が最も大きく、中宇葵別・横牛・朗根

内・俵真布にも多発。風向は南束及び南南東であ

林

ったが、局地的には巻風も発生しながら、主として

沢の低地、東より北に向く斜面と高台に被害が多

く、南より西向き斜面は少いのが特徴である。

町及ぴ森林紐合は実質的被害の取りまとめを行

ったが、調査に当って一番問題となったのは、

1) 地域が広大である

2) 所有者が町内外にわたり地域町内に居

住しないものが多い

3) 所有者の協力が得られにくい。

4) 応急対策及ぴ復旧方法等について判断

基準が明確でない

5) 被害額の鈴定基準がなく推測が困難で

ある

等の事梢から専門家の判断を仰いだ。

111 調査・試験

8月31日から 9月2日の 3日間にわたって、

美唄市にある北海道立林業試験場上条一昭経営

保護部長、水谷栄一造林科長、村田像一樹病科

長の 3氏が米町し、次の試験林分標池地におい

て調査及ぴ試験を行ったが、その結呆次のとお

りである。

試験林分標準地の概要

分 イ 口 '‘ 
被害程疫 30 %以下 30 ~ 50 % 50 %以上

地 番詢類町字掬英原計 字質杵牛1325-12 字謹杵牛1197-2紛

7514 (9.96ha) （一） (2.20加）

43!槌 II, 20小班 661煉 9, 10小班 69林班 11小班

所有者 美 瑛 町 甜地請信 松本目 9)

地 汎 平 地 山頂（尾根） 巾 腹

標 麻 490m 400m 400m 

傾斜方向 東 康北東

傾斜度 20' 18' 

風 向 甫 南 南肖東

飴 級i 5 (2眸生） 4 (17年生） 4 (I碑生）

麒本数IS36 3,000本/ha 2,600本／ha

除 伐 S46.3 残1,200本/haS50 残81l1本/ha10年生時 40％程渡除伐

1回蔀戦 S53.6 残 800本/ha S56 残600本／加 15年生時残1,000本lha

雄且I！戦 S56 残640本／ha ］呼生時残 610本／如
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1) 風害木の分類

風上側
↓ 

會

風下側 木材の組織調査で風下側に

白色斑点が認められる。

被害の程度が激・中・微の 3林分を選ぴ

それぞれを調査したが、損fりの程度を明ら

かにするため、被害の程度をA-Fの6タ

イプに分類して調査したむ

A 垂直線に対し傾斜0~20¢ ・・・曲り小

B
 
II 

21~45° ・・情曲り中

C II 46-60'... I部根返り曲り大

D 根倒れ

E 折祖木

F 生立＊ （正常に立っているもの）

2) 木材組織に対する被害調査

①肉眼的観察 丸太を柾目板に挽いて

鉤削後に調ぺたところ、破壊は見られ

なかったが、風下側（風で曲げられた

部分で圧縮側）に白色斑点が認められ、

被害がA・B・Cと進むにつれて多く

なる C

②顕徽鏡的観察 白色斑点部分を調べ

たところ、微細な損楊 (sp)が認め

られた。

③生材小型試験片による強度性能 風

下側（白色斑点の多い部分）はヤング

係数（タワミに（さ）は約50％程度低

下する。

④丸太の曲げ試験 風上・下どちらの

方向から荷重を加えてもその差はなく

健全な丸太とほぼ同程度であった。

⑤正角材の曲げ試験丸太の場合と同

しであった。

⑥乾燥（気乾）試験曲げ強度はほと

んど問題がなく、ヤング係数値も健全

材の約80％程度まで回復することがわ

かった。

3) 調査・試験の結果

以上のことから、強度的には問題はな

いか、梁等のタワミが問題になる所や、

杭木の支柱等の長柱として荷璽大なる所

に使用するには問題がある。折担材は上

下1-!.5m程度は割れがあるので切除を

要するっ

災害の復旧は経済性を合せて考廊し次のよう

な基拙で行うことが望しい。

20 
i: 

A 
曲，1,,ヽ

I 
9 60 

• 9cr 
曲り中 曲り大

被害の程度を分類したうちの
A, B, Cタイプ

45 

タイプA 20' までは放四しても回復

する

11 B 21'-45゚ までは倒木起し

11 C 46'以上は皆伐

尚、間伐は2r以上とする。
（2) 実質的被害

調査及び試験の結果にもとづき森林被害を取

りまとめた状況は次表のとおりである，
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森林被宮（風害）報告因 （樹種別集計表）

被害 状汎

いi所又は地賊 1月 種 林飴 所有面積 被害面積
皆[19伐返りを、要幹行すItる、幹面●り積） （除幹lll,ll11,t,,をで要ffす9える以面外積） I（l31起～8し年を生要（もすいる対面象積） そ（位置のして他も回の復t面砂の積I 

年 h h h トa h 比

カラマッ 3~41 1,398.05 9符．28 ll8,94 709.05 119.51 湖78

トドマッ 9~37 12、06 7.42 0.40 0.82 6.20 

卜 ウ ヒ 9~55 6.80 1.51 1.20 0.31 

夕 モ 6 0.16 0.05 0.05 

パンクス 13 1.00 1.00 0.30 0.70 

オーアカ l3~l5 4.58 4.58 2、88 1.20 0.50 

I ポ 7 ラ 15~21 1.86 1.86 1.86 

ストロープ 20-30 3.64 3.05 1.36 1.69 

I ヤマハン 19 0.20 0.08 0.08 

シラカバ 20 0.30 〇.30 0.30 

i 
広 ザ ツ 8~70 78.95 36.51 4.60 19.05 12.86 

: 「
赤 工 ゾ 3~5 3, 30 0.70 0.70 

計 1,510.90 1,044.34 130.34 734.01 119.56 oo.43 

森林被害（風審）報告粛 （齢級別集計表）

； 
被 害状況

喜斎又は地賊 樹 種 齢級 所有面積 披害面積
竹1屈伐返りを、幹嬰郷す．る紺面がiiII/i I除幹!l'l!"l'tりをで災行す1父る以面外積） I晦しを災する面積 そ1位の他の面砂ll，1 (3-8年生ぐらい対象） 置しても目復す 1J) 

赤エゾ・カラマッ 疇
h | 泊 比 | 

22,82 11.16 1.18 0.54 6.16 

I ，，レラドー9ツ・
つ•ツ・ l·•9fウ I:. 2 II 
モ． u: ・ツ 284.10 213.12 17.12 113.87 岱．90

I 星万．i翌t3" 566.82 440.71 34.16 34S.44 43.90 

［ 巳冗叫予 4" 
329.44 2Jl.63 39.40 165.16 

f,多?;:力:9，，9 ·• 卜9＇9認.ご̀’.多, 5" 120.29 59.18 13.22 44.01 

I カラトマツ，広ポプラ
J.. 0ープ・ ザツ

6,, 91.29 62.09 17.32 39.91 

ドI 
カトラドマツ， 7 II 50.92 15.40 3.78 7.00 
マツ・広ザツ

カラドマツ・ 8" 23.10 13.93 3.04 1.62 
トマツ・広ザツ

I カラマツ・広ザツ 9" 2.12 2.16 2.06 

I 広 ザ ツ 1099 6.28 3.50 1.20 
， 

トウヒ•広ザツ 1111 8.00 2.85 0.25 2.60 

広 ザ ツ 13II 3.52 l、01 0.87 

広 ザ ツ 1411 1.00 l. 00 1.00 

ぎ 計 1,510.90 1,044.34 1扮．34 734.01 119.56, 

註 I.人工林・天然林のすべてを調査対象とします。（天然林は、樹種欄に広ザツと記入）

2.地域及ぴ樹種、林齢が異るごとに別行として下さい

3.被杏状況欄の各項目の面梢は、被忠面梢の内数となるよう記入して下さい。

4.保安林については、備考欄に保安林と記入して下さい。

比

9.28 

13.23 

14.21 

6.47 

1.95 

4.86 

4.62 

3.27 

0.10 

2.30 

0.14 

的．43

昭租5碑9月26日現在

森加有林入保険の無 俯 考

戸数 199戸

昭椰呼9月268現在

森加林入保険の
i1ii 考

有無
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森林災害復旧事業計画概要沓（森林災害復旧事業補助計画概要書）の年度別内訳表

森 林 災 害 復 旧 事 業 計 画

計 画 他 事 業 l! （千円）

年 度 被害木等の整理 跡地造林 倒木起し 計 被害木等の整理 跡 地 造 林 倒 木 起 し

被等 整害木理 倒起こ木し

計
うち

面 梢 作業路 面 梢 作業路 面 積 作業路 面 積 作業路 作業路 小 計 跡地造林 作業路 小 計 作業路 小 計 作業路

初（昭相年56年度） 
"‘ m hA rn 

(11.2"0" ) 
m 
(11.2Im 0) 

m 
(3,660) (3,660) (3,660) 

28.55 29.39 57.94 15,178 15,178 9,455 9,455 24,633 

第（昭租25年1年度） 
(36.88) (30.84) (67.72) (19,023) (19,023) (12,024 (12,024) (31,047) 

74.37 550 65.98 250 140.35 800 37,836 3,410 41,246 25,624 1,550 27,174 68,420 4,960 

第（昭3和5年8年度） 14.42 21.10 35.52 6,151 6,151 8,142 8,142 14,293 

第（昭4相5年9年疫） 10.56 10.56 4,015 4,075 4,075 

計
(36.88) (30.84) (11.20) (78.92) (19,023) (19,023)1 (12,024) (12,024) (3,660) (3,660 I (34.707) 

117.34 550 97.64 250 29.39 244.31 800 59,165 3,410 62,575 37,641 1,550 39,391 9,455 9,455 !!l,42! 4,960 

備 考 1. ()は内訳で町有林分。

2.倒木起しは、昭和56年度限りとする。

3.被杏木等の整理の、昭和56年度予算配分は全体の約20％の見込み。

4.計画の実面梢は、146.73ha(48.08)で跡地造林は被害木等の整理面梢に

煎複計上されている。

5.一般民有林の土地所有者は65名である。



（再掲）

事業区分
類型 申 請

区分 実面梢単 価 事業翡
lm•m II 干円

＠ー 1 10.86 136,200 1,479 

被杏木の
整ー 2 16.67 341,500 5,692 

愁ー 3 68.25 528,500 36,070 
整理

9t -4 19.56 726,400 14,208 

愁ー 5 2.00 858,200 1,716 

4ヽ 計 117.34 59,165 

整 550 6,200 3,410 

作業逍 沿 250 6,200 1,550 

4ヽ 計 1 800 4,960 

6,i）-l 96.32 385,900 37,169 

跡地造林 ⑬-2 1.32 509,300 672 

小計 97.64 37,841 

⑲-l 0. 70 115,700 80 

倒木起し ⑲-2 28.69 326,800 9,315 
4ヽ 計 29.39 9,455 

計~ 284040..h3m a 7 lll,-T-42l'1 I 

（再掲）

計画概要の地区別・作業種別面梢

地百---作業飩 倒木起し 被害木整理 計
Im ha ha 

平和地区 16. 11 16. 11 

原野地区 5.81 58.62 64.43 

骰杵牛地区 14.94 30.09 45.03 

宇莫別地区 8.64 12.52 21.16 

朗根内地区

計 29.39 117.34 146. 73 

摘 要 30件(23名） 73（牛（42名） !03件(65名）

(5) 災害復旧と森林保険

|) 補助事業の復旧

補助の基部として倒木起しは昭和56年、

被害木の整理については昭和58年度まで、

跡地造林は昭和59年度までに完了しなけれ

ばならないので、倒木起しは昭和56年12月

末迄完了し、その面梢は 29.39ha・ 件数30

件であり、実施事業骰は 1月末現在では不

明である。

またその他の事業については、年度間の

変更はあるが計画の通り実施される見込み

である。

2) その他の復旧

査

実而梢
h,•m 

定
備

単 価 事業翡
考

円 干円

立木密梢 50m’未樅i(ha)
,, 50~100m'未満(ha)
II 100~150m’未渦(ha)
II 150~200m'未満(ha)

＂ 200m’以上 (ha)

散杵牛地区

＂ 
植栽本数ha当り 3,000本未i蘭
II 3,000本以上

樹翡 l.5m-3.0m未満
II 3.0m以上

国の補助対象とならない被害地について

は、道がこれを救済するため、道の単独費

補助で森林災害復旧特別事業を起し昭和56

年度から58年度の 3ヵ年で被害木整理と跡

地造林事業を実施する。

この採択基禅は国とほぼ同じで、団地形

成のみは除外され、補助率も同様である。

その他補助対象とならない地域について

は、所有者独自の作業となり、間伐等を逐

次実施することになるが、個々の事情があ

り施業の見透しをたてることは困難である

るが、病害虫の発生が予想されるので、極

力処理搬出するよう指導 •PR し、状況に

よっては薬剤撒布等を行う必要がある。

3) 森林保険

保険は一定の要件を備う必要はあるが、

補助・非補助にかかわらず回復性の無いも

のが対象となるもので、昭和57年 1月末現

在では今後の雪害による 2次災害も予想さ

れ、また加入有無も解らず、金額的なもの

は不明である。
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町有林の場合は該当面栢 6L03haで、約

30,000•千円程度が見込まれる w

(6) 町有林の復l日計画

町有林の復1日計画の具体的内容は、次の

とおりである，

！；業別！例種即濯杭 1平粟疇 補助、非補助別 随 業

庸！ 伐l広ザツ ha 柏

23,&I 23, 64 非 補 助

iヵ9松1 i l. i 0 ii，幻補 助

計 I I 34.84 

如 7年1杭 iIIIK I 1}弓松113G．印I13,如 lI細JI:,9 叩 fi沐I9，賣助了1llヤ、ui}頁996.．0⑳16 4 

昭朽57庄 餘 "外I
， 

助伐 l8. 79 16.79 非 袖

陪利51年 跡樹地下造植林栽 トド外’ 62 ̀  72 非補助跡補地造林助 33!.1!、566 I " I 9/ 
i 

令H I l55, 2J I 318, 01 
計 190.12 I 252.s5 I靡

(7) 国有林の被害

として白金地区で，3，350m7渭ij木等の被害が

あり、昭和56年度で約50％の立木売払い処埋を行

っに残余は昭和57年以降逐次処理する予定であ

る。

3.農業被害と対応策

(I) 被害の調査及び報告

翌日の24日9時より水害調壺と同様に、方面別

にll班を樹成し調査を行ったが、被害の推定に当

っては水害と同じく困難であ・った。

被害は主に豆類と野菜類で、早生小豆・えん豆

等はlillJ場で棒立て或は島立て乾煤中のものが飛散

して収媒不能、又は裂英脱粒による滅収、中生の

成育遅れのものは強風に揉まれ、経築分枝の捐傷

による登熟不良見込みが多いc 地域的に十勝岳に

近いところは程度は大きいがほぼ全町に及んだ。

忠別、俵真布を主産地とする秋蒔大根は 8月］8

日から20日頃が発芽直後の間引の時期で、その時

期の風害であるため被害が大きく、茎策の損拗に

I 10 

よる欠株、生育不良、製品不揃等による減収が予

想された¢

スイートコーンは1到伏、茎菓の裂憐j等による減

収と晩生稲は登熟不良、品質低下が見込まれた q

畜産関係においては、五稜地区が23日午後より

25日の朝頃まで龍線切断による停砥のため、町及

ぴ農協は発翫機調達に奔走した。又、水沢・間宮

地区において、倅堀と土砂流入のため自家水道が

故障い発雷機で揚水しその場を淡いた。このほ

か酪牒家では1枚発的停訛のため牛乳集荷iこIlllに合

わず、被害報告のほかにも放菓乳があった力八数

最は不明であふ

散杵牛地区の施設栽培でビニールハウスとトマ

ト、埒ュウリの被審が大きか.,

疇町そさい振興会の施設部会（旭、下宇、置

杵牛地区で構成）会貝は'この復1日のため出動し

約3日間で作業を終了したが、 トマトは約50%、

キュウリは大部分が放漿された，

また上川生産連白金育成牧場にも被沓を与えた

が、これらを罷めて次のように道に被害を報告した。



確報（集計） ～ 1 

災害の種類 台風 15号災害
農 作 物 被 害 ~ 1 ~ 1 

災害発生年月日 昭和56年 8月3~24日 支庁名 上川 支庁

調企年月日 昭和56年 8月15日 市町村名 美 瑛 町

こ 総作付面積 甚準反収 甚準生産批 甚誰生産額
被 害面積 k 収稜皆無 被奢

単 価
被害

被害程度別面積 換葬面梢 減収屈 見込額

比 kg t 干円 l筋6未満 10~3防630~50% 50~70% 70~80% 80~90% 90％以上 ＂ 叶 に I 円 千円

a b C d e f g h i i k I m n 

゜
p 

水 稲 I 1,271 458 5,821 1,618,238 218,000 1 

大 麦 2 2 

麦 一条大麦 3 28 112 48 9,696 202,000 3 

小 麦 4 2,852 284 8,100 1,560,060 192,600 4 

顆 慄 麦 5 
' 

5 

計 6 2,880 8,148 1,569,756 6 

大 豆 1 284 204 579 169,855 293,360 1 

豆 小 豆 8 1,172 1部 2,203 843,088 260 50, 310 23 43 382,100 16,456 8 

菜 豆 ， 523 185 968 263,296 272,000 ， 
類 え ん 豆 10 199 189 376 119,455 60 15 75 6 11 317,100 3,495 IO 

計 ]] 2,178 4,129 1,395,694 320 65 385 29 54 19,951 11 

馬 （原 科） 12 141 3,887 5,481 97,891 11,860 l2 

鈴 （食 用） 13 1,266 3,696 46,791 1,965,222 42,000 l3 

し （種 子） 14 109 3,012 3,283 58,634 10,800 14 

よ 計 15 1,516 55,555 2,295,549 15 

雑 とうもろこし 16 16 

殺 雑 穀 17 21 105 28 6,821 243,600 17 

類 計 18 21 28 6,821 18 

工 てん菜（原料） 19 842 5,279 44,449 954,165 21,480 19 

芸 II （採種） 20 20 

作 は つ か 21 21 

物 その他工芸 22 22 

類 計 23 842 44,449 954,765 23 

不印
り ん ご 24 2 724 14 2,411 112,200 24 

な し 25 25 

樹 ぶ ど う 26 176,300 26 

類
その他果樹 27 27 

計 28 2 14 2,411 28 

a b C d e f g h i j k I m " ゜
p 
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注 l.調査対象は主業裳家（専業監家及ぴ農業を主とする兼業農家そ開拓者を含む）とすること心

2.開拓者分のみについては別葉に作成し右上に □開妬．と表示すること＝
3．面積はすべて（加）単位とし、旱位未満は四拾五人とし、端数をつけないこと。



被害程度別農家戸数

確報（集計～ 4

市町村内 1左のうち災害

主業塁家戸数 をうけた戸数
被害程 別 戸 数 （戸）

若．-

戸

1,055 

戸I10％未満I10~30% I 30~5o% I so~10% 110~80% I 8o~9o% I 90％以上

430 430 

参

市町村戻業総収入額（千円）

農産 I畜産 1 計

8, 881, 540 1 1, 989,500 | 10, 871, 040 

被

農産

38,554 

牢
0

畜 産

704 

額 1千円）
二

計・

39,258 

注 1.主業牒家（開拓者を含む）について記載のこと。

2.開拓者分のみについては、別葉に作成し右上に「開拓」と表示すること
。

3.被害程度は、罠業総収入頷に対する煤作物、収穫物及ぴ畜産物の被
害額合計の割合とすること。

確報（媒計）ー 3
畜産物被害

災害の種類 台風15号災害

災害発生月日 昭和56年8月21~24日
支庁名 上Ill支庁

被害調査月 H 昭相56年8月268
市町村名 美瑛町

市町村内におけ 平年年1h1 平年年1liI 災害発生時現在現物被害 (DI 
参 考

畜産物名
る牛乳・鶏卵生

収 批 収入絨

乳牛、類の災害による流失へい死に伴う減収被害見込額

産総頭羽数
(A)のうち 左減の収被古見に伴 被害見込害

(A) 
(B) (C) 被害数・!It 被害額 内訳（諄出基礎） 被杏頭羽数 う 見込絨 単

価
(G) (El IF 

,1, ， HI k, l'J 

牛 乳
1,729 9,800 882,000 8,000 704,000 キロ当')88円 倅砥による（廃棄）

(245) (1,300) (117,000) (3,600) (316,800) 

鶏 卵

9{9 ， r・ F I kg "" 
(I) IJl=(H)+(ll 

計
1,729 9,800 882,000 8,000 704,000 704,000 

(245) (1,300) (117,000) (3,600) (316,800) 
(316,800) 

―-3
 

注 1. (A)、（B)及ぴ(C)欄については被害がなくとも平年における市町
村内の状況を記載する。

2. (D)については、災害による牛乳及ぴ鶏卵の流失等現物被害の状況を
記載する。

3. (Iりについては、 (E)の被唐頭羽祉（流失へい死）に係る牛乳及ぴ鶏
卵の災杏年における減収見込址を記載する。

4.開拓関係は（ ）因で内数とする。
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確報（集計)"-7 

災古•発生年月日 I 昭和56年 8 月 21~24 日

妓杏調査年月日 昭和56年8月26H

忌名::~ロニi
面

一
令
良ロー

区疇｝訊者披
畜含

”-~ 

水 棟
履区 IC地区1 計

f̀l'l 

格 納 皿I"" 

1,99l 

398 
口

398 

秤l
4,5的
,OO 

ピニールハウス im' 
/, Im' 

歴根卜 1ン一部飛散(60棟）
- l 

, (13棟）
桐壊 (J瀧 I
ビニール飛散 (32棟）
ト▼ ＾ ’＾  -

1 | 

確報（染計） ～ 8 

災害の種類I台風 15号災 施設被

災害発生年月日 昭和56年 8月21~24日

鰐贔年月日ーニ五26日

施 §＂又几、 名 I 単位 1 所有団体名 1如•数--全--壊批-• W 大被-害破額 数中証＂被破忠額 小 "'I 批999 被害~額-̂~”” 1 9 備 巧
数 試槻古頷 I数

r F1 了円 fl'I T・PI 
水源地施設 力浙 日II牛釦II[

， 
I 100 I IOO1土砂混入による埋没

務所 402 I m' ＂ 402 1,000 l,0s包oo」Il、クン"飛散
牛舎 m2 II 310 印0 310 

叫 m? I! 120 300 
1267 0 --ぅ350．0叶．．い' II 

~舎』＂~ ← ~””t ・ → •心 I -.... 
lll' II b,1 200 II 

．．… 

川 支庁

瑛町

300 

~• 

叶
" | 1 | 1 •一注 1 施設名は塁業lif，1hl組合または牒業協Iii)紐合述合会の所布するり1)表に船げる
胞品と名を記入する。
2.所有団体名桐には、施設を所布している牒協、又は同連合会の名称を、ii：人
する心ただし集計表には靡協連合全別件数を記入すも

・・・・・ 

手二凹---
300 I 830 i 

咲一部（プロック）倒壊4.9m'

--l l輝鉄骨一部破損
--l 
3,630 

全壊～全く使用にたえないか流失理没したも9)

大破一時面の70％程度の修紐1！でそれぞれ復1Hし得ると認められると推定されたもの
中破～時f面の50% 99 

小鼓～•，liliの30%
'＂＇サ'lli"rt", ¥“を笠只,.,,,薮ルずふ

830 



(2) 対応策

水害と同様に、対策として特に有効なる手段は

無く、各々被害を受けたものの努力と、被害者同

志或は地域の互助協力によるものが大きかった。

被害は広範にわたったが、実質的被害は微妙な

るものがあり各種制度による復旧、査金手当等の

対象としたものは無く、各機関による査材器具の手

配、供給、病沓虫駆除、追肥、再播等の指溝を行

った。

(3) 置杵牛上精美・中央の被害

台風の被審は各所に発生し、小豆の乾燥梢が他

人の土地に飛ぴ散り混合し、お互い回収できない

という皮肉な被害もあったが、上梢美と中央のビ

ニールハウスの被害が最も大きかった。

上梢美福家氏の話しによると、午前中は普通に

屋外作業をして昼食にあがろうとすると、急に風

が強くなった。ハウスが心配で食事をとらす13時

30分迄バンド締めをやり、風はますます強くなる

ので昼食もそこそこに作業を続けた。 14時頃D型

ハウス（普通型）が破れだした。 14時30分には防

風網が倒れはじめ、大型ハウスが破れたのでロー

プを持って、梯子でハウスに上り押えようとした

が、突風のような強風に、防風網が杭と支柱もろ

とも抜けて飛び、バンドも切れだした。

ピニールハウス被害 ('i1'井農園） 8月23日15時15分頃

最も強かったのは15時15分頃で、ピニールは小

さくちぎれ飛ぴ、パンドをとめた杭も抜けだし、

ハウスの上で吹飛ばされそうになったため、家に

家屋の被害（幅家宅物既）

逃げこんだ。

外は、はがれた屋根板、トタン等が飛び、烈風

で立つことができず、這うように家へ｝晶った。

その日は停龍もあり早めに夕食をすませ、各方

面と龍話で1胄報の交換をした。

風は18時頃弱くなったが、処附の方法がなく、

他家でも同じと思うが早々に休んだ。

翌24日6時より後片付けを若干して 7時より緊

急部落幣会を開いて対策を協議した。 24日は各戸

で作業、 25日に部落全貝でハウス修復を行うこと

にした。ところが旭、下宇莫別の施設部会貝15名

か、早々に応援に来てくれたので、急拠変更し部

落貝10名が参加して合同で復旧作業にあたった。

25日も部会支援13名、部落貝 8名の協力を得て

継続の作業を行い、大部分の復旧が終った。

ピニールが破れ飛んだ被害が多かったが、小野

寺，菅井氏の被害は、 25％が押し泊される状態で

あった。

復旧は会社に手配したピニールで被毅したり、

1111った鉄骨の修理、 i翡された鉄骨の更新等が主で

ittれたハウスは新設と同様の経費を要した。

被審は全施設に及んだ。戸数 8戸・面梢3,335

坪で、トマト・キュウリが主である。

トマトは業がむしれ、下に若干残った程度、上

段の花もむしられてしまい、成玉は皮が傷つき、落

呆したものも多く商品とならなかった。しかしハ

ウス復旧後、新芽が出て多少の収穫があった。

キュウリも菓は全く落ちて、 トマトと同様に，
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復1日後の新芽による収穫が若干あった。

キュウリは50％以上放菜し、 トマトは大型ハウ

スを主に復旧したが、結果的にキュウリの収穫は

20% ・トマトは40%ぐらいであった。

トマトは比較的に値は良かったが、収入減等に

ついては不明である。

災塞とは非梢なもので、水宮と風害とダプルの

被害者が多かった。

森林被雹も多かったか、当日は全く気がつかす

翌朝はじめて熊いた有様で、昭和29年の15号台風

をはじめ風甚は、南向き斜面が多かったが、今回

はなぜか北向に集中し、被害の程度もその比でな

し、 0

家屋は近年、新改築が進み被唐は少なかったが

各戸それぞれ納屋、屋根の一部、庭木等に被沓を

出した。
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秋蒔大根・欠株被害 (i/i)'Mli)

樹木・塀倒壊（大村・大久保宅）

(4) その他の被害と対応策

1) 住宅（農業用建物等を含む）倉庫等は、

制度等を利用することなく自力で復旧した。

2) 都市施設関係は、約1週間で植換え等を行

ったが、予算は公共土木施設現年災者費で

施行し、総数199本、新町公園ほか 7カ所、

復旧金額2,230千円で完了した。

3) 文教施設においても約 1週間で復旧した

が、置杵牛小学校ほか 9校で19件、この復

旧金額1,285干円で既定予尊で処理できた。

4) 町道及び道道、北電、電電関係施設の倒木

障審は美田、大村、北瑛、間宮、春日、白

金方面で発生したが3日間程度で復旧した。

5) 水道関係は平和簡易水道水源地道路に約

140本が倒木し通行不能となったか9月1.

2日の両日で復旧した。市街地水逍水源地

ポンプ室屋根等に若干の被杏もあったが直

ちに補修した。

6) 町の農業研修所で、健康食品講習会がiil[

され、町内外より35名程の姉人が受講して

いたが、「倅軍」のため夕食禅備の給水を行

った。

7) 美沢26線シペリアタイガーパーク外周防

護棚に、町有林木が倒れかかりトラ、ライ

オン類の逃走の恐れあり、危険作業である

ため苦労して除去した。また楊内部の立木

も倒れ、入館中の乗用車が柵内で立往生し

強風に脅えて典蒋した 1、ラを、火で追いは

らいながら倒木を処理して、車を棚外に出

すできごともあった。

8) 町内の主な電気は美瑛変龍所より 3フィ

ラーで送龍しているが、その倅池の状況は

次のとおりであった。

新星方面倅龍23日14時16分

末端通地24日13時50分

（一部五稜方面25日朝まで）

白金方面倅砒23日14時23分

末端通地24日11時50分

中宇北瑛方面倅籠23日14時36分

末端通龍24日17時30分
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呵景胃貝□焚門雪”～汀剛罪攣
国は激甚災害に対応するため、激甚災害に対処

するための特別の財政援助等に関する法律（昭和

37年法律第 150号）に基づき、次のように政令を

公布して激甚災害の指定を行い、適用すべき地方

公共団体に対する特別の財政援助又は被災者に対

する特別の助成措骰を指定した。

1.農地・農業施設災害復旧事業

(1) 昭和56iJ'-6月22日から 7月16日までの間の

崇雨についての激甚災審の指定及ぴこれに対

し適用すべき措附の指定に関する政令（昭和

56年 8月25日政令第 270号）

(2) 昭和56年8月3日から 6日までの間の索雨

及ぴ暴風雨についての激甚災轡の指定並ぴに

これに対し適用すべき措散の指定に関する政

令（昭和5舷F9月22日政令第 285号）

災害を受けた全市町村及ぴ団体が対象となる。

この指定により農林水産業施設災害復旧事業骰

国肌補助の暫定措骰に関する法律（昭和25年法律

第169号）に定める補助率に、法適用により被唐

戸数と災審復旧事業費総額を対比して、さらに邸

上補助がなされることになり本町の場合は、農地

96.7% ・ J裳業施設99.6%・同災審関連85.7％に決

定される見込である。

2．公共土木施設災害復旧事業

(1) 激甚災害の指定に関する政令は 3月に公布

の予定である。

上川管内美瑛・和寒の 2町、全道 7町3村

この指定により公共土木施設災害復l日事業国廊

負担法（昭和31年6月12日法律第 148号）に定め

る負担率が法適用により、災害復旧事業骰の総額

と、標池税収入額とを対比して括上げされること

になり、本町は90.2％に決定される見込である。

3，森林災害復旧事業

(1) 昭和56年8月21日から23日までの間の栄雨

及ぴ暴風雨についての激甚災害の指定並ぴに

これに対し適用すべき措附の指定に関する政

令（昭和56年JO月20日政令第 308号）

上川管内は美瑛，東川・上窪良野・南麻良

野、の 4町、全逍 2市32町村

この指定により法第ll条の 2の森林災杏復旧事

業に対する補助の規定を適用し、道が％の補助を

する予定である。

二日＜／必 □ こおけー尋万

1. 7月7日8日の集中豪雨

による被害調査

7月13日10時30分より 12時まで、藤野協成・中

央•第 2. 水沢新生の各地区を、産業経済常任委

貝会所管にかかる農地・農作物の被審につき、所

管事務調在を実施した。

調在議貝 議長舟木力男・常任委貝長福家俊雄

副委貝長馬場信夫・武内耕ー・飯原茂政・中

村消毅・山崎武雄各委貝
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2. 8月前線と台風12号

による災害調査

1) 8月6日9時より 18時まで、各常任委貝会

の所管にかかる施設等の被害調査を，「所管事

務調査」として実施した。

調査地区旭、五稜“美田・北瑛、朗根内・

宇莫別•新区面・閥杵牛・美沢 2 区

調査議貝 土木・股業関係の被害が多く急速

対応の必要があったので、建設水道

産業経済の両前任委貝会と、総務財

政・文教民生の両喘任委貝長により

実施したも

議長舟木力男・副議長内田一郎・

建設水追常任委貝長佐藤窟男•平閻

術・高田 勇・大久保利明の各委貝

産業経済常任委貝長福家俊雄・武内

耕一・飯原茂政の各委貝・文教民生

常任委員長石橋勇吉・総務財政常任

委貝長大西弘近

2) 8月11日正副議長及び常任委員長会議を、

町の要諮で招集し、理事者及ぴ所管課長より

災害状況及び対策につき説明を受けた。

3) 9月3日議貝会主催の議貝研究会終了後、

14時より議員協議会を開催し、町理事者及び

総務課長・農林課長より災害被宮状況と応急

対策等の経過、及び今後の灼策について説明

を受けた。

3. 台風15号による災害の調査

11月16日総務財政常任委員会の所僻にかかる町

有林の被憲状況について、 「所管事務調壺」を実

施した令

調査謡貝 誠長舟木力男・総務財政常任委貝長

大西弘近・副委員長橘高幸男・杉本賢進・八

木芙乃瑠・小野 消・小口之衛¢の各委員

4. 災害関係議決議案

(1) 補正予算

9月より 12月までの議会において、補正予算

琳決承認は、一般会計 2 件•特別会計 2 件、補

正予群識決は、一般会計 3 件•特別会計 2 件で

内容については省略する。

(2) その他の議決

1)昭和56年 9月11日招梨 第6回定例会、

農地農業用施設災喜復旧事業の施行について

(4地区）

2)同、災専弔慰金の支給及ぴ災害援護資金の

｛舟付に関する条例の一部改正について。

3)昭和56年11月9日招集 第7回臨時会

牒地農業用施設災害復旧事業の施行について

(4地区）

4)昭和56年12月16日招集 第8回定例会

農地農業用施設災害復旧事業の施行について

(22地区）

5)昭和57年 1月21日招集 第1回臨時会

偵務負担行為の補正（被害農業者15戸に対し

美町農業協同組合が融森する資金に対する

利子補給並ぴに損失補償）

町議会の災害詞査（美沢19線） （旭第4* 1罪り地先J （｛姓杵牛） 8月6日



三火吾見舞軍寺(/)文訃」～～ロ

この度の災害には、各方面より有形無形のご援

助をいただき、感謝致しているところですが、次

の方よりご厚志による寄付を採納して、災害対策

に有効に役立たせていただきました。

（敬称を略させていただきます）

昭和56年8月12日

締役

II 8月13日

三浦建設株式会社 代表取

三浦伝内 300,000千円

美瑛ライオンズクラブ

昭和56年8月21日

ーー

＂ 

愛好会 8,709円

II 中町商店会 20,000円

9月1日 道路建設株式会社取締役

社長

10月14日

美瑛町農業協同組合盆踊り

宮崎英夫

331B地区ガバナー

1,000,000円

ライオンズクラブ国際協会

広島迪則

会長 藤見栄一

II 8月17日 本町商店会

50,000円

136,000円

100,000円

ほかに、沢田栄作外9件の金品を受納

寄附金採納合計金額 (9件） 1,667,709円
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下中痰別の水防しがら 昭ili56年PJ<i町籠影

災 占
‘’̀‘ 

～水害と風害と～

下字市出地道追交通止 下字共芳、ゎ国道冠．水 下宇踏切近く＂窃 lJ津不通

8月5[I 8月511 8月5日

扇町小野地先・冠水状況 8月5月 屑町小野宅 J孔ヒ浸水（深水中） 8月6Li 

,_ 
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下宇市街地・跡片付 下宇市街地・ゴミ捨て

ll{I{I156:F 8 11 6日 8月6日

下宇朝日用水路に堆積した土砂流水 8 II 6 rr 下宇朝日の土砂流木除去作業 8月611
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自衛隊，絵＊忠元ヽ•"""'ヽ｀ 999 ．上 999999`999--99,II輝 IS印I,8 f1 7 1-I 99...99-…北農＄返災害対策本部、工藤鉛副本邸長下宇祝寮．

給水作業を終り紺告する 120大尉長・，．， 99999999, ．，．．、 9•8 J•I 8 ti 9999999. ，•町長，支投作業が終り 120大隊に糾辞

台風で丸山公園樹倒れる 8月2491様彬 白金野島の森 •Jll.伊1木で交通止 8 î1 33 91 
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美田川水口地先・該岸完成

進む復旧工事

～被災より完成まで～

美田川岩田地先・着工前 8)] 8 I●1撮影 岩田地先完成

藤野第 1地区・排水路着工前 IOii 7 ll撤彰 藤野第 1地区・完成

藤野第2地区・排水路工事中 ll)1 2 11搬影 藤野第2地区完成

昭和56年12月19日

12月!9B

12月8日

9 / ィャ•ル :̂ - ぇ9 9 
3 、≫‘‘°. 

?y < 

l l I] 6 EI 
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旭第6中地区・農地被災状況． 8 ！i2(Jt1齢滉 中地区、況失土砂測定 8 112(；!」脚雑

中地区，瑾積土砂 8月ZOH搬影 中地匝，堆積土砂測定 8)）201:IMi;:Ig 

中地区復旧完成 1191泌 91 中地区複1日完成 ll JIぬu

磁杵牛桑屁地先瘤工前 1IMIl56年1iJI:3OIi脱影 桑尾地先・ 1工区完成 昭和57年 lllll!J
F 
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置杵牛桑尾地先着工前 II召れ15611'11月2日

，，，葵別吉井地先工事中 II{{f[l57if 2月22日撤影

置杵牛保田地先着工前 ll{｛ {1156i1こ］ 2/120[1~け、1;

宇莫別川盛地先工事中 ll/l/1156'F 111 / IIJ El¼! ¥I) 

桑尾地先・ 2エ区完成

宇莫別川・吉井地先護岸完成

置杵牛川・保田地先完成

盛地先・護岸完成

l/ 

昭和57年 1月11日

3月5日

ll(lfll57lf2 Jl161I 

II/Hll57iJSJ)]30ll 
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花園地区水防作業の跡 昭和56年8月7H撤影 芙瑛川花園築堤完成 10月14日

美瑛川芙沢19線破堤 8 11 6日撮影 芙沢19線田村地先・緊急施工中 8月21日搬影

田村地先・完成 8月28[l

美沢20線緊急復l日工事・施行中 8月15[1搬1；1; 芙沢20線・完成 8月24ll

130 



俵真布水道施設復旧作業 昭fl156年8月7El 大町4丁目英瑛農協倉庫・防水作業 8月5日

下宇莫別第一住民•本勝寺へ避難 8 月 5 IJ 農協倉庫・防水土のう 8月5日

下宇英別住民・芙進小へ避難 8 !I 5 H 下宇ではダンプトラックも避難 8月5日
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宇墓別l;1内田地先除宮 叫lllSG年l21/13 U齢彰 内田地先，穎岸麻工中 JZI、122 [:I椅l影

→し

胃rn1r,7iF3 I) 2 H 

俵真布9踪橋下洸護岸紅工中 10月6日 9線橋・上流汲岸施工中 ]叫J6日iit彰

下流完成 l2月1711 上流兜成近し 1011ぬ日拉孔Ii

132 



広報吐し、 9月9ta拉）
阻ヽ叱1)

t • •夕’ふぶ＇9：;：：：

5

朗
根
内
線
の
災
内
復

111な
ど

g

一
般
会
計
、
水
道
、
簡
水
の
専
決

羹
ふ
苫
“
り
‘
森

g

圃後 記圃

この記録は、災也の発生にはじまり、昭和57年 2月末までのものとなりまし

た。沢料その他につきまして、関係各位のご協力を1,i屈きできあがりましたが、

まとめの拙さから重複、又は省略しすぎ、また日時・数字の合わないもの、或

はIHI迎いもあると思います。時間の都合等もありご了承を賜りたく存じます。

II召{11571F3 }1 16 H,it 



蒻如且年8i

康耐屎和記様
昭和57年3月22日 印崩

昭和57年3月23日 発行
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発行・
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